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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『こいつはカラスをどんどん追っぱらってくれそうだな。』とおひゃくしょうが言った。『人間そっくりだからな。』

『いや、こいつは人間だよ。』ってもう一人が言った。おいらもそのとおりだと思ったよ。それでおひゃくしょうは、おいらを腕うでにかかえてトウモロコシ畑まで運んでいって、長い棒の先にくっつけたってわけさ。


（フランク・ボーム『オズの魔ま法ほう使つかい』　幾いく島しま幸さち子こ訳

岩波少年文庫　二〇〇三年）
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　海が青いのは、深大な水が赤い光線を吸収して、残った青い光が水底で散乱するからだと聞いた覚えがある。

　だから、水の中から見上げる景色が青いのは、まぁ空の色だ。

　その青い視界の真ん中で、まぁるい光がふにゃふにゃと揺ゆらめいている。太陽──だけれど、何か顔のようにも見えた。柔やわらかそうだから、きっと女の人の顔だ。と決め付けた。

　母か。冬ふゆ風ふか。美み遙はるか。はたまた春はる羽はか。

　それとも……

　そこで息が切れた。

　全身を躍おどらせて、水面へ顔を出す。ぷはっと、詰つめていた息が唇くちびるで弾はじける。

　春日かすが井い遊ゆうは、苦く悶もんに似た心ここ地ちよさとともに塩素臭くさい空気をむさぼった。

「ふぅ……」

　息を落ち着けてから開いた目へと入ってきたのは、午前の陽光で真っ黄色に染め上げられた市営プールの風景だ。

　夏期限定で開放される屋外プールで、新興住宅地への入居者招しよう致ちプロジェクトの一いつ環かんで整備されたばかりの、真新しくて広々したレジャー施し設せつだった。遊の家から、車なら三、四〇分ほどの場所に在る。

　客層は幅はば広ひろく、子供やその保護者の姿が目立つが、遊のような学生も少なくない。

　そんな中、五〇メートルプールの水面に浮うかびながら見回して、見つける。一ひと房ふさだけ赤く染めた前まえ髪がみが目立つ、連れの一人だ。

「センパイ。来たばっかりなのに、なんで素す潜もぐりしてんの？」

　神かん奈な桜さくら。陸上部のユニフォームを思わせるスポーティな水着に伸のびやかな肢し体たいを包んだ少女が、プールの縁ふちに腰こしかけて訊きいてきた。

　遊は掌てのひらで顔を拭ぬぐった。

「一回ぎりぎりまで潜ると、体が水になじむ気がするんだよ」

「ふぅん……」

　自分で訊いといて適当に流すと、桜は水に漬つけていた足をぱしゃりと蹴けり上げた。ぴんと伸ばした足の先、広げられた指の隙すき間まからガラスのような水すい滴てきがこぼれ落ちる。

「キレイなプールだね。こんなとこあったんだ」

　周りの笑い声がくすぐったそうに見回す桜の仕草はいかにも人ひと懐なつっこく、自じ称しようしている不良少女の印象はまるでない。

「俺が前に来た時は、もっとボロっちかったけどな」

　まだ小学生の頃ころ、幼おさな馴な染じみの小こ槌づち冬風や他ほかの友達といっしょに来た時は、隅すみっこという隅っこにカビの噴ふいたようなうら寂さびしい市民プールだった。それが改装のお陰かげで、ちょっとしたテーマパークの趣おもむきになっている。

　晴れ渡わたった夏休みの一日、小さな子供を連れて遊びに来るには良い場所だ。

　だからこそ甚はじ目めが五人までのタダ券をもらってきて、その時に家に居合わせたメンバーでやってくることになったのだが。

「釘くぎ宮みやさんたちはまだか？」

　遊もプールサイドに上がりながら訊く。甚目の運転で到とう着ちやく後、更こう衣い室で別れて──男子は遊一人だった──この辺りで待ち合わせていた。

「甚目さんはその辺で死んでるよ」

　桜が顎あごで指す方を見やれば、甚目左ひだりが備え付けのデッキチェアに寝ねっ転がってぐったりしていた。ジョークグッズじみた大きなサングラスをかけているので表情は知れないが、妙みよう齢れいの、しかも水着姿の女性としてはいささかはしたない格好で手足を投げ出していることからして、来て早々に熟じゆく睡すいしているのだろう。最近、何かと忙いそがしいらしい。

　あれは帰るまで放ほっとこう……などと思いつつ、残りの二人を捜さがす。

　──と、振ふり向いた瞬しゆん間かんに顔を撃うたれた。

　眉み間けんに風穴が開いたわけでは、もちろんない。ぴゃっと冷たかっただけだ。

「あはははは。おとーさん、ヘッドショットだよ」

　笑いながらぺたぺた歩いてきたのは、水みず鉄でつ砲ぽうを構えた子供だった。

　可愛かわいらしいデザインのワンピース水着がよく似合う、八歳くらいの女の子だ。亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつをポニーテールにまとめている。

　遊は目をぱちぱちやって水滴を落とし、その少女の頭に手を載のせた。

「春羽……いきなり撃っちゃダメだって言ったろ」

　少女──遊の「娘むすめ」であるところの春羽は、ふふふ……と、何か秘密でも打ち明けるように含ふくみ笑いをしながら、手の中の水鉄砲を突つき出してきた。

「ヘーキだよ。ハルハのじゅうは、みずだからいたくないよ」

「それは見れば解わかるけど」

　水鉄砲は数日前に商店街の雑貨屋で買った物だった。蛍けい光こうクリアグリーン成形のチープなおもちゃだが春羽は大層気に入って、お風呂ふろに入る度たびに撃ちまくっている（らしい）。

「じゅうなのに、しなない。すごいよ。すごいハツメイヒンだよ。ゲームだとみんなしぬのに」

　夏の日差しをまん丸い眼まなこで照らし返し、しきりに感動している春羽。

　言われてみれば水鉄砲ってなんなんだろうな……などと思いつつ、遊はしゃがみ込んで春羽に視線を合わせた。

「でも、ここは人がいっぱいいるから気を付けて遊ばないとダメだぞ。間ま違ちがって知らない人に当たったら、びっくりさせちゃうだろ？」

　言いながら、プールサイドを行き交かう他の利用者たちを示す。春羽も目で追った。老ろう若にやく男なん女によ入り混じった、たくさんの、知らない人間たち。

　春羽は目をぱちくりした。

「ハルハ、びっくりするのけっこうスキだよ？　たのしいよ」

「うーん……嫌いやな人もいるんだよ」

　どう説明したものかと頭に手を当てる遊の横合いから、声が割り込んできた。

「アスパラみたいなもんだ」

　桜だ。前ぜん屈くつの柔じゆう軟なん体操などしながら、こちらを眺ながめている。

「お前は食えないけど、好きな奴やつもいるだろ？　その逆もあるってこと」

　あまり食べ物の好き嫌きらいがない春羽だが、アスパラガスなどの茎くき野や菜さいだけは苦手で、まだ飲み込めたことがない。桜に教えた記き憶おくはなかったが、本人から聞いたのだろうか。

　春羽は桜と水鉄砲を見比べて、しゅんと肩かたを落とした。

「あー……じゃあ、もってこないほうがよかったかなぁ？」

「あんまり人がいないところで、俺とか釘宮さんに撃つならいいよ」

　遊は春羽の頭を撫なでながら、不意に頰ほおを緩ゆるませた。

「その代わり、きっちり反はん撃げきするけどな」

　春羽の手から素す早ばやく水鉄砲を取り上げると、今度は自分が春羽のおでこに水をかけた。春羽は「やー!?」と奇き妙みような悲鳴を上げて額を押さえる。楽しそうに。

「おとーさんにスナッチされたよ！」

　水鉄砲を取り返そうと組み付いてくる春羽をいなしていると、視線を感じた。あぐらの姿勢で足首をほぐしている桜が、感心したようなトーンで言ってくる。

「センパイ、意外とパパやってんじゃん」

「できてればいいけどな……」

　春ハル羽ハを育て始めて四ヶ月近くなるが、いまだに自信は全くない。注意のそれた隙すきに水鉄砲を取り返され、ぴゅーぴゅーと撃たれながら立ち上がる。

「ところで春羽。おかーさんはどこだ？」

「んぇ？　なんかねー、あのカカオやさんとはなしてるよ」

「？　カカオ屋って、まさか……」

　春羽が水鉄砲の銃じゆう口こうで指す方を目で追って──遊は体をこわばらせた。

「こんなとこまで追ってきたのか……」




「邪じや魔まをしないでもらいたいものね、釘宮美遙」

「は、春羽のことは放ほっておいて下さい！」

　遊たちから少し離はなれた辺りで、二人の少女が言い争っていた。

　一人は遊のよく知っている相手だ。ちょっと前から同居している同級生。出会ってまだ数ヶ月にして「娘の母親」。釘宮美遙。

　パーカーを羽織っているが前が邪魔で閉じられていない。その主張の強すぎる豊かな体付きは、人見知りでおどおどしたところのある性格とは不ふ釣つり合いにも思える。だが、今はその弱気を振り切るように体を硬かたくして、目の前の「敵」と対たい峙じしていた。

「そうはいかないわね。わたしには、ハルハに会う権利がある」

　美遙と相対している少女もまた、パーカーで上半身を隠かくしていた。だがその他の容姿に似たところはなく、さらりとした亜麻色の髪かみといい、やや丸みの強い顔立ちといい、傲ごう岸がんの高みから相手を見下ろすような強気の表情といい──美遙とはまるで似ても似つかない少女だった。

　言い切った少女の言葉に、姿に、美遙は小さく震ふるえた。無意識に奥歯を嚙かみ締しめて指を握にぎり込んだ。

「あなたにも解っているはずよ釘宮美遙。あのハルハは──……っ？」

　少女が言葉を切ったのは、遊が割り込んだからだった。会話に、ではなく、美遙との間に体ごと割って入った。

「日下くさかさん……用があるなら俺が聞きます」

　少女──日下秋あい理りは、遊の姿を見るなりびくっと体をすくませて後ずさった。自分の体を抱だき締めるようにしながら睨にらみ付けてくる。

「な、何よ春日井遊。またその女の肩を持つの？　おかしいでしょ、そんなの」

　そうして遊のやってきた方向へ目をやり、桜といっしょに事の成り行きを見守っている春羽を見つけて笑えみを浮かべる。

「あれは、わたしとあなたの子供だっていうのに」




　心の中で頭を抱かかえながら。

　遊は、日下秋理が初めて春日井家に現れた日のことを思い出していた。

　そうして、思えばあの日から、新しん世せい種しゆ第三の物語は幕を開けたのだ。
















『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』

　略りやく称しようの『ＣｔＧ』で呼ばれることが多い。ラミエルと呼ばれるヘッドセットタイプのデバイスを使い、限りなくリアルな仮想世界を冒ぼう険けんする体感型ロールプレイングゲームだ。

　ネットワークゲーム国内シェアトップのイマジン・エクフラシス社が、外部の研究機関の技術提供を受けて開発したこのゲームは、サービス開始からわずか一年余りで一〇〇万人超ごえ（公こう称しよう一五〇万人）のアクティブユーザーを獲かく得とく。「全く新しいエンターテイメントのカタチ」のキャッチフレーズに恥はじない一潮流を成すに至っている。

　従来の常識を覆くつがえす精せい巧こうな仮想世界構築エンジンは国内外から注目を集め、種々の化学実験や環かん境きよう工学、そして軍事研究の苗なえ床どこになるかと見られた。

　しかし、予想に反して『ＣｔＧ』に使われている技術は一いつ切さい拡散せず、ただひたすら、この史上異形のエンターテイメントにのみ用いられている。そして、日本を始めとして諸外国の公機関からも技術開示を要求する声は発せられていない。

　その理由についてはマスコミやネットで様々な考察、詮せん索さくが交かわされているが、今もって事実は藪やぶの中である。

　そして春日かすが井い遊ゆうに降りかかった奇妙な出来事の発ほつ端たんは、そのゲームにあった。




『ＣｔＧ』の開発者であった母の死後、母の面おも影かげを捜さがすように『ＣｔＧ』に没ぼつ頭とうしていた遊は、ある時ミーファというプレイヤーと出会い、《結けつ婚こん》イベントを起こした。それは発生条件に謎なぞの多いレアイベントではあったが、非現実の世界の一処理に過ぎない──はずだった。

　しかし。

　翌日には、遊のアバターのクランプと、《結婚》相手であるミーファの間に赤ん坊ぼうが生まれていた。

　ゲームの中に生まれた、彼らの娘むすめ。その子供はハルハと名付けられる。

　人工知能とは思えないほど柔軟に知ち恵えと感情を得ていくハルハ。クランプは最初こそ戸と惑まどったものの、自分たちの教えることをスポンジのように吸収し成長していくハルハに次し第だいに魅み了りようされ、のめり込んでいく。

　自身がそれぞれの親子関係に傷を持っていた遊クランプとミーファは、ハルハを育てることで、擬ぎ似じ的てきでねじれたやりニユー直しゲームをしていたのかも知れない。

　しかし、たった二ヶ月でハルハが八歳児ほどに成長した頃ころ、状じよう況きようはどうしようもなくややこしくなった。

　ゲームの中の子供であるはずのハルハが、現実世界の春日井遊の前に現れたのである。

　ハルハを連れてきた新納にいろ蔓まん世せいと甚はじ目め左ひだりは、新しいヒトの創つくり方を模も索さくする公機関「ヒト平へい衡こう研究所」を名乗った。

　研究所が『ＣｔＧ』の仮想世界を利用して秘ひ密みつ裏りに研究・試製している新人類・ハダリーズ。その現実世界への受肉成功例の第一号こそがハルハ──遊の娘、春日井春はる羽はなのだという。

　そして、ミーファのプレイヤーである釘くぎ宮みや美み遙はるも春日井家に現れ、春羽の精神的な安定を得るため、三人でともに暮らすことを提案される。

　コミュニケーション不足のまま母と死に別れたことを悔くやんでいた遊に、春羽を拒きよ絶ぜつするような選せん択たく肢しはなかった。




　やや男性恐きよう怖ふ症しようの気けがある美遙との奇き妙みような同居生活。

　遊の幼おさな馴な染じみ、小こ槌づち冬ふゆ風ふからの詮索。

　ハルハと同じくハダリーズとして生まれたが現実の肉体の獲得に失敗し、独自の行動原理の下もとで暴走を始めたメメント・コッペリアの脅きよう威い。

　春羽がゲームセンターで出会った自じ称しよう不良ワルの中学生、神かん奈な桜さくらの挑ちよう戦せん。

　生まれた時から他者の思考を読み取る能力を持ち、自分と他人の区別が付けられず、他人の思考形態を侵しん蝕しよくして『ＣｔＧ』の世界を一つの志向で統合しようとしたイクィ＝リブリゥム・ジェペットとの決戦。

　様々な出会いとトラブルに翻ほん弄ろうされつつも、明るく素す直なおな春羽の笑顔に救われて、遊の新しい日々はどうにか軌き道どうに乗り始める。

　そして。

　そんな春日井家に、彼女は現れた。




『新しい人類の第一号ハルハ。

　つまり、このわたしの娘を引き取りに来てあげたわ！』




　玄げん関かんのインターフォンに放ほうり込まれた、藪から棒な宣言。

　それはイクィの起こした「幽ゆう霊れい」騒さわぎが解決してからしばらく後、夏休みが始まって間もないある日のことだった──




　　　　◆




　じゅわ、じゅわ、と。

　空気を炒いためるような蟬せみの声が、昼下がりのリビングに満ちていた。

　郊こう外がいの住宅地でも外れに在る春日井家は背後を丘おかに、左右を林に囲まれ、夏秋には虫の鳴き声が絶えない。春羽や美遙が来る前は、ひっそりと静まり返っていた家の中をほどよくにぎやかしてくれていた。

　今、部屋の中を埋うめ尽つくす夏の声は、そういう自然な環境音とは違ちがって感じられた。重苦しい緊きん張ちよう感かんが空間を歪ゆがめて耳を震ふるわせているような、圧だ。

「ふぅん……」

　物もの珍めずらしい。しかし興味はない。そんな吐と息いきをこぼしながら、その少女は春日井家のリビングを見回した。

「まぁ、汚きたなくはないわね」

　年の頃は遊と変わらないように見える。

　艶つややかな亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつが、弱冷房の風を受けてそよぐ。どこか挑ちよう発はつ的てきな表情の割りにあまりキツい印象を受けないのは、やや丸みの強い顔立ちのせいだろうか。ノースリーブのブラウスはシンプルではあるが仕立ては上等でセンスの良さを感じさせた。

　そんな彼女に、遊はどうしようもなく目を引き付けられてしまう。

　いわゆる美人の部類には入るだろう。が、髪かみ色いろ以外は特に目立つ外見というわけでもない。あるいは、見る者が見れば服やアクセサリの全すべてが高級品であることに気付くかも知れない。だが、美遙はともかく遊に高こう尚しような服ふく飾しよくの趣しゆ味みなどあるわけがなかった。

　だから、遊が彼女の姿へ猛もう烈れつに注意を引かれるのは、全く別の理由からだ。

　似ている。

　とても見慣れた子供を、そのまま七、八年ほど成長させたような容姿をしている。それとインターフォンに発せられたあの言葉が混じり合って、遊を困こん惑わくの淵ふちに引き落としていた。

　問題の少女は勧すすめられてもいないのに部屋の中で一番居い心ごこ地ちの良さそうなソファへ腰こしを下ろし、体育座りのように膝ひざを抱かかえ込んだ。短めのスカートから伸のびる、日の光を浴び慣れないような白い素す足あしが、何かをねだるようにぱたぱた動く。

「で、わたしのハルハはどこ？」

「わ、わたしのって……」

　弱々しく抗こう議ぎした美遙だったが、ソファの少女に値ね踏ぶみするような視線を向けられて声を詰つまらせてしまう。ずいぶんと慣れてきた遊は忘れがちだが、美遙は同性であっても面識の薄うすい相手には極きよく端たんに弱気になる。『ＣｔＧ』における彼女のアバター、ミーファとは正反対の性質だ。

　ちなみにお目当ての春羽は、遊びに来ていた桜に世話を頼たのんで二階へ上がらせてある。どうにも、聞かせたくない話になりそうだったから。

　遊は美遙の肩かたに手を置いてなだめつつ、甚目左に目を向けた。説明を求める視線だったが、少なからず非難が籠こもってしまったように思う。

　突とつ然ぜん訪ねてきたこの少女。インターフォンからの発言に面めん食くらった遊だが、聞こえていたらしい甚目がやにわに表情を変えて仕事を放り出し、家に迎むかえ入れてしまったのだ。

　甚目たちの研究所の縁えん者じやなら、ハルハが現実にいることを知っているのも不思議ではない。甚目には説明責任があるだろう。

　甚目は笑え顔がおを作ってはいたが露ろ骨こつに引きつっていた。眼鏡めがねがずれているのに直すのも忘れている。状況を理解できてはいるが不測の事で適応できてはいない。そんな顔だった。

「え、えぇと……こちらのお嬢じようさんは日下くさか秋あい理りさんといってね。研究所に出資してくれている化学食品会社の御ご令れい嬢じようなの。それだけじゃなくて、一七歳の若さでラミエルとネフィリム・コンピュータの同調技術の開発に協力してくれた……まさに才女よ」

　お嬢様で天才少女とはずいぶん盛ったな。とは思ったが、妙みように納なつ得とくもできる。この、ハダリーズのそれとも違う浮うき世離ばなれした雰ふん囲い気きとマイペースぶりは、それくらい特とく殊しゆなパーソナリティでもあろう、と。

[image: ]

　続けて少女──秋理に遊たちを紹しよう介かいしようとする甚目だが、本人にあっさり遮さえぎられた。

「知ってるわ。『ＣｔＧ』のゲームデザインをした春日井愛まなの子供の、春日井遊と」

　そこで秋理は、ことさらゆっくりと遊から美遙へ視線を移した。

「ハルハのベビーシッターの釘宮美遙でしょ？」

「っ……」

　美遙が何か言いかけて、喉のどを詰まらせたのが判わかった。あまりの言いぐさに、感情へ見合ったリアクションを用意できなかったらしい。

　だから美遙の代わりに……ではなく、遊が口を開いた。

「……あなたが誰だれなのか知りません。イマジン・エクフラシスや研究所、そして春羽とどういう関係なのかも知りません。

　けど、間ま違ちがってます。釘宮さんは春羽の母親です。訂てい正せいして下さい」

　押し殺したような声で要求されても、強い目で睨にらまれても、秋理は全く退ひかなかった。逆に面おも白しろがるように訊きいてくる。

「できないと言ったら？」

「出てってもらいます。ここは俺の家で、春羽の母親を侮ぶ辱じよくするなら客じゃない」

　先ほど秋理は「知ってる」と言ったが、本当に遊を「知って」いたのなら、ここでおかしいと気付いたはずだ。春羽の心身の危機以外で、遊がこんなに怒おこることはまずない。だから、美遙と甚目どころか、遊自身も驚おどろいていた。

　美遙がどれだけ春羽を想おもっているのか。

　春羽がどれだけ美遙を慕したっているのか。

　それを知っている遊だから。母の生前に自分がどれだけ大切にされていたか気付けなかったことを悔やむ遊だから。美遙と春羽の関係を否定されることに、自分でも意外なほどに強きよう烈れつな反発を覚えていた。

　しかし秋理はそれに気付かなかった。あるいは、それを知るにはあまりに理性的すぎた。そういう少女だった。

「そう？　でも、『事実』の訂正はできないわね。だって、ハルハは現にわたしの『血』を使った子供だし、その人は物心つくまで世話したというだけなんだから。

　あなたたちだって、わたしがこれから話す事実を知れば解わかるはずよ」

　秋理は子供に物を教えるように指を一本立て、目を閉じた。無知な者たちに、自分があのハダリーズを所有するにふさわしい理由を語り聞かせてやるのだ。

「いい？　そもそもハルハは──

　……えっ？　ちょっ、なに!?」

　秋理の講こう釈しやくは途と中ちゆうから悲鳴に変わった。

　いきなり遊に持ち上げられたからだ。

　いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこの形ではあるが、その挙動はあまりに力任せで素っ気なく、天地無用の荷物を扱あつかうのと変わらなかった。

　普ふ段だんの遊からは考えられない乱暴なやり方に、美遙も甚目も呆あつ気けにとられて反応できない。秋理を抱えてのしのしと玄関へ歩いて行く遊をぽかんと見送ってしまう。

　遊は秋理を抱えたまま器用に玄関のロックを解除すると、外に出るなり軒のき先さきの芝しば生ふに秋理を尻しりから下ろした。より具体的には、捨てた。

「っ……！　こッ……!?」

　秋理は羞しゆう恥ちにか屈くつ辱じよくにか顔を真っ赤にして遊を睨み付けていたが、先ほどの美遙が感染うつったように声を出せず、口をぱくつかせていた。

　家の前には秋理を乗せてきたらしい黒い外車が停とまっていた。かたわらに控ひかえていた運転手らしき壮そう年ねんの男性と後部席からこちらを見ている青年が、そろって目を丸くしている。

　その二人には小さく会え釈しやくして、しかし腰を押さえて抗議の意志だけは見せている秋理は無視して、遊は家の中に戻もどった。バタンと閉じた扉とびらに、即そく座ざにオートロックが掛かかる。

『……っ！　……っ……！』

　その頃ころになってようやく外から秋理の罵ば声せいが飛んでくるが、分厚いドア越ごしには意味が通ってこない。

　若じやつ干かんすっきりしてリビングに戻ってきた遊は、いまだに啞あ然ぜんとしている甚目に、疲つかれた声で訊いた。

「なんなんですか、あの人？」







　その頃。

　遊たちから手短に因果を含ふくめられた桜は、春羽に手を引かれて遊の部屋に来ていた。

　春日井家の物置を勝手に探さぐって古いゲーム機を発はつ掘くつしたりした桜だったが、二階へは初めて来る。遊の部屋は案外に小こ奇ぎ麗れいで、ベッドと勉強机、それに本ほん棚だなくらいしか家具もない。

「ふー……あついあつい」

　もそもそとベッドに這はい上がった春羽が、慣れた様子で枕まくら元もとのリモコンを操作してエアコンを付ける。そのままベッドの上を歩いて、真ん中辺りで「んー！」と背せ伸のびをした。そこがダイレクトに風の吹ふいてくる場所らしい。

　桜も羽織っていたジャンパーを脱ぬぐと、春羽に倣ならってベッドの真ん中辺りに腰を下ろした。頭頂に当たる風が心ここ地ち好よい。

（……さっきの客、なんだろーな？）

　桜はどんな相手が来たのか見ていないが、遊や甚目のただならぬ雰囲気や、春羽をこっちへ隠かくしたことからして『ＣｔＧ』絡がらみの用件だろう。果てしなくリアルで、時に現実の境界を侵おかして春羽を生み出したり、桜を「幽ゆう霊れい」にしたりした、謎なぞ多きあのゲーム。

　またぞろ《水すい晶しよう世界》騒そう動どうの時みたいな厄やつ介かい事ごとが持ち上がったんだろうか。などと考えながら、しばし目を閉じて──ふいに背中へかかった重みに振ふり向く。春羽の笑顔が目の前にあった。この子供は、とかく抱きついてきたがる癖くせがある。

「サクラちゃんサクラちゃん、なにしてあそぶ？」

　そういえば、格かく闘とうゲームは飽あきたから別の部屋で遊ぼうぜ、という口実で連れ出したのだった。

「おスモウする？　ハルハ、パヤキノさんにウワテダシナゲをおしえてもらったよ」

「女は相撲すもうしねーの」

　背中にしがみついた春羽に揺ゆすられながら、桜は適当に流した。本音は、暑いから相手をしたくないだけだったが。春羽は不思議そうに首を傾かしげた。

「それはホウリツ？」

「いや法律じゃ……ん？　法律か？　解わかンねーけど」

「ホウリツがじゃま……？」

「なんか恐こわいことを口走るな……」

　言いながら、重心の移動だけで春羽の体をこてんと倒たおす。一いつ時ときは女子柔じゆう道どう界で神童とまで謳うたわれた桜にかかれば、不器用な幼女を転がすくらい文字通り造作もない。そのまま、倒れた春羽の腹を枕まくらにするように頭で押さえ込む。

「うわーやられたー!?」

　春羽は本当に楽しそうにやられる。しばらく、じたばたとひっくり返った亀かめのように手足を動かしていたが、桜の頭は巧たくみに重心を移動させて春羽の脱だつ出しゆつを許さない。じゃれている内に興味が移ったのか、春羽は桜の髪をわしゃわしゃといじり始めた。

　一ひと房ふさだけ染まった前まえ髪がみを指に絡からめて遊びながら、ぽつりと報告してくる。

「ハルハねー、いつもここでねてるんだよ」

「ん？　美遙ねーさんとじゃなくて、センパイと寝ねてんのか」

　なんとなく母親と寝ているイメージがあったので意外だったが、考えてみれば、春羽くらいの精神年ねん齢れいなら男親と寝ていてもおかしくはない。桜だって、小学校に上がる前は両親のベッドに潜もぐり込んで寝ていた覚えがある。

　しかし、この家の場合は普ふ通つうの家庭とは事情が違ちがう。遊と美遙は春羽の父親と母親だが、夫ふう婦ふかと言えばそうではないし、恋こい人びとですらない（らしい）。

　だから、

「おとーさんとおかーさんも、いっしょにねてるよ」

「ぅぇ？」

　続く春羽の発言に動どう揺ようしてしまう。

　……遊と美遙が？　いっしょに？　このベッドで？

　反射的に、シーツに残った他人の匂においを意識する。思わず圧あつ倒とうされてしまう美遙のメリハリある体付きが、意外と力強い遊の手の感かん触しよくが思い浮かぶ。

　桜のイメージする「男女関係」は、道場の先せん輩ぱいの女子大生に読まされたレディースコミックの描びよう写しやに拠よるため、少なからず偏かたよっている。だから、想像の中のベッドの上に女性と男性を配置すると、そこから先は割りと大変なことになった。

　そして、その想像の舞ぶ台たいであるベッドに自分が寝っ転がっているのかと思うと、その背徳感（？）に顔が熱くなる。

　冷静に考えれば、春羽を間に入れているのだし、遊と美遙の性格からして間違いの起こりようもないのだが、身近な男女が同どう床しようしているという事実にうろたえた桜の頭は、猛もう烈れつな勢いで不適切なイメージをたくましくしていた。

　桜は体を起こすと、きょとんとしている春羽も抱かかえ起こした。なんとなく正座で向かい合い、咳せき払ばらいしてから尋たずねる。

「く……詳くわしく聞かせなさい」

　全く意識していなかったが、自分の母親によく似た口調になっていたという。







『あー、もう…………っ！　分かったから……とりあえず釘宮美遙はハルハの母親だって認めてあげるから、家の中に入れなさい！』

　何回かのインターフォンでのやりとりの後、秋理がようやく譲じよう歩ほしたのは、追い出されてから実に一〇分後のことだった。

　改めて春日井家に足を踏ふみ入れた秋理は憤ふん然ぜんとして遊を睨み付けたが、やはり無視された。甚目になだめられながら、再びソファに陣じん取どって腕うで組ぐみする。

　真夏日の屋外で粘ねばっていた秋理は汗あせだくで表情も険しく、初見の優ゆう雅がさや余よ裕ゆうはすっかり鳴りを潜ひそめていた。甚目から受け取ったタオルで腋わきの汗を拭ぬぐいながら拗すねたように遊を睨にらみ付ける仕草に、美遙は先ほどまでの反感を忘れかけた。

　それくらい心に落ち着きを持てたのは、遊が怒ってくれたからだろう。

　普段は、臆おく病びようとまでは言わないまでも慎しん重ちような遊が、春羽に関係する話だからとはいえ、初対面の女子をいきなり投げ捨てた。美遙のためだけではないとは思うけれど、遊と美遙と春羽の関係を大切にしてくれているのは具体的に伝わってきた。

　そうだ。この家は、かつての美遙の両親のように分解したりしない……

　だが、この春羽そっくりの少女が語ったその正体は、取り戻したばかりの美遙の余裕からあっさり潮を引かせるものだった。




　──冷れい房ぼうが効いていて皮ひ膚ふは冷たいのに、じわりと汗がにじむ。遊は額を拭ってから口を開いた。

「つまり日下さんは……ハルハの身体からだのデータの提供者だと」

　カーペットの上に正座している遊の対面、ソファの上で片かた膝ひざを抱えた秋理が、すっかり汗と動揺の乾かわいた声で答えてくる。

「そうよ。卵らん細さい胞ぼうに当たる情報のベースには、わたしの物が使われている」

　秋理がそれを宣言するのは二度目になる。一度目は難解な用語が幾いく重えにも張り巡めぐらされた迂う遠えんな説明で、ちょくちょく甚目の解説が入ったせいかどうにも実感がなかった。

　だが、改めて遊が確かく認にんしたことで、場の空気がまた一段重くなる。

　極ごく単純な事実がそこにある。日下秋理の顔に、ある。

　似ている。

　春羽をそのまま七、八年ほど成長させたような顔をしている。目立って違うのは眉まゆ毛げの形くらいで、他ほかはまるで生き写しだ。

　そうしてその理由が今、彼女によって語られた。いともあっけなく。

　甚目によれば、ハルハたちハダリーズの胚はいを成すデータには『ＣｔＧ』ユーザーの生体データから特に適切な遺伝子を選出し、改変がなされた物が用いられているという。改変の内容は固有の特とく殊しゆ能力マン・モッドの付加の他、代謝、筋力、免めん疫えき系の強化、身体的特とく徴ちようの調整などらしい。

「ハルハちゃんの場合、父方の生せい殖しよくデータには遊くんの物があまり加工されない形で使われているの」

　どこか気まずそうに眼鏡めがねをいじりながら説明する甚目に、遊は単純な疑問を抱いだいた。

「なんで俺の？　もっと優ゆう秀しゆうな人は山ほどいるでしょ」

　春日井遊は、客観的に見て、知力体力ともに平均よりは上、程度の少年でしかない。通ってる学校内だけを思い浮うかべても、もっと優秀な生徒は少なくない。

「それはまぁ……ほら、遊くんのお母さんは天才と言って差し支つかえないクリエイターだったし、血筋をたどれば意外な偉い人じんもいたりするのよ？　遺伝子の可能性っていうのは、本人には発現してなくても潜せん在ざいしてて、子孫の代で発現することもざらだし。

　それに、なんと言ってもハルハちゃんを預ける本人だもの。データを採用する優先順位は必然的に高くなるでしょ」

　甚目の答えはいかにももっともらしいが、お茶を濁にごしたようにも聞こえるものだった。

　半ば話に付いていけていなかった美遙が、ぽつりと呟つぶやく。

「わたしはそんなに優秀じゃなかったってことですよね……」

「いえ、そう単純な話じゃないの。ハダリーズのベースとしての適性だから、個人としての能力を測るものじゃないわ」

　甚目はあながち社交辞令でもない様子でフォローしたが、美遙の顔は晴れない。そう、なんにせよ──

「つまり春羽は、春日井くんと日下さんの……体のデータから生まれたんですね」

　美遙はそういう言葉でしか言えなかった。言えなかったが。

　ハダリーズとしての調整と改造が施ほどこされているとはいえ、それは二人の子供のようなものではないか。

　美遙の言葉に、秋理は何か寛かん大だいさを示すようにうなずいた。

「まぁ、簡単に言うとそういうことね。勝手にわたしのデータを使われたのは不ふ愉ゆ快かいだけど、それは水に流してもいい。

　わたしもラミエルを改造して、ネフィリム・コンピュータにハッキングをかけさせてもらったわけだから、おあいこってことにしてあげる」

「それで春羽ちゃんの受肉が成功したことと、この家のことを知ったのね……いくらラミエルの開発に関かかわったからって、ネフィリムにクラッキングを成功させるとは……」

　嘆なげくようにも感じ入ったようにも聞こえる声を出す甚目。この様子からすると、秋理に春羽のことを嗅かぎつけられるのは完全に想定外のことだったようだ。

　ネフィリム・コンピュータというのは確か、『ＣｔＧ』を動かしている奇き妙みようなコンピュータのことだ。と、美遙は思い出した。

　専用端たん末まつラミエルによって、接続されたユーザーの脳や細さい胞ぼうに記き憶おくされた「世界」の姿を読み込み、平均化して、果てしなくリアルな仮想世界を構築する装置。その性質上、接続されるユーザーが多ければ多いほど仮想世界は精密な物になる。一人の夢は歪ゆがみに満ちていても、一〇万人の夢を掛かけ合わせて互たがいに矯きよう正せいさせれば不自然や矛む盾じゆんはなくなる、という理り屈くつらしい。

　量子コンピュータの発展が難航しているこの時代、人間をリソースにすることによって、ハルハのように高度な人工人格の生成をすら実現させた異形のテクノロジーだ。

　人体の機能をハッキングして演算機に仕立て上げるというあからさまに倫りん理りに反した仕様のためか、一いつ般ぱんには存在が秘され、『ＣネツトｔＧゲーム』という餌えさで資源ユーザーを確保している。ゲームのためのコンピュータではなく、コンピュータのためのゲームなのだ。

　その倒とう錯さくしたガジェットが運用されている目的は、人造新人類ハダリーズの人格を生み出し、現実世界の人体に定着できるよう育成することにあるという。

　そして、ハダリーズ研究の現在の精せい華かであり先せん端たんが、初めて受肉に成功した春ハル羽ハ──『ＣｔＧ』の中から外へ、遊クランプと美遙ミーフアが育て上げた子供だった。

　その春羽を引き取るのが、日下秋理の目的だというのだ。

「これで解わかったでしょ？　わたしにはハルハを手元に置く権利があるし、正しい理解の下もとで生育する能力がある。

　だから引き取ってあげるって言ってるの。わたしの姿をした新しい始祖アダムを育てるっていうのも面おも白しろい」

「日下さん、それは……」

　春羽が遊と美遙の手に預けられたのは、精神的に不安定な彼女のストレスを最低限に保つためだ。初の、そして唯ゆい一いつの受肉ハダリーズである春羽には一いつ切さいの臨りん床しよう例れいがなく、安定した生育のためには少しでも落ち着ける環かん境きようが望ましい。

　そんな風に説く甚目だったが、秋理は一いつ笑しように付した。

「ハルハだってわたしを見れば、誰だれが本当の母親であるかすぐに解るでしょ」

「に、似ているだけじゃないですか」

　ようやく口を挟はさんだ美遙。だが、その言葉は正論と言えば正論にもかかわらず、誰よりも美遙の口の中で苦く虚むなしかった。案の定、秋理はしれっと笑って肩かたをすくめた。

「それが重要なんでしょ。『形式は常に機能に従う』と言った人がいるけれど、逆に言えば形式こそ機能なのよ。

　神は我が身に似せて人間を作った。親の遺伝子を複製した存在が子供。つまり、ハルハに似た姿形をしているわたしにこそ、ハルハの母親たる機能がある。とてもシンプルな話だと思わない？」

「屁へ理り屈くつですよそれは」

　秋理の長ちよう広こう舌ぜつを、遊はにべもなくはたき落とした。秋理の目が攻こう撃げき的てきに細められた。

「何が屁理屈だって言うの？　形を継つぐことが生き物の絆きずなというものでしょう」

「世の中、血けつ縁えんがなくても上手うまくやってる義親子おやこもいるでしょ。そもそも日下さんだって、普ふ通つうの意味で春羽と血が繫つながってるわけじゃないんだし」

「それこそ屁理屈でしょう！　そうでなければ偽ぎ善ぜんよ。結局は、姿形を受け継げることが子供の無二の特権なんだから」

　遊も秋理もあくまで退ひかない。それどころかますますヒートアップしていく。

　そんな中、言い合いに入れなくなった美遙は、入れないからこそ少しは冷静になって違い和わ感かんを覚えていた。

（日下さん……なんだか姿形が同じことにこだわりすぎてる？）

　実際にサイズ以外は瓜うり二ふたつなわけだから、そこを押していくのはおかしいことではない。だが、甚目の言うような才女なら、もっと理り詰づめだったり、あるいは美遙や遊では太刀たち打うちできない政治的な力で春羽を連れて行こうとするのではないだろうか。

　秋理の会社とやらが実はそれほど強い立場ではないのか──その割りには甚目の腰こしが低すぎるが──、本気で連れて行く気がないのか、それとも……他に理由があって容姿の繫がりに固こ執しゆうしているのか。

　ただの気のせいかも知れない。単に秋理が技術はあっても視野の狭せまいタイプだからというだけかも知れない。だが美遙は、秋理の必死にも見える態度に見覚えがあるような気がしていた。

　だから考えた。『ＣｔＧ』で戦術を考えるのはもっぱら遊クランプの役目だが、遊が熱くなって秋理に対している今、美遙が春羽と遊を守らなくては……

（そうだ。小槌さんじゃなくたって春日井くんを助けられるって教えなくちゃ……！）

　真しん摯しな想おもいに、そんな雑念が入る。それを罰ばつするように、

「おかーさんおかーさん、のどかわいた。コーラのんでいい？」

「コーラはさっき飲んだから麦茶にし……って、え？　春羽!?」

　いつの間にか春羽が現れ、美遙の服をつまんでいた。秋理との話し合いに夢中になって、小さな闖ちん入にゆう者しやに全く気付かなかった。

「か、神奈さんはどうしたの？」

「サクラちゃんねー、なんか、『イタいのとイタそうなのはおなじなんだぞ』っておこってた」

　何をやってるんだあの子は。とは思ったが、桜は元々無関係で善意の第三者だ。責めるわけにもいかない。

「へぇ──」

　そして、もう手て遅おくれだった。

「あなたがハルハね」

「？　いかにもハルハですよ？」

　合わせ鏡、と言うには身長差がありすぎるが。

　悠ゆう然ぜんと立ち上がって勝利の笑えみを浮かべる日下秋理と、きょとんと目をしばたたかせた春日井春羽。よく似た顔を突つき合わせていた。

　改めて向かい合ってみると尋じん常じようでない相そう似じっぷりだった。どんなに血の濃こい親子でもここまでは似ないだろうというくらい似ている。まるで、魂たましいを映し合っているかのように。

　先ほどまでの思考が頭の中から吹ふき飛んで、美遙は血の気が引くのを感じていた。秋理のこだわりは不自然なものではなくて、本当に姿形の似通いが親子というものを支配するのではないか──そんな風に不安になる。

　そして、秋理は確信を持って春羽に語りかけた。

「解るわねハルハ。わたしが本当の母親よ」

「えっ……？」

　春羽は目を見開いて、よろよろと秋理に近付いていく。

　そして、美遙と遊が固かた唾ずを吞のんで見守る中、何か感動の面おも持もちで告げる。

「ほんとうのカカオやさんですか？　ハルハ、いつもチョコまんじゅうたべてるよ」

　近所のスーパーで常時特売しているチョコまんじゅうは、春日井家の定番おやつである。

　秋理は地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「は・は・お・や！　なんでこんな自分そっくりのカカオ屋が会いに来たと思ったの!?」

「ハルハがチョコまんじゅうとかチョコnoエッグをたくさんたべてるから、オトクイサマのごほうびをくれるのかとおもって……」

「母親よ！　お母さんっ、ママっ、マザー！」

「ああ、なんだ……おかあさんか……」

「……カカオ屋でなかったことへの落らく胆たんが露ろ骨こつすぎてあれだけど、解ってくれたみたいね」

「ホントーさんのおかあさん？」

「あなたのよッッッ！」

　いい加減、息を切らして突っ伏ぷす秋理であった。

　しかし、その甲斐かいあってようやく春羽に本意が伝わったようだった。なぜなら、不思議そうに首を傾かしげたからだ。

「？　ハルハのおかあさんはおかーさんだよ？」

　このひとだよ、とばかり、春羽は美遙に駆かけ寄ってぼふんと胸に頭を埋うめた。美遙はほとんど手て癖くせで春羽を抱だき締しめ、髪かみを撫なで付ける。んふふ……と、胸に籠こもる稚ちいさな吐と息いきがくすぐったくて、つい微笑ほほえんでしまう。

　秋理は、春羽の頭をすっぽり抱き込んでしまう美遙の胸に小さからず怯ひるんだようだったが、改めて自説を押し込んできた。

「そ、その人はハルハを育てただけで、母親ではないの。見れば判るでしょ」

　春羽が美遙の胸から顔を剝はがして、秋理に向き直る。秋理は両手を広げた。

「わたしが、わたしの体の情報が、あなたを生み出したのよ」

「ちがうよ」

　速かった。その言葉は、何かを否定するという、通常大きなエネルギーを要する行こう為いには不似合いに速かった。

「ハルハはあなたじゃないよ。ハルハはぜんぶ、おとーさんとおかーさんだよ」

　それでいて、春羽の表情も仕草もさっきまでと変わらない。無む邪じや気きで、無む頓とん着ちやくで、美遙の温ぬくもりに溶とかされたようににこにこ微笑んでいる。

「っ…………！」

　否定されることを予想していなかったわけでもないだろうが──現に遊にはあれだけ強きよう硬こうに反論していた──、あまりにも速く、あまりにもばっさりいかれたせいか秋理は絶句して立ち尽つくした。

　一方で、美遙と遊も春羽の反応は予想外だった。もちろん、最終的に秋理に付いていくことはないと信じていたが、ここまであっさりしているとは思わなかった。自分とよく似た顔をした相手に、もっと興味を持つと思っていた。

　それぞれ別の理由で少年少女が黙だまり込み、春羽が不思議そうにみんなを見回す中、甚目がぽんっと秋理の肩へ手を置いた。

「ま……そういうことなので……」




　それでも秋理はごねたが、最後はまた遊に運び出された。今度は完全に荷物扱あつかいで、肩に担かつがれて。

「つ、つくづく失礼な男ね！　わたしは諦あきらめないからね！」

　できるだけ優やさしく下ろしたつもりだったが、屈くつ辱じよくからか秋理は涙なみだ目めになって遊を罵ののしった。例の外車の中の青年が苦笑していた。その態度や、隣となりに乗ってくる秋理に声をかける様子からして秋理の兄か何かだろう。まるで外国映画の貴族のように車内でもステッキを突いているのが印象に残った。

　騒さわがしい訪問者の乗った車が住宅街の彼方かなたに消えるのを見送りながら、美遙はかたわらの遊に訊きいてみた。

「珍めずらしいですね。女の人に、あんな乱暴なことするなんて」

「あー……」

　遊は曖あい昧まいに視線をさまよわせた。

「春羽に似てるから、おんなじように扱っちゃったのかもな」

「おとーさんおとーさん、コーラのみたい」

「麦茶な」

　よっ……と春羽を抱かかえ上げて、遊はひとまず安あん穏のんを取り戻もどした我が家に戻っていく。

　そんな奇き妙みような父おや子この姿に、美遙は安心と不安、二つで一つの吐息を胸へ落とした。




　そして、宣言通り。

　その日から、「娘むすめの身体上の母」日下秋理のアプローチが始まった。




　　　　◆




　ある時は春羽の好きな食しよく玩がん入りの卵形チョコレート、チョコnoエッグに入っているフィギュア一式をそろえてやって来た。オークションで落としたらしい。

「どうハルハっ！　あなたが好きだって言うチョコnoエッグのフィギュアを最新弾だんまでコンプリートしてあげたわよ。これが欲しければわたしの家に来なさい！」

「いらない……」

「え……？　な、なんで？　好きなんでしょ？」

「ハルハ、じぶんでたからばこあけたいし」

　チョコnoエッグは、チョコを割ってみるまで中に何が入っているか判わからないお菓か子しだ。その「わくわく感」がキモなのである。

　結局秋理は、ゲームの中でタンスを開けたり壺つぼを割ったりしてアイテムを入手する行為がいかに楽しいかを、要領を得ない説明で延々聞かされることとなった。

　ゲーム生まれの春羽だけに、おやつであってもエンターテイメントに妥だ協きようはないのだ。




　ある時は春羽の趣しゆ味み嗜し好こうを綿密に調べ上げ、リビングで膝ひざを突き合わせた春羽へ自信満々に語りかけた。

「さぁハルハっ！。あなたの好きなアニメ『黄泉よみ帰がえる！　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん５ピヤーチ』の話をしましょう。なんでも来いよ！」

『黄泉帰る！　怪僧少女ラスプーちゃん５』は、春羽が現実世界に出てきて以来、毎週欠かさず視し聴ちようしている、いわゆる魔ま法ほう少女物のテレビアニメだ。毎回、ゲストの美少年イケメンキャラをめぐって恋敵ライバル少女たちと死し闘とうを繰くり返す、お菓子のように甘いメルヘン恋れん愛あい地じ獄ごく変へんとなっている。

　可愛かわいらしいヒロインたちと、一話完結で使い捨てられていく美少年キャラ、そして毎週北ほつ海かい道どうペテルブルク市を焼け野原に変える恋れん愛あいバトルが全国の女児たちのハートを摑つかんで放さない。モダンガールのアイコン的存在である（ちなみにタイトルの「５」は五作目を意味する物ではなく、作中の「五人の国宝級イケメンに五ご股またをかけられたら一人前の怪僧少女と認められる」という設定から来ている）。

　秋理は一いち夜や漬づけで徹てつ底てい研究してきたらしく、目に隈くまを作っていた。

「一見アナーキーでインモラルなストーリーに込められた裏のテーマ、メッセージ。キャラクターのモチーフとなった歴史上、伝承上の人物の各種情報からパロディの元ネタ。

　シリーズの歴史。スタッフ構成と同じプロダクション制作作品との関連。

　玩がん具ぐと各グッズの売り上げ、劇場版の興行収入、マーケティング戦略の特とく徴ちよう、二次的な経済効果まで──あらゆる情報を網もう羅らしたから！」

「……？　なにそれ？」

　春羽はそのどれにも興味がなかった。全くなかった。

　しょんぼりしながら帰っていく秋理の背中を見ていると、美遙は少しかわいそうになってきた。甚目の話では相当な技術者ということだったが、根っこの部分でずれたところがある。ここまでくると気持ちいいくらいの空回りで、なんだか憎にくめない。

　しかしその同情心も、彼女が春羽に似ているからという、ただそれだけの理由でもよおされるのかも知れない。そう思うと、同情は不安に変わった。




　そんな秋理だが。

　ある時は搦からめ手に回り、美遙に写真を見せに来た。と言っても、『ＣｔＧ』内で保存した動画をプリントした物だ。

　遊のアバターであるクランプと、軽装で刀身の湾わん曲きよくした小しよう剣けんを帯びた少女が、二人でドラゴンズ・グレイヴの町を歩いている姿だった。特にいちゃついているというわけでもないが、寄り添そって地図画面をのぞき込む姿がいかにも自然で親密に見える。

「よく見なさい釘宮美遙っ。春日井遊のアバターが、レンとかいう女と親しげに話しているでしょう。あなたは裏切られているのよ！」

「………………」

「ハルハをわたしに引き渡わたせば、こんな浮うわ気きで厚こう顔がん無む恥ちな男のクズ──とどのつまり春日井遊──と縁えんが切れるのよ！」

「…………知ってます」

「え？」

「知ってますから、この人。春日井くんの幼おさな馴な染じみの人です。タイムスタンプからすると、わたしが春羽を連れて服を買いに行った日ですから、『ＣｔＧ』内で細かいクエストを進めたんでしょう」

「い、いいの？　こんなことされて──」

　戸と惑まどう秋理だったが、美遙はあくまで平静だった。

「わたしは春羽の母親で、春日井くんは春羽の父親ですけど、わたしと春日井くんは別になんでもありませんから」

　あまりにも揺ゆるぎなく、鉄のように真っ黒い平静だったが。

　作戦が不発に終わり、秋理は肩かたを落として帰って行った。しかしこの日、春日井家の夕食が遊の苦手な激げき辛からコロッケになったという点で、復ふく讐しゆうの一いつ端たんを果たしたとは言えるかも知れない。




　ある時は、遊や美遙に対する自分の優位性を並べて春羽を誘さそった。

「いーいハルハ。わたしの家に来れば図書室にＩＴルーム、シアタールームにトレーニングルーム、そして大浴場を利用できるのよ。今はないけどカラオケルームもドリンクバーも、なんだって用意できる」

「ぱやぽーとも、なんでもあるよ」

　ぱやぽーと、とは、春日井家が時々買い物に行くショッピングモールのことだ。各種店てん舗ぽに加えて、フィットネスクラブや映画館を内包する上にスーパー銭湯まで併へい設せつされている。

「い、家の中にあるのがいいんでしょ。いつでも好きな時に使えるし」

「ハルハ、おとーさんとおかーさんとでかけるのスキだし」

「車を出してるのわたしだけど……」

　ちょっと寂さびしそうに口を挟はさんだ甚目は秋理にも春羽にもスルーされた。

　秋理は両手を広げて熱弁した。

「……なんにせよ、ここで育ってもハルハの能力を引き出すことはできない。わたしならあなたの才能を伸のばして、さらなる高みへと成長させられるのよ。知識も環かん境きようも、好きなことをする資金も用意してあげられる。

　こんな取り柄えのない人たちと住むより、ずっと有意義というものだわ」

　こんな、のところで、憮ぶ然ぜんとして話を聞いていた遊と美遙を手で示す。

　遊も美遙もむッとしたし悔くやしかったが、反発の言葉を出すところまではいかない。二人とも、「春羽の親」であること以外には尋じん常じようの域を出ない少年少女だという自覚があるからだ。だから、春羽にはもっと高等な環境がふさわしいと言われると咄とつ嗟さに負い目を感じてしまう。

　しかし、そんな両親とは反対に春羽はあっさりとしたものだった。

「おとーさんはゲームつよいよ？」

　遊の背中に抱だきつきながら言う春羽を、秋理は鼻で嗤わらって穏おだやかに諭さとした。

「いい？　覚えておきなさいハルハ。

　──人間は、ゲームの世界で有能になっていくのに正比例して現実で無能になっていくものなのよ」

「あはははっ。そりゃそうだ」

「仮にもゲーム会社に出向してる人がそこで笑わないでもらえますか甚目さん!?」

　無責任に爆ばく笑しようする眼鏡めがねのお姉さんに全力のツッコミを入れ、遊は隣で顔を青ざめさせている配はい偶ぐう者しやに向き直った。

「あと『痛いところを突つかれた』的な表情かおして顎あごの下の汗あせを拭ぬぐうのやめてくれ釘宮さん！　なんか切なくなるから！」

　美遙はハッとして、勝ち誇ほこる秋理に必死の弁論を展開した。

「そ、そうです！　確かに春日井くんはイベントの攻こう略りやくに熱中すると御ご飯はんの当番を露ろ骨こつに手て抜ぬきしたり──三日連続カレーって信じられます？──、授業中に攻略法を思い付いてにやにや笑い出して隣となりに座ってて若じやつ干かん気持ち悪かったりしますけど、それでも春羽には優やさしい良いお父さんです！」

　必死と言うより必殺の弁護に、遊は四つん這ばいになってうなだれてしばらく動かなかった。

　さすがにそれ以上の追い打ちは良心が咎とがめたらしい秋理は、批判の矛ほこ先さきを美遙へ転じた。

「じゃあ、その女はどう？　新世種たるハルハの母親の資格があるっていうの？」

　遊がうずくまって抱きつけなくなった春羽は、律りち儀ぎに正座していた美遙の膝に座りながら唇くちびるに指を当てた。

「えとね。おかーさんはね、やさしくて、かわいくて、うたがうまくてねー……」

「ふン、平へい凡ぼんなものね」

「あと、おっぱいがヒダリちゃんやサクラちゃんよりおおきくて※だっここち（※春羽の造語。「抱だっ心ここ地ち」すなわち抱き心ごこ地ちの意か）がとてもいいよ」

　秋理は自分と美遙の体を見比べた。一いち目もく瞭りよう然ぜんの世界がそこに在った。

　しばしの沈ちん黙もくがあって。

「…………ちッ」

　秋理は舌打ちして帰った。

　後には落ち込んだ遊と甚目と、顔を赤くして硬こう直ちよくしている美遙に寄りかかって昼ひる寝ねを始める春羽だけが残された。




　そして。

　ある時は、日課である夕方のジョギングをする遊に付いてきたりした。夏休みの間、遊が一人になる唯ゆい一いつの時間だからだろう。

「ど、どう？　……ぜぇっ……と、取引を……はぁっ……しない？」

　ジョギングは遊が美遙たちと暮らすようになってから始めた習慣で、住宅街をぐるりと何周かするのだが、最近慣れてきてペースを上げている。ゲーム三ざん昧まいでなまり気味ではあるが、遊は元々運動が苦手な方ではないし、特に持久走は得意種目だった。

　普ふ段だん運動不足の少女が付いてこようとすれば、あっと言う間にスタミナ切れを起こして座り込むような速さではあった。

　遊の着込んだスウェットは、それまで使っていた中学のジャージがみっともないという理由で美遙が買ってきたばかりの新品だ。

　そのスウェットの背中に、秋理が負ぶわれている。

　彼女も上は小こ洒じや落れたジャージで下はスパッツと、格好だけは運動する気満々なのに、現実がそれを裏切っていた。

　走りながら何やら交こう渉しようをしたがっていたが、志半ばで道の真ん中にぶっ倒たおれてしまったのだ。遊が立ち止まったのは倒れ方が変だったからで、案の定足首を捻ひねっていた。

「捻ねん挫ざってわけじゃなさそうだけど……」

「平気だって言ってるでしょ」

「でも痛むんでしょう？」

「いたッ……！　何するのこのサディスト……」

　靴くつを脱ぬがせて様子を見た遊に秋理は強がったが、軽く足を伸ばさせてみるとあっさり涙なみだ目めになった。疲ひ労ろうもあってしばらくは動けそうにない。

　秋理が乗ってきた車は春日井家の前に待たせていて、呼ぶための端たん末まつは充じゆう電でん切ぎれだった。

　さすがに放ほうっておくこともできず遊が拾い上げ、今に至るというわけだ。

　家屋のまばらな住宅街、黄昏たそがれ時のこの時間には人ひと影かげもなく、たまに仕事帰りの車とすれ違ちがう他ほかはしんと静まり返っている。夏の夕日が紫むらさき色いろに暮れなずみ、秋理を背負った遊の影かげを棍こん棒ぼうの形に膨ふくらませていた。

「…………屈くつ辱じよくだわ」

「屈辱ってことはないでしょ。俺だって小さい頃ころは母さ……母に負ぶわれてたし」

「あなたは父とう様さまじゃない。お父さんっていうのは、もっとこう……とにかく違う」

（父様ときたぞ……）

　背中に落ちる拗すねたような声こわ音ねに身じろぎする。どうにも秋理のキャラクターが把は握あくできない。大人も一目置くような技術者だと聞いたし実際専門知識や行動力は遊たちとは比べものにならないが、子供っぽいところはとことん子供っぽい。

　ずり落ちかけた秋理を密着しすぎないように背負い直しながら、遊は出し慣れない硬かたい声を肩かた越ごしに向けた。

「なんにせよ、春羽を渡す気はありませんから」

　秋理が現れた日から毎日、春羽の寝ね顔がおを見ながら考えてるが、やはりまだまだ手放すという選せん択たく肢しはありえない。もっと大きな家で、遊たちのような半人前でない大人たちに世話されながら暮らした方がいいのではなかろうか──とも考えたものの、今の春羽が不幸せなようにはどうしても思えなかった。

「春羽は見た目は小学生だけど、生まれてからの時間は赤ん坊ぼうと変わりません。今は釘宮さんが必要なんです」

　何より遊自身の経験から、春羽が自立するまでは、できるだけ母親みはるといっしょに居るのが正しいと感じていた。

　しかし、背後の秋理は小さく首を振ふったようだった。

「だからよ。生まれたばかりの今なら、まだ……」

「まだ……？」

「……なんでもない。あなたには関係ないことよ」

「関係ないことないだろ!?　春羽の話だぞ！」

　さすがに声を荒あらげて振り向く遊。間近で大声を出された秋理はびくっと肩をすくませた。

　初対面で為なす術すべもなく抱かかえ上げられたせいか、遊の方から接近されると脅おびえてしまう条件反射ができつつあるのかも知れない。なんだか悪いことをした気になって、遊は胸がちくりと痛んだ。

　しかし秋理は、怯ひるんだことを恥はじるように、殊こと更さらに強い声で言い返してきた。

「何を偉えらそうに……自分は不倫しているくせに」

「はあっ!?　ふ、ふり……ふりん!?　俺が？」

　あまりと言えばあまりの暴言。素すっ頓とん狂きような声とともに歩みが止まる。

「しらばっくれても無む駄だっ！　調べは付いてるの。

　──小槌冬風。『ＣｔＧ』ではレンってアバターを使ってる女のことよ」

「っ……」

　遊は思わず言葉に詰つまる。秋理は勝ち誇って背を反らした。負ぶわれながらだったので落ちかけて、あわてて背中にしがみつく。

　照れ隠かくしのように糾きゆう弾だんの言葉がほとばしった。

「春日井遊。あなたは妻子がありながら『ＣｔＧ』でレンと頻ひん繁ぱんに接せつ触しよくし、現実世界でも小槌冬風が古本屋街へ買い出しに行くのに付き合って、荷物持ちをしたりしたわね！」

「あっ、あれは、イクィとやり合った時のお礼と言うかなんと言うか……」

　秋理の体がぞくりと震ふるえる。ようやく遊をやり込められる機会を得て昂たかぶっているのか、遊の胴どうに回された脚あしへぎゅっと力が籠こもる。

「見苦しい言い訳は結構よ！　とにかく、そんなふしだらな男にハルハの父親面づらをする資格はないんじゃないの？」

「待ってくれ！　冬風とは付き合ってるわけじゃないし、第一、俺が《結けつ婚こん》したのは『ＣｔＧゲーム』の中なんだから、不倫だなんだって話にはならないでしょ！」

「でもハルハは現実世界に出てきて、あなたたち三人は一つの家に住んでいる。家族がゲームから現実にシフトした以上、必然的に婚こん姻いん関係だって引き継つがれるのが当然でしょう！

　それなのにあなたは、幼おさな馴な染じみと関係を持ち続けている。とんだ不ふ貞てい行こう為いだとは思わないの!?　汝なんじ、姦かん淫いんするなかれ！」

「そ、それは……だって……」

　おかしい。秋理の主張は絶対におかしい。それなのに、遊は反論の言葉を吐はき出せずにいた。

　冬風は仲の良い、お互たがいの家庭環かん境きようのせいもあって少しばかり特別な幼馴染みだ。それだけのはずだけれど、イクィを倒した後、彼女の部屋であった出来事は、薄うす着ぎ一枚隔へだてて触ふれた彼女の体の微び熱ねつは、たぶん死ぬまで遊の心と体の芯しんに残り続けるだろう。

　美遙はゲームの中で《結婚》イベントを起こしたアバターのプレイヤーで、現実世界で結婚したわけではないし、そもそも会ったばかりで恋こい人びとでもなんでもない。けれど、ゲームの世界を始点にしている春羽にとっては間ま違ちがいなく無二の「母親」だ。いささか気難しくて取っ付きにくいところはあるものの、いっしょに暮らせば暮らすほど、春羽への優しさや一いつ生しよう懸けん命めいさが魅み力りよく的てきに見えてくる。

　そもそもこのジョギングだって、寝ねる前に体力を使い果たしておくことで、美遙と同どう床しようしても熟じゆく睡すいできるようにするためのものだ。試行錯さく誤ごの結果、生理的な煩ぼん悩のうを殺すには疲つかれ果てるしかないという結論に至ったから。

（ひょ、ひょっとして俺は、とんでもなくふしだらな男なんだろうか……？　いや、でも釘宮さんは冬風とのことを応おう援えんするとかなんとか言ってたし……）

「なんだかこんがらがってきた…………」

「ちょ、ちょっと、図星を指されたからって止まらないでよ」

　乗っている遊がしゃがみ込んだためカエルの親子みたいな状態になり、秋理はうつむいている遊をのぞき込むように顔を近付けた。

　──と、その時。

　二人の上に影が差した。反射的に、二人そろって顔を上げる。

　遊と秋理が不ふ倫りんの定義に関して言い合っている内に、前の籠かごにエコ袋ぶくろを載のせた自ママ転車チヤリがすぐ前まで来ていた。

　そしてそれに乗った小こ柄がらな人影が、薄はく暮ぼの逆光の中にも冷たく光る目で遊を見下ろして、ぽつりと呟つぶやく。

「……また女が増えたわね」

　どこか日本人形を思わせる黒の短たん髪ぱつが夕風にそよぐ。「鬼き気き」という曖あい昧まいな言葉の実体を見た気がする。

　通りがかりの小槌冬風のその顔を、遊は絶望的に見上げた。
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「ふ、冬風？　違ちがうんだこの人は、えーと……」

　ただでさえ混乱していた遊の言葉は形にならず、冬風の乗った自転車は、からからと車しや軸じくの震える物悲しい音を残しながら行き去った──

　しばし呆ぼう然ぜん。小さくなっていく冬風の背中を見送って。

「まぁ……あれよ。こういうややこしい事態に懲こりたなら、さっさとハルハをわたしに譲ゆずって独り身に戻もどれって話よ」

　春羽を渡わたす気には全くならなかったが、精神にはごく的確にダメージを負った遊だったという。




「あはははっ、不倫かぁ。そんなこと言われたんだ」

「笑い事じゃありませんよ……」

　その日の夜。

　遊が食器を洗いながら語った秋理の話を聞いて、ソファに寝ね転ころんだ甚目はひたすら無責任に笑った。定時を回ったとかで、ついさっきコンビニで買ってきた缶かんビールの酔よいが回っているのかも知れない。

　いくら夜とはいえ、他人の家で酔っ払ぱらうのもどうかとは思うが、『ＣｔＧ』の調整関係で何か大きな仕事が入ったとかで毎日忙いそがしくしていることを思い出せば、あえてたしなめる気にもならなかった。

　ちなみに美遙と春羽は入浴中だ。さすがに二人がいる前でできる話ではない。

「でもまぁ、日下さんの言うことももっともよね。不倫はいかんわよ」

　遊はキッチンを後にして、自分用のエプロンで手を拭ぬぐいながら口を尖とがらせた。

「いや、だから俺、結婚もしてないですって。冬風のことにしたって恋人って感じではないし、そもそも結婚できる年齢としじゃないですし。

　それなのに不倫だふしだらだって、言いがかりじゃないですか」

「まぁねぇ。これからの時代、遊くんみたいなケースは案外普ふ通つうになるかも知れないしね」

「？　どういう意味ですか？」

　甚目はソファの端はしに引っかけていた脚をのろのろと組み直した。思わず目で追いそうになった遊はあわてて天てん井じように視線を飛ばした。

「このまま技術が発展すれば、ハダリーズを別にしても人工的に生まれる子供は出てくるでしょうし、そうなると家族の在り方そのものが変わってくる。

　つまり、恋れん愛あいと家族というものが切り離されるかも知れないってこと。肌はだを合わせなくても子供を遺のこせるなら、恋愛感情は横に置いて、配はい偶ぐう者しやとして互いの生活を補い合い、子供を健すこやかに育てられるような組み合わせだけを追求できるでしょ」

「それって、まさか……」

　思い出されるのは、『ＣｔＧ』の仮想世界、ドラゴンズ・グレイヴの草原で起こしたミーファとの《結婚》イベントだ。あのイベントの発生条件は、「各プレイヤーの行動ログから性格や適性を割り出して、その相あい性しようが最高レベルの二人が接触した時にだけ起こる」だった。

「そう。『ＣｔＧ』の《結婚》イベント発生のトリガーとなる条件は、まさにそれ。

　ネフィリム・コンピュータの巨きよ人じん智ちが、ハダリーズを育てる一個の保インキユ育器ベイターとして理想と判定した二人ユニツトが、遊くんと美遙ちゃんなの」

　相性ってなんの相性だろう──とは気になりながら訊ききそびれていたが、思わぬきっかけで知ることになった。

　その内容は……なんだか複雑だったが。

「だから、遊くんが美遙ちゃん以外の女の子を恋人にしたとしても、悪とは言い切れない……かもね」

「俺たちについては置いといて……それが普通になると思うとなんだか変な感じです」

　両親が家の外に恋人を持つようになるなんて、子供としては嫌いやなんではないだろうか。少なくとも遊は、理性では納なつ得とくできても嫌けん悪お感かんは抑おさえられない気がする。もっとも、父親の顔もほとんど覚えていない遊には想像の上での話でしかないが。

　甚目は肩かたをすくめた。

「わっからないわよー？　共同体のバランス維い持じを優先した婚姻なんて当たり前の時代も多かったんだから。性愛と血けつ縁えんの概がい念ねんが分ぶん離りしたら、案外あっさり時代が変わるかも知れない。

　ま、夫ふう婦ふで愛し合ってれば面めん倒どうがなくていいけどね」

　ほんのり染まった頰ほおとへらへら微笑ほほえんだ口元を見ると、どこまで本気で言っているのかはうかがい知れない。

「ま、研わた究所したちとしては、新時代の恋愛のサンプルケースとしても遊くんたちには注目してるってわけよ」

「絶対面おも白しろがってるだけでしょ……」

　険悪に断じたが、甚目はにこにこ笑うだけで否定はしなかった。溜ため息いきを吐ついて、話題を変える。

「それで……日下さんはどうにかならないんですか？　春羽があの人のところに行ったら、甚目さんたちだって困るんでしょ？」

「んー……それがちょっと難しくて。彼女のお家うちにはいろいろと協力と技術投資を受けているし、データを使ったことが日下さんにバレちゃった以上、邪じや険けんにするのもいろいろと問題が……ねぇ」

　その辺の力関係は遊の関知するところではないが、もし秋理が春羽を血の繫つながった娘むすめのように思っているなら、面会まで断るのは不当な気もする。しかし。

「……なんかあの人が春羽を手に入れようとしてるのって、ただの好こう奇き心しんって感じでもなくて怖こわいんですよ。何かを思い詰つめてるような気がして」

「んー……あの子の生まれにもいろいろあるからなぁ」

「いろいろって──」

　なんですか、と問いかけたところで脱だつ衣い所から水みず鉄でつ砲ぽうを持った春羽が飛び出してきた。タオルで拭ふかれるのは好きな春羽だが、髪かみにドライヤーをかけられるのは「あつい」と言ってよく逃にげ出してくる。

　慣れた手て際ぎわで捕ほ獲かくして、追ってきた美遙と二人でドライヤーをかけた頃ころにはもう、甚目は眠ねむってしまっていた。このまま泊とまっていくつもりらしい。

　甚目に掛かける毛布を取りに行く美遙を見送っていると、春羽が水鉄砲をプスプスと空から撃うちしながら訊いてきた。

「おとーさん、あした、これもってっていい？　サクラちゃんにみせるんだ」

「いいけど、人がいっぱいいる所で撃うっちゃダメだぞ」

「オッケー」

　この子供はやたら安やす請うけ合いをする。ウソつきなわけではないが、そもそも言ってることの意味を解わかっていないことも多い。明日あしたは注意しなくては、と思いつつ、遊は春羽の頭を撫なでた。

「さ、早く寝ねよう。明日はプールだからな」




　　　　◆




　──かくして舞ぶ台たいは市営プールに戻る。

　家から離れれば現れまいと考えて思い切って出かけてきたのだが、秋理はお構いなしに追ってきた。なんらかの方法で監かん視しされているとしか思えない。

「……足を痛めたばっかなのに何やってるんです？」

　遊の指し摘てきに、昨日の失態を思い出したのか秋理は顔を赤くした。

「日下の医い療りよう技術を侮あなどってもらっては困るわね」

　見ると、ほとんど目立たない透とう明めいなテープで痛めた方の足首をサポートしているようだった。彼女の家は化学食品の会社だと聞いているが、医療にも手を出しているのかも知れない。

「痛くないならいいですけど……なんで俺たちがここにいるって判わかったんですか？」

　秋理は、何が疑問なのかという風に目を瞬またたかせた。

「え？　住宅街の防犯カメラや主要道路各所に仕し掛かけられた車体認にん識しきシステムをハックして、行き先を特定しただけだけど？」

「それ、犯罪でしょ……」

「痕こん跡せきも証しよう拠こも被ひ害がいもなければ、何も起こらなかったのといっしょよ」

　平然と言い切って、秋理は春羽の方へ向き直った。美遙や遊と話していても埒らちが明かないということだろう。

「サクラちゃん、せっかく、はだかんぼだからおスモウしよう」

「うわぁ!?　アホかお前っ、水着引っ張ンな！　ずれるっ、ずれるから！」

　桜に追いすがって頭をはたかれていた春羽も、視線を感じて秋理を見返した。

　そして秋理は、プールサイドを行く人々の目を引くのも意に介かいさず高らかに言い放った。

「見なさいハルハ！　これならあなたも満足するはずよ！」

　きっちり着込んでいたパーカーを脱ぬぎ捨てる。

　──すると、そこからラスプーちゃんが現れた。

　正確には、秋理の水着に『黄泉よみ帰がえる！　怪かい僧そう少女ラスプーちゃん５ピヤーチ』の映像が映っていた。元は黒地らしい水着生き地じが、太陽光に反応するように起動して像を結んだのだ。

「どう？　こんなこともあろうかと、最近開発された発光素子を使ってわたしが手ずから設計した水着よ！　太陽電池によって、素材が損そん耗もうするまで半永久的にラスプーちゃんを映し続けることができるの。第一話と、ネット見たらなんか神かみ回かいとか書いてあった一二話がリピートで流れ続ける仕様！

　これなら文句ないでしょうハルハ！」

　ワンピースの水着全面にアニメ映像を映しながら、ふふんと胸を張って仁に王おう立だちする少女、日下秋理。その文字通り体当たりで春羽の歓かん心しんを買おうとする姿勢に、遊と美遙は戦せん慄りつする──

（（う、うわぁバカっぽい……いや凄すごいアイテムだけどバカっぽい……！））

　戦慄ドンびきである。

　そして、肝かん心じんの春羽は。

「うわあ！　ラスプーちゃんだあ！」

　今まではほとんど興味を示さなかった秋理のもとへ、てててっと駆かけていくではないか。

　秋理の周りを、ラスプーちゃんの動きを追うようにぴょんぴょん飛び回りながら、しきりに歓かん声せいを上げている。

「すごいっ。ふくなのにムービーがうつってるよ！」

「そうでしょうそうでしょう！　凄いでしょうとも！」

　目をキラキラさせながら寄ってくる子供の姿に、秋理も目が潤うるむ。やっと報むくわれたという実感が胸にわき上がって、舞まい上がる。

　遊と美遙はうろたえた。

「ああっ、春羽が興味を引かれている!?　純真無む垢くすぎる心が仇あだになったか……」

「新しい発見や驚おどろきに素す直なおに感動できる豊かな感受性を利用するなんて、なんて狡こう猾かつな人なの……！」

「いやセンパイたち。自分らの子供が割りとアホの子だって、そろそろ認めないと……」

　横で見ていた桜が容よう赦しやなく指摘するも、親バカを超こえバカ親の域に達している感のある二人には聞こえてすらいなかった。

「ねーねー、こえはでないの？」

「ふっふふ、もちろん出るわよ。さすがにサラウンドシステムの実装までは間に合わなかったけど……」

　弾はずんだ声のリクエストに、初めて見せる上じよう機き嫌げんで鎖さ骨こつの辺りの丸い模様をダブルタップする秋理。そこが音声をオンにするボタンなのだろう。

『二に連れん穴あなの髪かみ飾かざりは不死身の怪僧の印！　怪僧少女ラスプーちゃんッ、預言通りにただいま参上っ♪』

　プールサイドに響ひびき渡わたる甲かん高だかい声。ラスプーちゃんが怪僧コスチュームに変身する時のキメ台詞ぜりふだ。ふぁぁぁっ！　と春羽のテンションがさらに上じよう昇しようするが──それは一いつ瞬しゆんのことだった。

「あれ？　きえちゃったよ？」

　声が出始めた瞬しゆん間かんに秋理は腹を押さえて突つっ伏ぷし、そのまま座り込んでいた。太陽電池の受光部は正面にあるらしく水着はそのまま光を失い、真っ黒な生地に戻もどってしまう。

　遊と美遙は恐おそる恐る近付いていき、口々に訊いた。

「えっと……ひょっとして、水着のお腹なかから音声を出したら」

「振しん動どうでくすぐったくて耐たえられなかったとか……？」

「くぃっ……ひ……き、着た状態で稼か働どう実験をする時間がなかったのょ……！」

　どうもスピーカーの位置が弱い部分だったようで、秋理はぴくぴくと小刻みに震ふるえながら悔くやしげな涙なみだ声ごえを出した。




「──落ち着きましたか？」

　と、美遙が秋理に声をかけたのは、それから一〇分ほど後のことだった。

　プールに面した広場に設置した簡易テントの中。三人も入ればいっぱいになる、杭くい無しのワンタッチテントだ。遊たちが持ち込んだ物で、甚目が学生時代に買ったが結局一回も使わなかったという真新しい一品だった。

　あの後、動けなくなった秋理を放置すると熱ねつ中ちゆう症しようになりそうだったので仕方なく遊と美遙で移動させ、甚目が持っていたテントを広げて運び込んだのだ。

「お水飲みます？」

　ペットボトルを勧すすめるが、秋理は小さく首を振ふって拒きよ否ひした。気まずい沈ちん黙もくが、落ちる。

　今、テントの中に居るのは美遙と秋理の二人きりだった。遊は深さ一メートルほどの子供用プールで春羽と遊んでいる。桜は普ふ通つうのプールへ泳ぎに行き、甚目はまだ寝ていた。

　動けない秋理を一人にするわけにもいかず、美遙が申し出て側そばに残ることにしたのだ。

　秋理の光学水着は映像オフだと独特の光こう沢たくがあって、体に張り付く様が妙みようにコケティッシュだった。春羽のベースになったというだけあって均整の取れた体付きをしていて、それがしどけなくぐったりしている。こんな狭せまい空間で遊といっしょにさせるのは……嫌いやだった。

　元気のない秋理を見ていても気き詰づまりなので、見える位置で遊んでいる春羽と遊を見やる。春羽は、水鉄砲を顔の前で横向きにかざしていた。

「おとーさんおとーさん。これでみると、なんでもミドリにみえるよ？　ウィザーズ・グレイヴみたいでキレイだよ」

「そういやそうだな。それで緑にしたのか？」

　春羽を抱かかえ上げた遊もいっしょに、半はん透とう明めいの水鉄砲をのぞき込む。クリアグリーンの水鉄砲がきらきらと陽光を照り返していた。

　美遙たちにはチープなおもちゃとしか思えない水鉄砲も、春羽にとってはクリア成形だというだけで宝石のように「キレイ」な物らしい。美遙はつい先日ハルハやクランプと冒ぼう険けんをした『ＣｔＧ』を構成する世界の一つ、全域を樹海に覆おおわれたウィザーズ・グレイヴの奇き景けいを思い出した。ハルハといっしょに歌った歌が頭の中に甦よみがえって、自然と微笑ほほえみが浮うかぶ。

　ふと見ると、秋理も春羽と遊を眺ながめていた。

　笑い声と飛沫しぶきを散らしながら楽しそうに遊ぶ父娘おやこの姿を、眩まぶしそうに見つめている。見ているのは間ま違ちがいなく二人なのに、もう少し遠くの方に焦しよう点てんがある。そんな視線。

　その目が、不思議に優やさしかったから。

　美遙は思い切って口を開いた。

「あの……どうして、ここまでして春羽にこだわるんですか？　それは、自分のデータが使われてるから気になるっていうのは解りますけど……」

　今日、秋理が春羽に見せたうれしそうな笑え顔がお。本当に春羽を可愛かわいいと思って、血のつながった家族だと思って、いっしょに暮らしたいと秋理が言うなら、美遙も真しん剣けんに考えなくてはいけないと思った。美遙は自分の意志で母から逃げ出したが、春羽はそうではないのだから。

　秋理はしばし答えなかった。それから、さっき水着を自じ慢まんしていた時とは打って変わった、無感動な声で答えてきた。

「わたしと同じカタチをしてるからよ」

「……？　だから、自分の子供だってことですか？」

「わたしと同じ姿なら、わたしの物でしょ」

　身の毛がよだつとは、こういうことだろうか。

　美遙は立ち上がりかけてテントの入り口に頭をぶつけた。

「自分の物てなんやの!?　春羽は心のある子供なんよ！」

　秋理は美遙が急に方言になったことに面めん食くらったようだったが、すぐに跳はねて返るように言い返してくる。

「前にも言ったでしょ！　重要なのはカタチなの！　わたしには、わたしと同じカタチが必要なのよ！」

「わけ解わからんわ！　そんなトンチキに春羽は絶対渡せへん！」

「どう言ったところで、ハルハは成長するほどわたしに似る。その時になってもあなたは同じことを言えるって──」




「いくら同じ顔しとっても、春羽は春羽や！　あんたやない！」




「ッ…………！」

　美遙の声が周りにいた客の注目を集めてしまうほど大きかったからか。

　それとも、言葉の内容にか。

　秋理はスイッチが切れたように黙だまり込んだ。

　美遙もまた、ハッとして口を押さえていた。恥はずかしかったからではない。春羽のことでは羞しゆう恥ち心しんも忘れる。ただ、本能的に悟さとってしまったのだ。あるいは、秋理が春羽によく似た顔をしていたせいかも知れない。

　──美遙は何か、秋理を傷付けることを言ってしまった。ただ、傷付けた内容は全く判わからない。当たり前のことを言っただけなのに。

　その予感を裏付けるように、秋理は出し抜ぬけにテントから飛び出し、二人の大声に何事かと寄ってきた遊と春羽も見ずに去って行った。

「……おかーさん、ケンカしたの？」

　ちょっと心配そうに訊きいてくる春羽に、笑顔を作って首を振る。目顔で訊いてくる遊には肯こう定ていの視線を返した。たぶん、伝わった。

「……よっし。お客さんも帰ったし、神奈を捜さがしてみんなで遊ぼう。ビニールボール膨ふくらますか」

「オッケー」

　春羽と手を繫つないで、桜のいる五〇メートルプールの方へ歩き出す遊。それに付いて立ち上がりながら、美遙はもう見えなくなった秋理に唇くちびるを尖とがらせた。

「何よ……ちょっと可愛いとこもあると思ったのに……」

　その呟つぶやきは、いい加減起きろとばかり春羽にフライング・ボディプレスを食くらった甚目の悲鳴にかき消された。




　　　　◇




　カツ、カツと。

　真っ黒い虚こ空くうに浮かんだ古風な黒板にチョークが走っていた。

「こうして一九世紀の発明家ニコラ・テスラは、奇き術じゆつ師しエンジャに発明品を提供することになったのですヨ。しかしその発明品は、実は瞬間移動装置ではなかったのですヨ」

　黒板の前の教きよう壇だんで、わざとらしく四角い眼鏡めがねなど装着しながら講義しているのは巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみだった。キノコのくせに適当な手足が生えていて、柄えに当たる部分の真ん中にのっぺりした顔がある。

「いやぁ、パヤキノ先生の歴史の授業はためになりますねぇ」

「まったくでありますと言うところの『まったく』は肯こう定てい傾けい向こうの用法であります。プリセットされた基き礎そ知識にない内容ばかりが教授されるであります」

「発明王エジソンが秘密の地下室で人造人間を造り上げ、ニコラ・テスラが瞬間移動装置もどきを開発していたとは、まさに仰ぎよう天てんの事実ですよ」

　教壇に向かい合うのは当然、生徒用の机と椅い子すの列だ。三〇脚きやくはある席はしかし、二人分しか埋うまっていない。夏用制服を着た二人の少女。

　一人はどこか卑ひ屈くつな笑顔をシャギーの銀ぎん髪ぱつで縁ふち取どったメメント・コッペリア。

　そのメメントから机一個空けた隣となりに座るもう一人が、青い長ちよう髪はつと長ちよう軀く、そして茫ぼう洋ようとして意志の不ふ明めい瞭りような顔をしたイクィ＝リブリゥム・ジェペットだ。

　いずれも春ハル羽ハと同じハダリーズだが受肉が叶かなわず、『ＣｔＧ』で騒そう動どうを起こした挙げ句に遊クランプらに打だ倒とうされ、この隔かく離り領域に閉じ込められている。いわば囚しゆう人じんだ。しかし彼女らの精神がそれを苦痛に感じている風はない。あるいは、だからこそ失敗作の烙らく印いんを押されたのか。

　そして、一見キノコのぬいぐるみに見えるパヤキノはハルハの乳母ナニーだったＮＰＣだ。ハルハが現実世界に飛び出したため暇ひまになり、しばらくは『ＣｔＧ』各地を放ほう浪ろうして「さながら仮想世界のチャック・ノリス」と呼ばれるほどの武勇伝を築いていたが最近はこの隔離領域でカリスマ講師をしている。

　そんな『ＣｔＧ』白熱教室の一ひと時ときに、不意の闖ちん入にゆう者しやは現れたのだ。

　虚空に忽こつ然ぜんと現れたその少女は、絹糸に蜂はち蜜みつを絡からめたような金きん髪ぱつをはためかせながらメメントの机の上に降り立った。

「おやハルハ。しばらく見ない内に大きくなりましたねぇ」

　メメントの反応を無視して、少女は四囲を暗黒に包まれた空間を見回している。その間に、メメントは視界を拡張モードにして少女の一次ステータスを視みた。

　アバター名はアリシア。メメントが間ま違ちがえた通り、ハルハをそのまま大きくしたような容姿だが、どこか攻こう撃げき的てきな表情を始め雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。装備も、軽装を好むハルハとは違って、動きづらそうな白衣を着込んでいた。

　そのアリシアが何か言う前に、

「あなたの求めるソムニウム型ハダリーズはここにはいないのであります」

　イクィ＝リブリゥムがアリシアの思考を読み、彼女の求める（らしい）答えを返していた。イクィは生まれながらにして、人体の電気的活動を感知・解読してその人間が考えていることを読み取ってしまう。

　アリシアは不快げに舌打ちした。

「あなたが『幽ゆう霊れい』騒動のイクィ＝リブリゥム……勝手に思考を読まないで」

「イクには要よう請せいに応じる理由も要請を遂すい行こうする機能もないでありますと言うのはイクには自身のマン・モッドを停止する機能が備わっておらず──」

「だったら黙ってて」

　イクィは素す直なおに黙った。人間とのコミュニケーションにおいて疑問や好こう奇き心しんを滅めつ多たにもよおさないイクィには、沈黙を嫌きらう理由も特にない。

　いやいや、メメは気になりますよあなた誰だれ子こさんですか、とメメントが抗こう議ぎする暇もあらばこそ、アリシアはどこへともなく大声を張り上げた。

「研究所の誰かはここを見張っているんでしょうっ。話があるから新納蔓世をよこしてちょうだい！」

　自分の机を土足で踏ふみ荒あらされている上に無視し続けられて、メメントはちょっと気持ちよくなってきた。彼女は自分が誰にも顧かえりみられない、無価値な存在であることを思い知らされることに安心を覚える。半はん端ぱに期待されるのが何より嫌いやだから。

　しかし、その心象が気持ち悪かったのか、イクィが説明をしてくれた。

「その人は、ハルハを手に入れるための道具を取得しに来たのであります」

「へぇ。何やら面おも白しろそうですね」

　ひょっとしたら、また春日井遊クランプの活劇が見られるかも知れない。メメントの存在価値を底の底まで踏みにじり、同じく存在を否定されたイクィというお友達まで送ってくれたメメントの王子様。

　アリシアはハダリーズのようには見えないが、彼女もクランプに挑いどむのだろうか。

　仮想世界を血で染める騒動の予感に、メメントは顔に貼はり付けた笑みを深くした。




　そして。

「取引よ！　あなたたちが開発中のＳ型ハダリーズを貸してくれるなら、Ｌエル７セブンプランのことを外部に拡散しないでおいてあげる！」

　空くう虚きよな隔離領域で喚わめき続けるアリシアの姿を、教壇のパヤキノ先生がのっぺりした顔で眺めていた。
















「そーぅハルハちゃん。お母さんミーフア、風か邪ぜで来られないんだ。それは寂さびしいねー」

　ドラゴンズ・グレイヴの王都ホワイト・ケテル、その場末の酒場。

　カウンター席で浮うかない顔のハルハを膝ひざに乗せ、頭を撫なで回しているのは、クランプが何かと懇こん意いにしている【迷めい宮きゆう劇げき団だん】というギルドの女性プレイヤーだ。他ほかにも三人ほどの女性プレイヤーがハルハを囲んでひたすらかいぐりしている。

　クランプとミーファの《結けつ婚こん》イベントで生まれた子供ＮＰＣ──だとされている──ハルハは、今ではギルドのアイドルだった。クランプとミーファが出会ったのが【迷宮劇団】主導で挑んだクエストだったせいか、みんな親しん戚せきのような気分なのだ。

　特に女性メンバーからは絶大な人気を誇ほこり、ハルハは仮想世界に抱だっこハーレムを築いていると言っても過言ではない。しかし。

「うん。おかーさんビョーキでゲンキないんだ……」

　よりどりみどりでお姉さんたちに抱きつける環かん境きようであるにもかかわらず、ハルハの声には陰かげがある。

　現実世界の美み遙はるは、プールに行った翌日から体調を崩くずし、今日は完全に風邪の症しよう状じようで寝ね込こんでいた。プールで体力を使ったせいだろうが、気き疲づかれもあったのかも知れない。医師免めん許きよも持っているという甚はじ目めが診みたところでは、発熱に関してはストレス性のそれに思えるとのことだった。

　遊ゆうは、例によって自分の不注意を悔くやんだ。

　日下くさか秋あい理りの来訪は、遊が思っていた以上に美遙を悩なやませていたらしい。遊の方は慣れてきてあまり気にしなくなっていたが、美遙の立場でハルハの本当の母親がどうのと言われ続けたら不安にも心細くもなるだろう。

　春日かすが井い家は、美遙にとって「娘むすめの家」であって自分の家ではないのだ。それに気付いてやれなかった自分が本当に情けない。

（くそ、これじゃ母さんの時と同じだ……こんな時ばかりはイクィの能力がうらやましくなるな）

　今は甚目が看病してくれている。本当なら遊が看みるべきだとは思うが、春はる羽はを『ＣｔＧ』にログインさせなければならない日だった。

　遊と美遙の娘・春日井春羽は、定期的に仮想世界に戻もどらないと、人間の脳とハダリーズの精神の情報処理能力の齟そ齬ごのため生命に関かかわる体をしている。現在の最低限は「週に六時間程度」らしいのだが、念のため二日で二時間ほどはログインさせていた。

　いつもなら乳母ナニーＮＰＣのパヤキノにハルハを慰なぐさめてもらうところだが、今日はいつものギルドホテルに姿がなかった。ハルハが手を離はなれて以来、各地で破は天てん荒こうで型破りな活かつ躍やくをしているとの噂うわさを聞くので、今日も出かけているのだろう。

　クランプとしてもクエストをこなす気分にはならず、いつも【迷宮劇団】が駄だ弁べっている酒場を訪おとずれてみた。その方が、ハルハの気もまぎれると思ったのだ。実際、太めの眉まゆは曇くもったままだがギルドの女性陣じんとトランプで遊んでもらって時折は笑え顔がおを見せている。

　一方のクランプは、ハルハを眺ながめられる位置に座ってバーテンダーと世間話をしていた。

「へぇ、ゾンビーズ・グレイヴってそんな仕様なんですか。でもそれじゃ、アイテムの養よう殖しよくとかできちゃいません？」

「いえ、他の世界球スフイアでゲームオーバーになったアバターのデータがゾンビ化して出現すると言っても、装備はレアリティが落ちるらしいですから」

　バーテンダーはヘンリーという名前の五〇歳前後の男性プレイヤーで、この酒場を購こう入にゆうして夜の数時間だけ自ら接客している。ずっと以前、【迷宮劇団】が別のゲームで結成された時の初期メンバーだったと聞いていた。

　今はもう冒ぼう険けん者しやではなく、チャット代わりに仮想世界で昔の仲間や若者たちと会話を楽しむのを主目的にしている。落ち着いていて、子供相手でも丁てい寧ねいに対してくれる人ひと柄がらの彼を、クランプは純じゆん粋すいに尊敬していた。

　ちなみに、『ＣｔＧ』の酒場で出される飲み物は「口当たりは良いが飲み続けると味がしなくなる」という風に合成されたダミー酒だ。一応、各種の数値が回復する効果もあるが効率は悪い。

　そんな偽にせ酒ざけに口を付けながら、しばらくは数日前に解禁された世界球スフイアの話をしていたが、なんのきっかけか話題が転じて、ヘンリーは笑い出した。

「はははッ。ゲームの世界で有能になるほど現実で無能になる、ですか」

　日下秋理の発言についてだ。遊には返す言葉がなかったが、ベテランゲーマーのヘンリーさんなら何か良い切り返しを持っているのではないか。と、期待したのだが。

「まさにその通りですな」

　あっさりうなずかれてしまった。

「たとえば、ちょっと前、ドラゴンズ・グレイヴで『燎りよう原げんの黒こく狼ろう』の二つ名を名乗っていたゼオングルスという強きよう豪ごうプレイヤーが突とつ然ぜん消息を絶った事件がありました。

　ギルド【無む窮きゆうの旭きよく日じつ】を率いて数々の難関イベントを勝利に導いた英えい雄ゆうです。いったい何があったのかと、ギルドのメンバーが心配していたところ……代金の滞たい納のうでアパートの電気を止められてログインできなくなっただけだと発覚しました」

「ぅぁ……」

「その情報源はゼオングルスの腹心の友と言われた『魔ま龍りゆう軍師』ドラクリオで、現実リアルでも友人なのだといいます。ドラクリオは、アパートを引き払はらってネットカフェで暮らしながらログインしようとするゼオングルスを必死に説得して思い止とどまらせたそうです。

　ドラクリオの方は経済的に余よ裕ゆうがあったそうですが、一刻も早くゼオングルスを復帰させるため、今はいっしょにアルバイトに励はげんでいるということですよ」

「うーん……オチはいい話ですけど……」

「ええ。ゼオングルスは仮想世界で英雄視され、頼たよりにされ、責任感を覚えてしまったんでしょう。それで生活よりゲームを優先させてしまった。それではダメにもなります。いくらゲームに入れ込んでも、それは自分の食い扶ぶ持ちとは無関係なのですから」

「……やっぱりそんなもんですよね、ゲームって」

　忸じく怩じたる顔になるクランプだったが、ヘンリーは穏おだやかに頭かぶりを振ふった。

「だから、良いんです。現実の役に立たないから良いんですよ。ゲームというのは、くだらなくてナンボです」

「……その心は？」

　ヘンリーは小さく肩かたをすくめた。

「実利があったら遊びじゃなくなりますから。生活やプライドを外に確保して、その上の『どうでもいい部分』だけを使ってこそ、純粋な遊戯ゲームです」

　それはまぁ、『ＣｔＧゲーム』が母の形見で娘の命いのち綱づなだなんて特とく殊しゆすぎるプレイヤーは遊くらいのものだろう。しかし、

「プロスポーツとかプロ棋き士しとか、お金を稼かせげるゲームもありますよ」

「それはもう遊戯じゃなくて仕事です。仕事だから誇ることもできる」

「ギャンブルで儲もうける人もいますけど」

「なるほど、ギャンブルはゲームですな。しかし本物の博ばく徒とというのは、一生遊んで暮らせる金を手に入れても、それを全額賭かけて破産のスリルを味わおうとする、憐あわれむべきプレイヤーです。重要なのはそのスリルだけで、賭ける金は彼らにとって『どうでもいい部分』なのです」

「結局……ゲームは誰だれかに誇れるものではない？」

「他人に誇るためでなく、ただ生きるためでなく。それだから尊い……と言うと宗教じみて聞こえるかも知れませんが、ただ自分の心を慰めるためだけに行うのがゲームと定義するなら、ある一面に限っては宗教の働きに似ているかも知れません。

　遊びとは、肉界にあって生活を強しいられる人間に与あたえられた、純粋な心の楽しみなのです。だからこそ政せい教きよう分ぶん離りならぬ政せい遊ゆう分ぶん離りを徹てつ底ていしたい……とわたしは思いますよ」

　言われてみれば、【迷宮劇団】には睡すい眠みん時間を犠ぎ牲せいにしてログインしている者や、メンバーにプレイスタイルやなんやの主義主張を押し付ける者などの「遊びでやってない人」はいない。もし入ってきても、そういう者は居い心ごこ地ちが悪くていつの間にか離り脱だつしている。だからクランプのように特殊なプレイヤーも、付かず離れずの関係を許されているのだろう。

　そして最近になってもう三人ほど、【迷宮劇団】の客分が増えている。

「つまり、人間は生物でありながら『生きる以外のこと』ができてしまう堕だ落らくした動物だということですね」

　その客分の一人が、どこから聞いていたのか話に割り込んできて、クランプの隣となりに座った。これ以上ないほどよく見知った少女だ。

「あ、ふゆ……いや、レン」

　思わず現実での名前を口走りかけたクランプは、小こ槌づち冬ふゆ風ふのアバターであるところのレンに睨にらまれてあわてて繕つくろった。遊クランプもそうだが、レンも冬風本人からほとんど容姿をいじってないのでつい本名を呼びたくなる。フユフという名前の響ひびきが、とても奇き麗れいだと思うから。

　ヘンリーには打って変わって愛あい想そ良くあいさつしているレンに、訊きいてみる。

「すっかり慣れた感じか」

「物見遊ゆ山さんの気分よ。アンズやユスラたちと、いろいろ回ってる」

　レンの返事は素っ気ないが、クランプはどうしても笑みが浮かぶ。子供の頃ころから今まで、電子ゲームの類たぐいには全く付き合ってくれなかった冬風が、『ＣｔＧ』は一ひと月つきほども続いている。

　冬風といっしょにゲームを楽しむ。それは、遊にとっては永年夢に見続けた光景だった。これだけ永い付き合いなのにこれまで共通の趣しゆ味みがなかったのだから、うれしくもなる。

　話に出てきたアンズというのは《水すい晶しよう世界》の騒そう動どうの時にレンが行動をともにしていたプレイヤーで、ユスラは神かん奈な桜さくらのアバターだ。ユスラとアンズが元から仲が良かったせいで、ゲームの中では三人で行動していることが多いようだった。

　ふと見ると、今日はユスラの姿はないがアンズがハルハにあいさつして、抱き上げていた。クランプより長身のアンズに抱き上げられるのは、ハルハのお気に入りだ。

　他人の力で持ち上げられる独特の浮ふ遊ゆう感かんに、手を振り回して喜んでいる。連れてきて良かったと安あん堵どの息が漏もれる。

　レンも同じ光景を見やって、それからぽつりと言った。

「……今日はあのミーファはいないのね」

　忘れていたわけではないが、額に冷れい却きやくシートを貼はり付けてベッドに寝ね付ついた美遙の姿を思うと落ち着かなくなる。甚目なら遊が看病するよりよっぽど上手うまくやるとは思うが。

「ああ……今日は風か邪ぜで」

　冬風にはもう、春羽やハダリーズに関するおおむねの事情を話してある。美遙と同居している理由も納なつ得とくしてはくれた。ただ、やはり美遙のことは気に入らないようで美遙やミーファの名前を口にする時は微び妙みように険が出る。

「それでハルハもちょっと落ち込んでるんだ。レンも慰めてやってくれよ」

　レンはどこか寂さびしそうなハルハの顔を見やって、自分も似たような顔をした。

「それはどうなのかしらね……美あの遙ひと、わたしがハルハに近付くのを嫌きらいそうだけど」

「え？　なんで？」

　レンは答えず、呆あきれたような溜ため息いきを吐ついた。クランプは首を傾かしげる。

　ハルハは人見知りする子供ではないし、レンにも懐なつくだろう。美遙だって、春羽を大事にしてはいるが行き過ぎた独どく占せん欲よくがあるというわけでもない。現に、桜と春羽が仲良く遊ぶのは微笑ほほえましく見守っている。

　いくら美遙と冬風の反りが合わないと言ったって、春羽との関係までブロックすることはないと思うのだが……

「先ほどからの会話から察するに、クランプさんとレンさんは現実でのお知り合いでは？」

　不意にバーテンダーから尋たずねられて、思わずうなずいてしまう。ヘンリーはふムと唸うなった。

「それならば、ミーファさんとしては、レンさんがハルハちゃんと仲良くなるのには抵てい抗こうがあるでしょうな」

　なぜか、レンの言いたいことを理解しているようだった。さすが人生経験豊富なだけあって、遊には摩ま訶か不ふ思し議ぎな女の子の心理も読み取れてしまうようだ。

　しかし、なぜミーファがレンとハルハの接せつ触しよくを疎うとむのかという具体的な理由は教えてくれなかった。

　くれたのは、ゲーム談義の締しめくくりと忠告だ。

「ゲームとは、生きるための行こう為いではないという意味で、一種、死に類すると言ってもいいでしょう。生活を逸いつ脱だつした死の世界は自由であり、その浮遊感を楽しむのです。しかし人間、自由なばかりでは正体を失います。歪ゆがんだ鏡を見つめ続けるようなものでね。

　生活を死の世界に持ち込んではいけませんし、まして死を生活の世界に持ち込んではいけません。

　気を付けて、クランプさん。まぜるな危険、ですよ」

「はぁ……」




　そう言われても、春ハル羽ハを授さずかった春日井遊クランプには、もうどうしようもなく手て遅おくれなのである。




　　　　◆




「んー……なかなか熱が下がらないなー。ありふれた風邪なのは間ま違ちがいないんだけど」

　春羽用に持ち歩いている体温計を美遙の首に当てていた甚目が、結果の表示を見て悩なやましい声を出した。

「わたし、コールドジェノサイダーＺって未み認にん可かの劇薬持ってるけど、使ってみる？」

「全力で遠えん慮りよします……」

「毒を以もつて毒を制すって言うわよ？」

「毒って言った……」

　ツッコミの声すら弱々しい、薄うす手での布ふ団とんを掛かけられた美遙である。蛍けい光こう灯とうの白光の下、息といっしょに薄うす桃もも色いろの頰ほおが膨ふくらんでいる。

　遊の部屋と遊の母の部屋に挟はさまれた、美遙の部屋。いまだに寝ね起おきは遊の部屋でしている美遙だが、衣服や私物を置くスペースは必要ということで私室を用意してもらったのだ。

　元は物置として使われていた部屋なので狭せま苦くるしいが、大おお掃そう除じをしてからあまり経たってないのでさっぱりと整せい頓とんされてはいる。なんかホテルの部屋みたいでちょっと気に入っていたりする。

　ベッドは折り畳たたみ式の簡素な物で滅めつ多たに使わないが、こういう時、一人で寝られる部屋があるのは有り難がたかった。春羽に風邪を感染うつすわけにはいかない。

　ある種の強化が行われたハダリーズの肉体ではあるが、あえて既き知ちの病気にも罹かかるようになっているという。あまり先回りして抵抗を付けてしまうと、新種の病原への免めん疫えきを作る能力が衰おとろえる可能性があるからだ。

　その他ほかにも、「風邪を引く」という人間の文化を絶やさない目的もあるけどね──という甚目の話はよく解わからなかったが。

「じゃあ、また普ふ通つうの風邪薬を飲んで休んでなさい。もうすぐ遊くんたちがログアウトするだろうし、お腹なかが空すいたら何か作ってもらうといいわ」

「……なんか、悪いです」

　ただでさえ居い候そうろうの美遙が、真っ先に夏風邪を引いて寝込んでいる。昼間から、遊は定期的に部屋へ来て風邪の具合や欲しい物を訊いていったし、春羽は数分置きに部屋をのぞきに来ては遊に連れ戻もどされていた。

　心配してくれるのがうれしいような、心配されるのが心苦しいような。

　しかし甚目は、立ち上がりながら気楽な笑えみを浮うかべてみせた。

「いいのよ。小槌さんのこととか日下さんのこととか、このところ美遙ちゃんも大変なんだから、たまには遊くんにたっぷり甘えちゃいなさい。少なくとも家族ではあるんだから、それくらい受け止めてくれるわよ」

　それはそうかも知れない。と、美遙は思う。遊は看病する暇ひまもなく母を失っていて、それを後こう悔かいしている。だから、病気の美遙にことさら優やさしい。

　でもそれは、あの《水晶世界》の本ほん拠きよで小槌冬風を案じていた激しさとは別のものだ。美遙が春羽の母親だから大切にしてくれているだけかも知れない。でも、その立場さえも、日下秋理の出現で曖あい昧まいになってきた……

（……わたしって、なんなんにゃろ……？）

　そんなことを考えてしまうのは、頭をふわふわ浮かす熱のせいだろうか。

　いけない。こんな風にとりとめのないことを考えていたら眠ねむれなくなって体調を崩くずしてしまったのだ。

　甚目が明かりを消して部屋を出る気配を感じながら、美遙はゆっくりと目を閉じた。

　闇やみが落ちると、真夏なのに肌はだがぞわりとした。




　──次に目が覚めたのは、控ひかえめに開かれるドアの音を感じたからだった。

　夢を見ていたように思うが思い出せない。なんとなくだが父が出てきていたような気がする。この、胃に重い氷が沈しずんだような感覚は父の夢を見た時のそれだから。

「……春日井くん？」

　口の中でぼろりと崩れ落ちそうな寝起きの声が出る。半開きのドアの隙すき間まで影かげになっている遊は、あわてたようだった。

「ごめん。起こしちゃったか？」

　枕まくら元もとの時計を見ると、甚目に熱を測られてから大して経っていない。『ＣｔＧ』から戻って、すぐに様子を見に来てくれたようだ。

「ううん……うとうとしてただけです……」

　体を起こそうとしたがうまくいかない。まだ、頭も体も気け怠だるい。

「ああ、起きなくていいよ。何か食べられそうなら、おかゆでも作ってこようかと思ったんだけど」

　反射的に拒きよ否ひしそうになって、甚目の言葉が脳のう裏りを過よぎる。

『たまには遊くんにたっぷり甘えちゃいなさい』

　魅み惑わく的てきなフレーズでは、あった。ぐらりと崩れる心ここ地ちで、「お願いします」と口にしてしまう。

　遊は部屋の電気を点つけてからキッチンに降りた。

　それから少しして、入れ替かわるように春羽がやってきた。いつもの元気さがウソのように、怖おず怖ずとドアを開けてうかがってくる。

　髪かみが湿しめっていて、もうパジャマに着き替がえていた。お風呂ふろ上あがりだ。

「春羽、風邪が感染っちゃうから来ちゃダメよ」

「うん……」

　春羽は素す直なおにうなずいたが、長い逡しゆん巡じゆんの後で結局入ってきてしまった。美遙が苦しそうなのは解るのだろう、ベッドの上には上がってこない。

「おかーさん……」

　なぜかささやき声だった。ベッドは寝る場所だから大声を出してはいけないと思っているのかも知れない。

「だいじょうぶ？」

　こんなに心細そうな顔は久しぶりに見る。現実世界に出てきた初日、寝るという行為に戸と惑まどっていた時以来かも知れない。

　改めてベッドの上から見下ろすと、春羽は印象よりだいぶ小さかった。いつも触ふれ合って重さを感じているから、実際より大きく思えていたのだろう。もちろん、ミーファの腕うでにすっぽり収まっていた数ヶ月前に比べれば見み違ちがえる大きさだけれど。

　自然と笑顔になった。元気づけてあげたくなるくらいの元気を出させてくれる、美遙の子供。

「平気だよ。薬も飲んだし、すぐに治るから」

「ハルハがまほうをつかえたらかいふくしてあげるんだけど。ゲンジツはぶつりこうげきしかできないからなー……」

　魔ま法ほうの杖つえ代わりにか、銃じゆう身しんの方を握にぎった水みず鉄でつ砲ぽうを振ふり回す春羽。その表面にもまだ水すい滴てきが付いている。

「……そういえば春羽、お風呂どうしたの？」

「ヒダリちゃんとはいったよ」

　甚目は泊とまっていく日は平気な顔で春日井家の風呂を使う。しかし、春羽と入ったのは初めてのはずだ。

「ヒダリちゃん、メガネがないとよくみえないっていうから、ハルハがシャンプーとかとってあげたんだよ」

「そう、偉えらかったね」

「あと、やっぱりおかーさんのほうがおっぱいおおきかったよ！」

　なんでうちの子は、おっぱいのことになると熱心に報告してくるのだろう。熱のせいか、いつもよりイージーに思い悩む美遙であった。

　それから話は、さっき視みたアニメの感想から『ＣｔＧ』での出来事に移っていった。ヘンリーの酒場で思うさま可愛かわいがられてきたこと、アンズたちと町で買い物をしたこと、そして、

「……レンはいた？」

「うん。おとーさんとヘンリーさんとはなしてたよ。あとね、ハルハがかえるとき、あたまなでてくれた」

「そう……」

　ことさらにそんなことを訊きいてしまった自分に後悔を覚えた頃ころ、おかゆを盆ぼんに載のせた遊がやってきた。

「あっ！　ダメだろ春羽。話は明日あしたにしろって言ったじゃないか」

「はーい……」

　名残なごり惜おしそうに遊と入れ替わる春羽に、美遙は「ありがとうね」と声をかけた。春羽は一度部屋を出た後、もう一度顔を出して小さな手を振ってきた。美遙が振り返すと、気付いた遊に追っ払ぱらわれた。

「次は寝る前に会いにこような」

「おとーさんだけおかーさんとはなしてズルい……」

「世話してるって言うんだ。春羽は歯は磨みがきしとけ」

「むぅ……」

　珍めずらしく遊に不満げに唸うなって、水鉄砲に少しだけ残っていた水をぴゅっと撃うってから降りていった。

　いつになく反はん抗こう的てきな春羽に、遊と美遙はしみじみと顔を見合わせた。

「……なんか安心するな」

「いつも、いい子すぎますしね……」

　物分かりがいいのは楽だが、それが過ぎると、春羽が普通の子供ではないことを意識してしまう。たまには我がままを言ってもらった方が安心する。

　美遙にとって遊は、そういう感覚を分け合えるたった一人の相手だ。

　だから、自分のためにおかゆを作ってくれて、それを少しずつ食べさせてくれたりすると、必要以上に胸が暖かくなってしまう。早く食べ終わって春羽の相手をさせてあげたいのに、ゆっくりと、よく嚙かんで味わってしまう。

　口を大きく開けて口中を見せるのが恥はずかしくて、自然と食べるのが遅おそくなっているせいもあるけれど。

　二人きりの上に遊の方は食べていないから、レンゲから粥かゆをすする音や口に含ふくむ音、飲み込む音が自分の中でいやに大きく響ひびいて、遊にも聞こえているのではないかと不安になる。

　そう思って盗ぬすみ見ると、目が合った。遊は美遙以上に驚おどろいたようで、きょろきょろと目をそらした。少し頰が赤い気もする。

　お互たがい、一いつ瞬しゆんならず固まってから、遊はおかゆを美遙の口元に運ぶ作業を再開させた。目をそらした自分を恥じるように、ことさら平然と、美遙の顔を見ながら。美遙は逆に恥ずかしさに耐たえられず、そっと目を閉じてレンゲに口を付けた。

　しばらく無言で、そんなことを繰くり返して。

　沈ちん黙もくに耐えきれなくなったか、遊が口を開いた。

「今日は俺一人で春羽を寝ねかすよ。甚目さんと二人がかりで、なんとか説得できた」

「すみません……むずからないといいけど」

「いいって。春羽だって、いつかは夜も一人で寝られるようにならなきゃならないわけだしな」

　遊はいつになく気楽に笑った。美遙が知り合ってからはいつも困っているような人だから、なんだかおかしな感じがした。

　美遙が気にしないように、気を遣つかってくれたんだ──頭の底の方、冷たい部分は正しく理解していた。しかし、熱で弱った美遙の思考は別の方向へ流れた。

　──春羽が一人でも平気になれば、わたしがここにいる必要がなくなる。

　──わたしがここからいなくなれば、小槌さんが遠えん慮りよなくここへ来るのだろうか。

　──春羽がわたしを必要としなくなったら、暮らしやすい日下さんのところへ行ってしまうかも知れない。

　体調に比例して悪くなっていく考えが頭の中で滞たい留りゆうし、澱よどみ、溜たまっていく。

　そうして、微笑ほほえむ遊の顔が、母ではない女の人を作って去って行った父の顔に重なって見えた。

　──この人も、春羽も、わたしより大切な誰だれかのところへ行っちゃうのかな？

　急に、震ふるえる。風か邪ぜのせいで過か敏びんになっていた全身の肌が、ぞくぞくした寒気に撫なでられて、背がすくむ。

　どうしよう。

　どうしよう、どうしよう。

　残り少ないおかゆを食べる間、まとまらない考えで頭がいっぱいになる。

　わたしはお父さんから家に残されて、お母さんのいる家から逃にげ出した。そうやって春日井家に転がり込んだ。でも、遊が好きな女の子は小槌冬風だし、春羽が体をもらった親は日下秋理だ。だったら美遙は、どうしてこの家にいられるのだろう？

　そうこう考えている──いや、ただ悩なやんでいる──内に、おかゆは小こ鍋なべから無くなっていた。遊が、薬を持ってくると言って立ち上がる。行ってしまう。

　美遙は必死に考えた。自分が冬風や秋理より優すぐれているところはどこだろう？　それさえあれば、捨てられることはない。考えて、思い出して、頭の中に浮うかんだのは春羽のこんな言葉だった。

『あと、おっぱいがヒダリちゃんやサクラちゃんよりおおきくてだっここちがとてもいいよ』




　春日井遊は、混乱していた。

　美遙におかゆを食べさせ終えて、階下で片付けと風邪薬の用意をしようと立ち上がった直後、背後に衣きぬ擦ずれの音を聞いて。

　振り返ったら、美遙がベッドの上で身を起こし、パジャマのシャツを脱ぬぎ始めていた。

「っ!?　な、なにやってんの!?」

「汗あせを……かいたので」

　幸い、美遙はこちらに背中を向けていた。だからと言って見続けていいものでもないのであわてて目をそらす。しかし美遙の声は追ってきた。

「……背中、拭ふいてもらえますか？　タオルはそこの椅い子すに掛かかってます」

「甚目さん……は、今日は風呂だけ入って帰ったから……春羽を呼んで──」

「感染うつったら困ります」

　きっぱり言われて、退路は尽つきた。

　確かに、エアコンが入っているとはいえ今日も暑い。熱があって寝込んでいたなら汗もたくさんかいただろう。だいぶ気持ち悪くなっているのは想像に難かたくないし、汗が冷えれば体にも悪い。自分では背中を奇き麗れいに拭ぬぐうこともできないだろう。

　……しかし、いいのだろうか？

　美遙の言葉が続かないので恐おそる恐る目を戻もどすと、同い年の少女の剝むき出しな背中がそこにあった。

　どちらかと言えば色白な美遙だが、首や腕はプールで日焼けしていつもより一段濃こい色になっている。しかし、そのせいで水着を着ていた部分、普ふ通つうは人の目に触れさせない部分の肌はだが真っ白く強調されて見えてしまう。

　美遙は自分を抱だき締しめるように体の前で腕を交差させているようだった。だから背中は無防備で、緩ゆるやかによじれた腰こしの曲線が隠かくす物なく見て取れる。

　遊は再び目をそらした。しかし、それが見えているかのようにまた美遙の声が回り込んでくる。

「早くしてくれないと、寒いです……」

　そろそろと目を戻せば、美遙の背中は少し震えているようにも見える。

　──美遙は病人。風邪を引いているのだ。遊は己おのれの邪じや念ねんを恥じた。

　ガードの弱いところもあるとはいえ、男嫌ぎらいの美遙が遊に肌をさらすのは、性別を超ちよう越えつした家族だと認めてくれたからなのだろう。弱った彼女に頼たよられ、認められているのに、それを裏切るようなことは絶対にあってはならない。

　覚かく悟ごを決めて、タオルを取ってベッドに腰こしかける。簡易ベッドのスプリングが、二人目の体重にぎっとたわんだ。視界の端はしで美遙の足指がゆっくり閉じ、シーツのしわをきゅっと握にぎり込む。

　触ふれられるほど近付いても、美遙は背中を向けたまま動かない。振ふり向きもしない。
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「か、髪かみ、避よけるね」

　声が上うわ擦ずってしまうのが情けない。背中にかかる美遙の長ちよう髪はつを肩かたへ引っかける指が震えてしまうのが、情けない。

「ぁっ……」

「？　どうした？」

「いえ、くすぐったかっただけです……」

　美遙の声も揺ゆれていた。まだ熱が下がらないようで、息が荒あらい。

「ごめん……すぐ済ませるから」

　間近で見れば、緩やかに浮かび上がる肩けん胛こう骨こつの間に、じっとりと汗が浮かんでいる。上気したうなじから垂れた一ひと滴しずくが背筋の線に沿って流れ、その行き先を目で追ってしまった遊の頭に血を上らせた。

　軽く頭を振って、邪よこしまな余念を振り払はらう。

　それからタオルを折りたたんで、少し迷って、腰から背中へと拭き上げた。全く根こん拠きよはないが、落ちてくるのを迎むかえ撃つ方向で拭った方がいいような気がしたのだ。厚めにたたんだタオル越ごしなのに、触れたところが溶とけ出してるんじゃないかという柔やわらかさが指に伝わってくる。

　今度の美遙は声を出さなかった。ただ、ほんの身じろぎ程度に背をくねらせた。緩んだシーツが波めいて乱れ、ベッドを通じて柔らかい量塊マツスの揺らぎが遊の尾びてい骨を脅おどかす。

　遊は不思議になった。『ＣｔＧ』のミーファはそこそこ際きわどい格好で走り回っているし、数日前には美遙の水着姿だって間近に見た。それなのに、どうして一つ部屋の中で見る彼女の肌はこんなにも、目め眩まいを起こさせるほど鮮せん烈れつなのだろう。

　ついこの前も、冬風の部屋で冬風に抱き寄せられたが、部屋が暗かったのといろいろ混乱していたせいで落ち着いて何か考えることなんてできなかった。しかし今は蛍けい光こう灯とうの明かりの下で、無防備な美遙の背中が震えている。

（……ん？　震えてる？）

　遊はまた自分の愚おろかさを呪のろった。いくら自分から頼たのんできたと言っても、あの美遙がこんな状態で平気なわけがない。耐え難い恥ずかしさのはずだ。風邪を長引かせないため、必死に我が慢まんしているに違ちがいない。

　なんとか気をまぎらわせてあげないと……と、遊はまたタオルを当てながら、美遙に粥を食べさせていた時に考えていたことを話しだした。

「……春羽にありがとうって言うの、忘れてたよ」

「ありがとう……ですか？」

「うん。さっき釘くぎ宮みやさんと話し込んでた時、叱しかって追い出すだけで帰しちゃったろ」

「怒おこらせちゃいましたね」

　こわばっていた気がする美遙の声が緩んだ。遊の肩からも力が抜ぬけた。

「でも、なんでお礼を言うんですか？」

「いつも釘宮さんのことを想おもって、心配してくれてるからだよ。だから、いけないって言われても会いに来ちゃうんだ。

　行動は間ま違ちがったけど、それとは別に気持ちは正しくて、うれしく思ってるんだって言ってやらないといけないって思ってさ」

「それは……でも、お礼を言うのはわたしです」

　遊はゆるりと首を振った。

「昔、俺がまだ小学生で、母さんが風邪を引いた時さ。俺、看病しようとしたんだ。料理バサミでリンゴ切ったり、レトルトのおかゆ作ったり。で、それを持って行ったら、母さんにすごい勢いで怒られたんだ。部屋に入って来ちゃダメ、台所を散らかさないで、一人で遊んでなさい……って。その時は俺、子供がちょろちょろしても病人を困らせるだけだって、自分が悪いことしたと思った」

　半面だけ、美遙が振り返った。

「そんなこと……お母さんは春日井くんまで風邪を引かないように心配して」

「そうだと思うよ。そうじゃなきゃ、ほとんど角切りになったリンゴとか味付けし忘れたおかゆとか、全部食べてはくれないもんな。でも、俺は言ってくれないと気付けない奴やつだし、まして子供だったから今にも増して察しが悪かったんだ。

　おんなじように、母さんが仕事に掛かりきりなのを非難するばかりで、俺のことを想って一いつ生しよう懸けん命めいゲームを作ってたってことに気付けなかった。

　だから俺は、春羽がそういう優やさしい気持ちを持ってくれてること自体はうれしいって、しつこいくらい伝えたいんだ。風邪の釘宮さんに会わせないからって、会いたい気持ちが悪いって言ってるんじゃないって、きちんと分けて伝えたいんだ」

「春日井くん……」

　美遙から目をそらす。今度は、照れくさいことを言ってしまったから。

「春羽が釘宮さんを好きで、釘宮さんのために何かしたいって気持ちを否定することは絶対にしないって決めてるんだ。

　だって、釘宮さんは春羽の母さんだから」

「………………」

　そして、沈ちん黙もくが落ちた。

　美遙から目を背そむけたままの遊は不安になってきた。いくらなんでもクサすぎたろうか。と言うか、自分でも恥はずかしすぎて泣きそうになってきた。

　が。

　先に泣き始めたのは、美遙の方だった。

　最初はしゃっくりをしたのかと思った。それがう、うと繫つながって、連なって、そうして嗚お咽えつになって流れ出した。

「わ、わたし……わたし、こんなことして、最低だ……」

　美遙は両手で自分の顔を覆おおっていて、こぼれ落ちる言葉もくぐもって聞こえる。

　遊は、困った。

　何が困ると言って、事態を全く把は握あくできないのが困る。今の流れのどこに、美遙を泣かせる要素があったろうか。

　ともかくも、遊が悪いに違いない。遊の前で女性の機き嫌げんが悪くなったら、大たい概がいにおいて遊が無神経な振る舞まいをしてしまったからなのだ。子供の頃ころから冬風に言われ続けているのだから間違いないだろう。冬風はいつだって正しい。

　美遙の顔を見ようにも、まだ服を着ていないのだから前に回るわけにもいかなかった。結果、しゃくり上げる美遙の背中を前に、おろおろと惑まどうことしかできない。

　とりあえず今の格好では症しよう状じようが悪化しそうなので、脱ぬぎっ放しになっていたパジャマを羽織らせて。

　遊は美遙が泣き止やむまで、ぽつねんとベッドの隅すみっこに座っていた。

「ごめん……ごめんね春羽……」




　こチ……こチ……と。

　十数分後、明かりが消されて真っ暗になった美遙の部屋で、アナログ時計の隠いん微びな作動音が聞こえていた。

　また一人になった美遙は、ベッドの中で小さく鼻をすすり上げた。泣いたせいか風か邪ぜのせいか、その両方か。

　あの後しばらくして、美遙は声を落ち着けて遊へ謝った。遊は自分が何かしたせいで美遙が泣き出したのだと思い込んでいたらしく、面おも白しろいくらい戸と惑まどっていた。

　結局、頭がぼうっとして気が弱くなっていただけだと言い訳して、遊をごまかして帰すことには成功した。美遙の言い分を信じてくれたと言うよりは、春羽を一人にしておくのが心配になってきたのだろう。

　遊が風邪薬と水を持ってきた時には、眠ねむたそうに目をこする春羽といっしょで、春羽は機嫌を直していた。仲直りできたようだ。今日は遊と二人で寝ねると約束してくれたので、一度だけ抱だき締しめた。

「おかーさん、カラダあつい……」

　びっくりしたような春羽の声と、頰ほおに触れた小さな掌てのひらの感かん触しよく。

　春羽と遊は手をつなぎながら去って行った。と言っても、隣となりの部屋で寝るのだが。

　そうして。

　遊と春羽のいなくなった部屋の中、遊に汗あせを拭ふいてもらったベッドの上で、布ふ団とんにくるまる。静せい寂じやくが戻もどってくると、先ほどの醜しゆう態たいが思い出された。

　──いくら気が滅め入いって卑ひ屈くつになっていたからといって、とんでもないことをしてしまった。恥ずかしさと後こう悔かいと自己嫌けん悪おと、今さらの恐きよう怖ふが胸に籠こもって息が苦しい。

　女友達や春羽と違って自分には想像もできない、異性の骨格の力感で肌はだをなぞられる違い和わ感かんがまだ背中にくすぶっている。タオル越しのやんわりした刺し激げきでしかなかったのに、普ふ段だんはお腹なかの底に澱よどんでいる何かを絞しぼり出されて、胸の裏へぎゅっと詰つめ込まれた。思い出すだけで全身に鳥とり肌はだが立つような痺しびれだ。『ＣｔＧ』で性別の選せん択たくができない理由を知れた気がする。

　日下秋理のように言うなら、遊は美遙とは違うカタチの、対ついになるカタチの生き物なのだ。春羽という要かなめが抜けただけで、知ち恵えの輪のように変な具合に絡からまってしまいそうになる。

　……相手が遊でなかったら、あるいは自分の女性としての魅み力りよくが稚ち拙せつでなかったら、今いま頃ごろどうなっていただろう？　考えて、やめて……吐はく息が熱い。パジャマのボタンを外す指がもつれる。

　男の人の前であんな格好をしたなんて、母が知ったら卒そつ倒とうするかも知れない──そう思うと、少しだけ達成感があったりしたが。

　……母も、遊の母が遊に気持ちを伝え損そこなったように、美遙には伝わらない多くの優しさで美遙を束そく縛ばくしていたのだろうか。秋理のように、娘むすめを自分のコピーとしてひたすら追従させるだけの人ではなかったのだろうか。

　判わからない。けれどもう一度会ってみたいと思うようにはなってきた。

　でも、そんな風に考えられるようになったのは遊と春羽のお陰かげで、だから、やっぱりまだ戻れない。偶ぐう然ぜんのように流れ着いたこの家が、いつの間にか逃にげ込む場所ではなく、ここにいたい場所になっていた。

　そうだ。

　春羽も、春羽のお父さんも。

　誰だれにも、渡わたしたくない……

　美遙は、布団の中でぎゅっと体を丸めた。今かき抱いだいている物を、どこにも逃がさないように。







　その隣の部屋で、春羽と並んで寝ている遊はどうにも寝付けず、天てん井じようを見つめていた。

　かたわらの春羽は、絵本を読んでやっている内に案外あっさり寝入り始めたが、遊の袖そでをがっちり摑つかんで放してくれそうにない。あと、脚あしの片っぽが遊の腹の上に乗ってきたり蹴けってきたりしている。しかし、遊はそれを気にしないほどに考え込んでいた。

（釘宮さん、どうしちゃったんだろ……？）

　初めて会った時から解わからなかった美遙が、ますます解らなくなった。

　男性に対する警けい戒かい心しんが人一倍強い子なのにあんな風に肌を見せたり、かと思うと突とつ然ぜん泣き出したり。発熱で情じよう緒ちよ不安定になっているにしても突とつ飛ぴすぎる。

　不思議と、悪いような感じはない。いや、眼福だったからということだけではなく。

　彼女の言動には戸惑うこともあるが、いつも真面目まじめで一生懸命だ。今日も、何事か思い込みが激しく空回りしたのだろう。

　美遙が弱って、傷付いているのなら、その原因を取り除いてやりたい。

　考えて思い浮うかぶのは、やはりこの「家」を変えようとする日下秋理の存在だ。

「……日下さんには、はっきり断らないとな」

　この奇き妙みような家族をどこまで続けられるのか、遊にもよく解らない。

　それでも、守るために全力を尽つくそうとは思う。美遙も春羽も傷付いてほしくないし、もし傷付くならまずは遊が盾たてになる。

　親の役目なんてものはよく解らないが、遊が二人にしてやりたいのはそういうことだ。

　だから。

　強がっていてもどこか不安定で、放ほうっておけないようなところのある秋理のことも、はっきり拒きよ絶ぜつしなければならない。




　──などと力強く決意した遊だったが、その夜は美遙の白い背中が頭にこびり付いて朝方まで寝付けなかったという。




　　　　◇




　冬風はためらいなく、背後から遊を刺さした。

　鋭するどい刃やいばが、柄つかまで通れとばかりに脇わき腹ばらへ突つき込まれる。

　うつむいた顔を陰かげに沈しずめた冬風。水が亀き裂れつからこぼれるような声を落とした。

「あんたが悪いのよ……あんたが……」

　水なのに、とても、熱い。そんな狂くるおしい声こわ音ねが、彼には聞こえているのだろうか。

　一息に刃を引き抜ぬく。遊の体から命とともに噴ふき出す血潮が冬風の体へと降りかかる。そう──


　Back Attacked! Guardless Hit! Sleep Recovery!



　攻こう撃げきに特とく殊しゆ判定が付いた時の血文字を描えがきながら。

　冬風……の、操あやつるアバターであるところのレンが、急に声をあっさりさせて続けた。

「あんたが、《眠りの吐と息いき》なんか浴びるから」

　《睡すい眠みん》のステータス異常──プレイヤーが本当に寝るわけではないが解除されるまで視界が閉とざされ動けなくなる──から復帰した遊のアバター・クランプは、立ち上がるなり振ふり向いて怒ど鳴なった。

「こんな深々と刺すことないだろ!?　ヒットポイントごっそり減ったぞ!?　かすりヒットでいいんだ、こういうのは！」

　《睡眠》状態は声かけや揺ゆするくらいでは解除されないが、少しでもダメージを受けると解除される。だから、味方がいる場合は武器で軽くチクリとやって目覚めさせてやることもできる。

　これほどぶっすり行くプレイヤーはまずいまい。レンは、現実世界の冬風と同じ淡たん白ぱくな顔で弁明してきた。

「ごめんなさい。わたし初心者だから加減が判らなくて」

　しゃあしゃあと言いながらもレンは小しよう剣けんを振るい、木に巻き付いたまま襲おそいかかってくる蛇へびを斬きり伏ふせた。クランプを眠らせた『瀆とく蛇じやポリューションヴァイパー』というモンスターだ。

　剣と魔ま法ほうの世界球スフイアドラゴンズ・グレイヴの沼しよう沢たく地帯に出しゆつ没ぼつし、素す早ばやい動きと様々な状態異常を起こす吐息ブレス攻撃を備える。その強敵を、挙動に融ゆう通ずうの利きかないセミオートの斬ざん撃げきであっさり斬って落とすあたり、自じ称しよう初心者とは思えない技量ではある。

　だからクランプは、険悪に口を尖とがらせた。

「ウソつけ！　俺に思うところがあるならはっきり言えよ」

「別に」

「昨日、本屋に付き合えなかったのは釘宮さんの風邪がまだ治りかけだったからで……」

「別に、って言ったわよ」

　冬風レンにはぐらかされるのはいつものことなので、クランプは溜ため息いきを吐いてポリューションヴァイパーの死体の側そばに膝ひざを突いた。『ＣｔＧ』での死体は、耐ヒツト久値ポイントが尽きた時点で繊せん維い質のオブジェに変わって一定時間で消しよう滅めつする。その乾かわいた骸むくろから、そこだけ明めい滅めつしている牙きばを折ってアイテムとして取得した。

　クランプが倒たおした四匹ひきの牙と合わせて町の教会に持って行けば、薬の材料を集めるクエスト達成となる。

「……さて、これでお前の装備をそろえられるな」

　レンの装備はほとんど初期装備と変わらない。着実な育成をせず、ひたすらクランプの動向を追っていたため、新規ユーザーのキャンペーン特典でもらった武器以外は最低レベルの品だ。露ろ出しゆつの大きい見た目通り、防ぼう御ぎよ性能は無いに等しい。

　現実の冬風は、体の小ささに反して大人っぽい、落ち着いた服を着ていることが多い。ほぼ同じ顔のレンが、肌をさらす格好をしているのは新しん鮮せんではあった。それ以上に落ち着かなくもあるけれど。

（いや……レンは冬風であって冬風じゃない。他ほかの奴やつに見られたって、イライラすることなんてないんだ……）
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　だから、というわけでもないが。

　このクエストの報ほう酬しゆうで、実戦レベルの装備をそろえられるはずだった。クランプのストックを提供しようと言ったのだが拒きよ否ひされたので、資金稼かせぎに協力することで手を打ったのだ。

「……で、その病やみ上がりの釘宮美遙さんを放って、昼間から遊んでていいの？」

　美遙が風か邪ぜを引き、遊が汗を拭いたりした日から三日が経たっている。美遙の風邪はもう全快し、昨夜ゆうべは春羽と二人で眠った。久しぶりに一人で寝た遊は自由な夜を満まん喫きつしたわけだが、朝起きた時、予想以上に寂さびしかった……ことは、冬風には言いづらい。

「もうすっかり良くなったし、一人で買い物行きたいって言うから俺は留守番してるんだよ。ほら、男子には見られたくない買い物あるだろ」

　長い間、母と二人暮らしだった遊だけに、多少の理解はあるつもりだ。

　春羽はおかーさんに付いていくと言って聞かず、いっしょに行くことになった。甚目の車で出たので現在の春日井家には遊一人が残っている。

　状じよう況きようを聞き終え、レンは訳知り顔でうなずいた。

「なるほど、早くも家庭内で村八分ね。その内、『どっか出かけないの？　家にいられると邪じや魔まなんだけど』とか『臭くさい』とかストレートに言われて、自分の部屋と庭先にしか居場所がなくなるのだわ。ああ、やんぬるかな。悲しきは男親ってね」

「春羽はそんなこと言わない！」

「大きくなればそんなもんよ」

　ウソだっ……そんなはずない、春羽はいつまでもおとーさんおとーさんって笑いかけてくれるんだ……と、現実逃とう避ひに膝を突くクランプ。しばらくうつむいてぶつぶつ言っていたが、ふと顔を上げて訊きいた。

「大きくなるまで、いっしょにいられるかな？」

　レンは憮ぶ然ぜんとして腕うでを組んだ。

「わたしに訊かれても困るわね」

「日下さんのことは話したよな、ハルハの体の母親。プールで釘宮さんとやり合ってから姿を見せないけど、たぶんまた来ると思う。どうすれば春羽を諦あきらめてもらえるかな？」

　遊は当たり前のように、冬風に相談に乗ってもらえるものと思い込んでいる。今日、いっしょに『ＣｔＧ』へ入らないかと誘さそったのも単に無ぶ聊りようの慰なぐさみではなく、当面の問題に関して冬風の意見を聞きたかったからだ。

　しかしレンは投げやりに答えてきた。

「……じゃあ、こうしましょう。春羽を両側から引っ張り合って、春羽が痛がった時に手を放した方が本物の母親ってことで」

「いや、そういう大おお岡おか越えち前ぜん的てきなやつじゃなくてさ……真しん剣けんに考えてくれよ。釘宮さんは、それで悩なやんで体調崩くずしたようなもんなんだぜ」

「なんでわたしが、釘宮某なにがしのために思案しなきゃいけないのよ」

　レンの声にトゲが立ち、クランプはぎくりと背をこわばらせた。やっぱり美遙のことになると機き嫌げんが悪くなる。

「く、釘宮さんのためってだけじゃないよ。ただ、春羽には釘宮さんが必要だって思う」

「で、遊には春羽が必要なの」

「それは……うん。あの子がこっちで生まれてから毎日が楽しいし、このゲームの──つまり母さんのことだけ考える生活から抜け出せた気がする」

「……つまり遊には……必要なわけね」

　？　なんで二回言ったんだろう？　疑問に思ったが、問う間もなくレンはさっさと話を進めてしまう。

「あんたたちみたいに、ゲームで子供を産んだなんて連中は前例がないんだから、客観的な権利なんか争っても意味がないと思う。

　好きだから渡さない、本人も望んでいるから渡さない、って言い続けるしかないんじゃない。権利や義務なんて、所しよ詮せんは心の落とし所を形にした物でしかないんだから」

「やっぱ、それしかないか……」

　遊が信じうる限り最も理性的な人間である冬風が言うのなら、そんな正面突とつ破ぱが正しいのだろう。遊は自分でも呆あきれるくらい、あっさり安心した。冬風の言葉で不安が逃にげ、腹が決まった。

　しかし。

「わたしだって、そうよ。大切なものが奪うばわれそうになったら、ただひたすらに渡わたさない」

　続いたレンの言葉には、なぜか震ふるえるほど肝きもを凍こごえさせたが。




　そんな二人の前に、彼女たちは現れたのだ。
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　その頃ころ。

　甚目に送ってもらって近場のショッピングモール、ぱやぽーとを訪おとずれた美遙は、車で仕事をして待っているという甚目と別れて春羽と構内を散策していた。

　どうしても自分で買っておきたかった物は、すでに薬局で調達してある。後は晩ばん御ご飯はんのおかずだが、それは最後でいいだろう。病気明けで久しぶりの外出だ、あえて漫まん然ぜんと足を動かしたかった。

「おかーさん、つかれてない？」

　自分は元気ではち切れそうな春羽が、楽しいのと気き遣づかわしいのをごちゃ混ぜにした顔で訊いてくる。

「うん。もう元気だよ」

「つかれたら、ハルハがあれではこんであげるからね。あれならハルハもうんてんできるよ」

　繫つないでない方の手で春羽が指したのは、花屋の前に置かれた台車だった。美遙は笑った。

「うん。疲つかれちゃったらお願いね」

「おっけー」

　今度こそ楽しさ一〇〇パーセントの笑え顔がおになった春羽が、美遙の手を引いて軽かろやかに歩く。

　美遙が寝ね付ついている間は春羽も外へ出かけず、家でもそもそと遊んだり甚目といっしょに小学校の教科書を読んだりしていた。『ＣｔＧ』ですらろくにフィールドへ出なかったという。久しぶりに心置きなく外出できて、春羽はぴかぴかと晴れ渡っていた。

　しばらく左右の店を眺ながめて「あれはクツのおみせ」などと指差していたが、ふと美遙へ微笑ほほえんで──安あん堵どの声をこぼした。

「よかった……おかーさんがしんじゃわないで」

　思わずぎょっとして、立ち止まってしまう。

「普ふ通つうの風邪じゃ、そうそう死んだりしないのよ」

「うん、おとーさんもいってたよ。おとーさんのいったとおりだった」

　春羽はそう言ってうれしそうにこちらを見上げているが、美遙は胸を衝つかれる思いだった。

　なんてことだ。

　春羽は──自分で病気をしたことがなく、初めて「病人」を見たこの子供は。

　ここ数日間ずっと、どの程度心配するべきか解わかっていなかったのだ。

　もちろん、遊も甚目もちゃんと、風邪についての正しい知識を教えただろう。しかし、命の危険のないゲームの中で生まれ、現実世界に出てきたその日に遊が殺されかけた春羽にしてみれば、人間がどの程度丈じよう夫ぶなものなのか、実感の持ちようがないではないか。

　どれほど不安だったろう。どれほど怖こわかったろう。どれほど美遙に触ふれて体温を確かめたかったろう。

　そんなことに思い至らず、寝込んでいる間ずっと自分の居場所を守ることだけ考えていた自分が、どうしようもなく情けない。思わず泣きそうになったがこらえて──春羽を困らせるだけだ──、ただその場にしゃがみ込んで春羽の頭を撫なでた。

「もう解ったでしょ。おかーさん、けっこう丈夫だから風邪は平気。

　でも、心配してくれてありがとうね、春羽」

　春羽はなぜ感謝されているのか解らなかったようだったが、いい。遊も言っていたように、無用な不安を正すのとは別に、そんな風に心配してくれたのがうれしいという気持ちも伝えておきたかった。

　それは間ま違ちがいではあっても「わるいこと」ではない。

　美遙の母だって、やり方が受け入れ難がたいくらい強ごう引いんなだけで、美遙のことを大切に思ってくれてはいるのだろう。でもあの人は、自分の人生と美遙を切り離はなして考えられないから……

「失礼」

　物思いに沈しずみかけたその時、コツンという杖つえの音とともに、声がかけられた。

　美遙は往来の真ん中で座り込んでいたわけで、あわてて立ち上がる。これでは通行の迷めい惑わくだ。

　しかし顔を上げた美遙は、呼びかけられたのが道行きの邪魔になっていたからではないことに気付いた。その声の主を知っていたからだ。

　日下秋理が初めて春日井家を訪れた日、車に同乗していたあの青年だった。
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「母親の作ったゲームを密会の宿にして不ふ倫りんとは」

　木々の狭はざ間まを縫ぬって吹ふく風が、少女の金きん髪ぱつをさらりと揺ゆらす。アリシアなる名を持つアバターは、ぞろりと羽織った白衣をひるがえした。

　仮想世界でもやはり、ハルハをスケールアップしたような少女がそこにいる。

「不道徳ここに極きわまるわね、春日井遊」

「日下さん、なのか……？」

　噂うわさをすれば影かげがさす、と言ってはそのまますぎて、クランプは鼻白んだ声を出した。『ＣｔＧ』を動かすなんたらコンピュータが、またファジーすぎるところを見せて幻げん影えいを作り出したのかと疑ったのだ。

「今はアリシアよ。ゲーム内で実名を呼ぶとは、つくづくマナーのなってない男だわ」

　だが、この融ゆう通ずう無む碍げな御ご無む体たいぶりは間違いなく日下秋理だ。

「自分だって春日井遊って呼んだのに……」

「まぁどうでもいい」

「……どうでもよくはないわね、日下さん」

　割り込んできたのは当然、レンだった。当て付けがましく名を呼んで、返ってきた視線を真っ直すぐ迎むかえ撃うつ。

「誰だれと誰が不倫してるって？」

「ふン……小槌冬風。妻子のある男と二人きり、こんな寂さびしい場所でしけこんでいれば密会と言い不倫と言うのよ」

「い、いや、妻子って言ってもゲームでの話……あれ？　いやここはゲームの中だから間違ってないのか？　いやでも、別にやましいことは何も……」

　怖おず怖ずと間に入ろうとしたクランプは、なぜかあまりにも弱よわ腰ごしだったせいか完全に無視された。

「それを言うなら、薄うす暗ぐらい路上で背中から抱だきついていたあなたはどうなるの？」

　冬風が遭そう遇ぐうした、秋理が遊に負ぶわれていた一件の事だろう。アリシアは口を歪ゆがませた。

「ぁ……あれは、乗って下さいと頼たのまれたから足にしてやっただけよ。きっと前世が駄だ馬ばだったんでしょう」

「残念ながら、協議の結果、遊の前世は去勢されたナマコだと決まってるの」

「いろいろとおかしいだろ!?　なんか聞き覚えもあるけど！」

　クランプの抗こう議ぎはやっぱり無視された。

　無視したが、レンはきっぱりと言った。

「わたしをダシにしてあの子供を連れていこうとしても無む駄だよ」

　敵意を隠かくさない声こわ音ねだ。まるで、子こ猫ねこを守って威い嚇かくする親おや猫ねこのような。しかし。

　アリシアは笑みを浮うかべた。奇き妙みようなくらいイージーな笑顔だった。

「そんなことは解ってる。釘宮美遙も春日井遊もとんだ頑がん固こ者もののようだからね。

　だから今日は、代わりを持ってきたの」

　………………

　クランプとレンは、沈ちん黙もくした。

　無論、意味が解らなかったからだ。だから二人してアリシアの補足を待って、二人してそれを後こう悔かいすることになった。

「出てきなさいソラリ・ロートヴァング」

　アリシアの呼びかけに応こたえて木こ陰かげから現れたのは、大人の女性だった。遊クランプにも冬風レンにも見覚えのある、春日井家のリビングにも写真のある、女性の姿をしていた。ドラゴンズ・グレイヴの世界観に合わせた平服に違い和わ感かんがあったが。

　今度はアリシアが反応を待ったようだったが、二人は一いち言ごんもなくソラリと呼ばれた女性を見つめている。

　仕方なく、アリシアから彼女を紹しよう介かいした。

「これはソムニウム型と呼ばれるハダリーズでね。普通は身体形状と精神は表ひよう裏り一いつ体たいで不可分なんだけど、でも、このタイプの精神はどんな肉体にも宿ることができる。

　つまり、肉体さえ用意してやれば、ソラリはどんな姿にでもなることができるの。作業服を着き替がえるように、環かん境きように応じて肉体を変へん更こうすることで万ばん能のうを目指したハダリーズよ」

「それで？」

　レンがようやく口を開いて、説明を促うながした。彼女があまり驚おどろいていないように見えるからかアリシアは不満そうだったが、素す直なおに続けた。状じよう況きようを自分が主導していると錯さつ覚かくしているらしい。

「わたしは春日井遊のことをよく調べたわ。今でこそのほほんとしてるけど、つい何ヶ月か前まで学校以外は『ＣｔＧ』に引き籠こもり状態で、高校に入ってからは陰いん気きに過ごして新しい友人も作らなかったというじゃない。

　そしてそのきっかけは、母親と死に別れたこと。父親を追い出してから一〇年以上も二人で暮らしてきたんですってね。まぁ……マザーコンプレックスになるのも、解らなくはないわ」

　最後の部分は少しだけ優やさしいトーンになっていたが、クランプは全く気付かなかった。そんな余よ裕ゆうはなかった。

「それで？」

　レンは繰くり返した。まだ解らないのかと、アリシアは苛いら立だち交じりに結論を告げた。

「だから新しく作ってあげたのよ！　恋こいしいお母さんを！」

　アリシアが手を前に突つき出したのを何かの合図と取ったのか、彼女の後ろに控ひかえていたハダリーズが一歩前に出る。

　その容姿と体付きは確かに、死んだ時より少し若い、春日井愛まなのそれだった。

　死せる遊の母親。その姿を生き写し……いや死に写した女性は、遊に向かってぼんやりと首を傾かしげた。

「どうも」




　その瞬しゆん間かん、アリシアの肩かた口ぐちに湾わん曲きよくした刃やいばが突き刺ささって派手に血を飛沫しぶかせた。

　ついに我が慢まんの限界に達したレンが、この女を殺すことにしたのだ。
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「秋理のこと、赦ゆるしてやって下さい」

　杖の青年は、日下度たく海みを名乗った。年の頃ころは二十代後半、あの日下秋理の兄だという。

　ショッピングモール内の喫きつ茶さ店てん。朱あかみがかった照明が卓たく上じようのコーヒーに照り返して金色に光っている。

　窓まど際ぎわの席で、美遙と度海が向かい合って座っていた。

　春羽は、プロムナードを挟はさんで向かい側に在るゲームセンターで遊んでいる。一人でいさせるのは心配だったが、秋理の車を運転していた男──いわゆる運転手さんだろうか──が、勝手に出て行かないように見てくれている。

　度海に、秋理のことで話があるから時間をいただけないでしょうか、と丁てい寧ねいに請こわれた美遙は断るわけにもいかず、ぱっと目に付いた喫茶店で話を聞くことにした。美遙にしても、プールでの衝しよう突とつ以来しばらく姿を現さない秋理のことを気にしてはいたのだ。

「あの子がハルハむすめさんにこだわっているのも、あんな風に偏かたよった考えを持つようになったのも、元はと言えば僕や父のせいなんです」

　度海は妹とは正反対の性格に見えた。つまり、穏おだやかで優しげで、挙きよ措そに余裕がある。長身なのに儚はかなげなのは、瘦やせていて片足を引きずり気味なせいだろうか。

　この年とし頃ごろの男性と話し慣れていない美遙は、舌をもつれさせながら訊きき返す。

「それは、どういう……？」

「日下秋理という女の子は一度、死んでいるんです」

「は……？」

　口を付けていたコーヒーを戻もどしそうになる。

「ひ……人が生き返ることなんてあるんですか？」

　春羽のように不思議な生まれ方をする子供がいる時代とはいえ、それとはまた違ちがう話な気がする。臨死体験から生せい還かんしたとか、そういう意味だろうか。

　度海は苦く笑しようして謝ってきた。

「すみません、いかにも突とつ飛ぴでしたね。まず、僕のことから話しましょう。

　僕のこの足は、幼い頃に父と訪おとずれた海外で厄やつ介かいな感かん染せん症しように罹かかって悪くしましてね。僕自身、記き憶おくが曖あい昧まいですが、一時は命の危険もあったそうです。

　父はその時、恐きよう怖ふしたそうです。思いがけない事で危あやうく子供を亡なくすところだったと。……ああ、うちの父は異様なまでに家族への情が深い人でして。それ自体は悪いことではないんでしょうが、僕を失いかけたことで常じよう軌きを逸いつしてしまった」

　一いつ瞬しゆん、度海の目に影が差した。それはすぐに消えて、言葉の内容に籠もった。

「子を失う恐怖に懲こりた父は、次の子供である秋理が生まれた時に、バックアップを用意しました。

　──そう。秋理には予備が作られたんです」




　　　　◇




「あ、アタマおかしいんじゃない!?」

　ヒットポイントを払はらって塞ふさがっていく肩かたの傷とレンを見比べながら、アリシアは罵ば声せいを震ふるわせた。

　そのレンは、クランプに後ろから抱きすくめられてアリシアへの殺意を達せずにいる。

「やめろ冬風！　もういいから！」

「あんたがいいかどうかは関係ない。わたしがその女を殺けしたいの。別にいいでしょ、こういうことも認められてるゲームなんだから」

[image: ]

　レンの声は平静で、いつも学校で聞いている物もの憂うげな語りと何も変わらない。だが遊は知っている。小槌冬風は口調や声音だけでは機き嫌げんの度合いが判わからない女だ。全体を見て、歯車の狂くるい具合から察するしかない。

　今は相当に、ガチャガチャしていた。

　クランプはレンを捕つかまえたままアリシアを睨にらんだ。あいさつ以来突っ立っているもう一人を見ないようにしたとも言う。

「……あんたもなんのつもりだ？　言っておくが俺だって頭に来てるぞ」

「言った通りよ。あなたの母親を甦よみがえらせてあげるから、あなたはハルハを渡わたしなさい」

　レンに警けい戒かいの視線を送りつつも、アリシアは一いつ切さいの疑問を感じさせない声で言い切る。

「『ＣｔＧ』に接続しているユーザーの中から、春日井愛の記憶を持つと思われる人間をピックアップして情報を吸い出し、まずは外見を完全に再現した。まだ時間はかかるけど、同じ方法で記憶もある程度はエミュレートできる。

　こういう複製デユープした人間をＮＰＣやハダリーズにして複製デユプ人間リカントを作る手法は以前から試行錯さく誤ごされていたけど、任意の人格を付ふ与よしようとすれば拒きよ絶ぜつ反応で必ず不具合を引き起こしていた。

　それを可能にするのが、ソラリの持つ変へん幻げん自じ在ざいの精神性絶群マン・進化モツド『ジュ・アンテルディ』。すごいでしょ!?　わたしが最終調整をしたの！

　これであなたに母親が帰ってくる。まだ現実世界へ受肉する目め処どは立っていないけど、仮想世界ではいつでも会えるわ。文句はないでしょ？」

「よろしくお願いします」

　アリシアにうながされて、遊の母の姿をしたソラリが小さく会え釈しやくする。子供のような声だった。それは、感情の仕組みが常人と違うようなメメントとも、常にフラットなイクィ・リブリゥムとも違う、知性はあるがその中身がないようなあどけない声こわ音ねだった。

　当然、遊の母からは懸かけ離はなれた仕草の塊かたまりだ。

　生身ならぬクランプの全身に生理的な嫌けん悪おがわき上がる。レンと同様、暴れ出して滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたい暴力的な衝しよう動どうに囚とらわれたがなんとか思い止とどまった。昂たかぶった頭の中に、春羽の顔が浮うかんだから。

　あくまでソラリを無視して、感情を押し殺した声をアリシアに向ける。

「それは母さんじゃない。だから連れて帰って……他ほかの誰だれでもない、一人のハダリーズに直してやってくれ。俺が言いたいのはそれだけだ」

　そのままレンを引きずって背を向ける。

「なッ……何が不満なのよ!?　十分な人数からアンスロピック・データを引き出して掛かけ合わせて、細かなところまで完かん璧ぺきに再現できている！　母親が生き返るのよ!?」

　アリシアは声だけで追いすがって叫さけんだ。隣となりのソラリ・ロートヴァングは周りを飛び回る蝶ちようを目で追っている。

　クランプは振ふり返らずに答えた。

「そんなのは生き返るとは言わないだろ。いくら外見が似てても中身が伴ともなわなきゃ……心を失なくしたゾンビと同じだ」

「心なんてカタチのないもの、後からなんとでもなるでしょ！　知能は柔じゆう軟なんなんだから変えていけばいい！」

「……今こうしている間も、世界の全すべてが変わっていってる。その中で、過去と同じ経験や感情の記憶を持てるわけがないでしょ」

　ようやく小しよう剣けんを納めたことで解放されたレンが、あるいは言わずもがなのことを指し摘てきする。

「同じ人間は二度と作れない」




　　　　◆




「秋理の妊にん娠しんが確かく認にんされた時、父はコネを使って受じゆ精せい卵らんを複数クローニングさせ、一つを母に戻し、残りを予備として保管しました。

　そして母は無事に女の子を出産して、秋理と名付けました」

　喫茶店の中は冷れい房ぼうが効いているというのに。

　美遙は、こめかみに汗あせが伝うのを感じていた。度海は淡たん々たんと語っているが、秋理の出生はいきなり不ふ穏おんだ。遺伝子工学を応用した医い療りようが発達したこの時代でも、人間のクローンは禁じられている。

　ゲームから生まれた子供と暮らしている美遙でなければ、忌き避ひ感かんから席を立っていたかも知れない。

「父は秋理を愛し、僕の時みたいな失敗を犯おかさないよう手厚く囲って育てました。母も、僕が足のリハビリで苦労したのを見ていたせいか、秋理をまるで室内犬のように常に目の届く範はん囲いへ置いて可愛かわいがっていました。

　僕にも懐なついてくれて、大きくなったら僕の足を治せるようなお医者になるって口くち癖ぐせにしてましたっけ……」

　度海は、深く息を吐ついた。

「ところが、過保護も虚むなしく──最初の秋理は、小学校に入る前に事故で儚はかなくなりました。母といっしょに、病院で定期検査を受けるために車で移動中の事でした」

「それじゃ、お母さんも……」

「ええ。苦しむ間もない即そく死しだったのが幸い……とは思えませんが。

　当時学生だった僕も、母と妹をいっぺんに失って、父に劣おとらず嘆なげき悲しみました。しかし、そんな僕に父は言ったんです。

『母さんは本当に残念だったが、秋理は戻ってくる』

　……悲しみのあまり錯さく乱らんしているのだと思いました。僕はその時まだ、冷れい凍とう保存されていたクローンのことは知らなかったんです」

　もう。

　もう、話の行き着く先は見えていた。そして理解した。

　なぜ、日下秋理はあんなにもカタチに拘こだわるのか。拘らなければならないのか。

「元々不安定な技術のせいか、それとも非正規の手段で作られたからか、受精卵のクローンで無事に赤ん坊ぼうまで成長できたのは二人だけでした。その内の一人も数年で亡くなり、父は最後の子供に秋理の名を継つがせ、秘ひ密みつ裏りに育て始めました──そう、あなたも御ご存ぞんじの、あの秋理です。

　僕が初めて会ったのは、あの子が五歳いつつほどになってからですが、驚おどろきました。前の秋理とそっくりだったんですから。いえ、当然なんですが、それにしても。

　父は……二人目の秋理に、お前は生まれ変わったのだと教えて育てました。一人目の秋理の思い出を語り聞かせ、記録を見せ、同じ服を着せ、前と全く同じ教育を施ほどこし経験をさせました。

　そうやって、生まれた時から仕立て上げられた秋理は、自分が本当に一度死んで生まれ変わったのだと思い込むようになりました」

「…………非ひ道どい」

　思わず、率そつ直ちよくな感想が口を突ついていた。あの日下秋理は、生まれた時から別人の続きとして育てられたのだ。それが絶対的な悪なのかどうか、すぐには判断できなかったが、ともかくも美遙は口走っていた。

　対する度海は怒おこるどころか恥はじらって、深くうなずいた。

「その通りだと思います。本当なら僕が……他の誰でもない僕が止めなきゃいけなかった。でも、僕が知った時にはもう秋理は自分を転生者だと信じていましたし、それを正すのはとても残ざん酷こくなことに思えてしまった。

　それに、父は仕事はできますが家族の事になるとどうしようもなく弱い人間です。自分が連れ出した旅行先で息子むすこを死にかけさせた上に後こう遺い症しようを残し、さらに妻と娘むすめを失ったことですっかり参っていました。今の父を支えているのは、クローンの中から生き延びた秋理の存在だけなのです。今、僕は彼から少しずつ会社の実権を受け継いで引退させる準備を整えていますが、もうしばらくはおかしくなってもらうわけにはいきません。

　もちろん、そんなことは言い訳にはなりませんが……ただ」

　そこで度海は、突とつ然ぜんテーブルに両手を突いて頭を下げた。

「秋理のことを憎にくまないでやってほしいんです。

　あの子がハルハさんに執しゆう着ちやくするのは、自分を残して失われた『予備』を補ほ充じゆうできるんじゃないかと、そんな馬ば鹿かな考えに憑つかれてのことだと思います」

　秋理は、自分と同時に生まれて、そしてあっと言う間に死んだもう一人のクローンのことを覚えているのだという。その子供は、秋理と同じ姿をしたその子供は、ある日いつものように眠ねむってそのまま目を覚まさなかった。

　秋理の体は今はもう安定しているが、「あの自分」と同じように突然いなくなるのではないかと、そんな不安は彼女の魂たましいに刻み込まれてしまっている。

　実際、秋理の体がどんなきっかけで予想も付かない異常を起こすか、主治医にも確かなところは判らないという。

　その話を聞いて美遙は思い出した。春羽が現実世界にやってきて、初めて眠る時に言った言葉だ。

『だって……「ねむる」って、なんにもみえなくて、きこえなくて、わかンなくなっちゃうんでしょ？』

　見た目だけで性格は全く似ていない春羽と秋理。しかし、あの「生きている」感覚のずれたような危あやうさだけは共通している。だから美遙は、プールであんなにむきになってしまったのかも知れない。

「愚おろかな父ですが、秋理はそんな父のために、もう一人の秋理を用意して安心させてやりたいんです。今も父は、秋理が難に遭あうことを病的に恐おそれていますから。

　だから悪いのは、あまりにも弱い僕と父なんです。秋理は僕らの犠ぎ牲せい者しやなんです」

　美遙の脳のう裏りを過よぎったのは、プールで戯たわむれる遊と春羽を見つめていた秋理の憧しよう憬けいの眼まな差ざしだった。ゲームから出てきた奇き妙みような娘でも優やさしく可愛がる遊と、自分が普ふ通つうの人間でないことを自覚しながらも無条件に遊を慕したう春羽。二人の姿に、秋理は何を思っていたのだろう。

　そして思い出すのは、美遙の当たり前な言葉に、あんなに傷付いていた秋理の顔だ。

『いくら同じ顔しとっても、春羽は春羽や！　あんたやない！』

　思い返しても間ま違ちがったことを言ったとは思わない。でも、秋理の人生を、存在を、乱暴に否定するようなことを言ったつもりもなかったのだ。

「ハルハさんのことは諦あきらめるように僕から説得しています。でも……厚かましい願いですが、あなたたちのお家を訪ねた時は迎むかえてやってくれませんか。

　春日井さんの家を訪おとずれるのは、あの子が決まった行動範囲を越こえることを嫌きらう父には反対されていました。秋理はそれに逆らったんです。父に依い存ぞんしているあの子にしては、とても珍めずらしいことでした。

　そしてハルハさんや春日井くんの関心を得ようと、あれこれ考えを巡めぐらせている時の秋理は、見たこともないくらい楽しそうだったんです……」

　日下度海は、その頃ころにはテーブルに額を擦こすり付けていた。

　美遙はなんとなく察した。それは美遙や遊に対する謝罪ではなく、どちらかと言えば彼自身の懺ざん悔げなのだと。




　　　　◇




「それでもわたしは生き返った！　一度死んで、その続きを生きている！」

　アリシアの声は悲痛で、しかし誇ほこりと信念に満ちていた。

「人間は死んだってやり直せるの。わたしがその証しよう拠こよ！」

　秋理アリシアが早口に語った出生譚たんに、あれだけ怒っていたクランプもレンも毒気を抜ぬかれて立ち尽つくしていた。

　死んだ娘と同じカタチを持つ子供を、まるで赤ん坊に巻き戻もどっただけというように育て直す。どういう人格が、技術が、心境が、そんな異様な行こう為いを実現させるというのか。

　そして秋理は、その行為を続けるためにハルハを欲ほつしている。

「でも、もうわたしの受精卵は残っていないし、体たい細さい胞ぼうクローンはまだまだリスクが大きすぎる。わたしには、わたしと同じカタチでありながら安定したハダリーズであるハルハが必要なのよ。

　でも急がないと、時間はどんどん過ぎて後天的個体差が大きくなって、取り返しが付かなくなる……まだ生まれて数ヶ月のハルハなら、わたしにできるはずよ！」

「それは……違ちがうだろ！」

　もう手加減も忘れて、クランプは言下に叩たたき落とした。

「春羽はもう、他ほかの誰だれでもない一人の人間になってる！　生まれた時からそう育てられたあんたとは違うし……日下さんだって、前の子供とは──」

「違わない！　わたしは質料も形けい相そうも、そして名前も日下秋理で──だったら日下秋理以外の何者だって言うの!?」

　そう問い返されてしまえば、咄とつ嗟さに論理的な切り返しもできない。聞き慣れない言葉も混じっていたが、要は体も名前も同じ別個の人体は別人か、という話だろう。

「でも……日下さんには、前の人の記き憶おくはないんだろう？　習っただけで」

「じゃあ不治の記き憶おく喪そう失しつを患わずらった人間は、別の個人として認識されるべきだって言うの？　そういう人もゾンビだって？」

　クランプはまた口ごもった。論点がずれている気がするのだが、考えると、それは論点ではなく主に生理的な感情の乖かい離りのように思えてくる。

　秋理の言うことは正しいのか？　いや、もちろん春羽については遊にもすぐ解わかるくらい無理なことを言っているが、ソラリ・ロートヴァングが母と同じ知性と情報を得れば、それは母になるのだろうか？

　日下秋理は、死んだ日下秋理たりえるのだろうか？

「……第一、わたしやソラリをゾンビだって言うのなら、全すべての親を持つ人間もゾンビでしょう。

　人が死んだ後も、その人のカタチをして歩き回る──子供はみんな生リヴけインるグ・死人デツドよ。ましてハダリーズなんていうのは、人類そのもののゾンビじゃない。わたしのゾンビをわたしに戻して何が悪いの？」

「そんな乱暴なッ──」

「待って」

　直情的に言い返そうとしたクランプの肩かたにレンの手がかかる。この遊の相棒は、遊が熱くなるほどに冷静になる。逆もまた然しかりで、だから常にバランスする。

　混乱していたクランプとは対照的に、レンは冷静にアリシアの言葉を聞いていた。そして、その物言いに引っかかった。

「──今のはどういう意味？　『人が死んだ後も、その人のカタチをして歩き回る』のがゾンビ……というのがあなたの定義なら、ハダリーズは『人類が死んだ後も、その人のカタチをして歩き回る』存在だって言うの？　これから共存していく種族なら、ゾンビなんて言い方はしないわね」

「…………」

　今度はアリシアが黙だまってしまう。喋しやべりすぎた──その反動のように。

　レンの追つい及きゆうは続く。

「前から気になってた。なんでここまで秘密裏に、それでいて普通の高校生まで巻き込んで強ごう引いんに、性急に、人造人間を完成させようとしているのか。技術のトンデモ加減に比べてやり方が拙せつ速そくすぎる。

　ヒト平へい衡こう研究所とやらは、何をそんなに焦あせっているの？」

　それは遊も気にしていたことではある。だが、その答えを得てしまうと春羽との関係が変わってしまうのではないかという漠ばく然ぜんとした不安が、遊や美遙から真相を聞き出す意い欲よくを削そいでいた。

　その疑問に──アリシアは、笑った。息に込めて力を逃のがすような、投げやりな笑えみだった。

「やっぱり何も知らなかったのね。奴やつらが焦ってる理由は至し極ごく簡単よ。

　だって、人間はあと七世代の内に絶ぜつ滅めつするんだから」

　聞かされた二人はただ、怪け訝げんな顔をした。冬風は、なんかどっかの国民を長大なスパンで遺伝子レベルで支配するとか、巨きよ大だいな陰いん謀ぼうみたいなものを想像していたのだが、これはあまりに突とつ拍ぴよう子しもない。

「──今から半世紀ほど前、遺伝子とヒト細さい胞ぼうの解かい析せきが進む中で一つの深刻な事実が確かく認にんされた。母性遺伝子の中に、世代を重ねる度たびに少しずつ、でも一定に情報量が欠損する物があることが判わかったの。人種差どころか個人差すらなく、サンプリングされた限り全人類、例外なくね。

　この情報がどういう意味を持つものか？　それは欠損の最低値を記録したサンプルの持ち主の例を収集することで判明した。結果はシンプル、その情報が臨界した個人は子供を残すことができなくなっていた。例外はなかったそうよ。全員が全員、他にはなんの異常もないのに、配はい偶ぐう子しの接合が起こらず受精しなくなった。

　連中はその、欠けていく遺伝情報を導スロウ火線マツチと呼んでいるわ。

　でもって、そのスロウマッチを書き換かえたり回かい避ひしたり、あるいは除去する技術の獲かく得とくは絶望視されている。そして全世界平均で、およそ七世代後──一五〇年から二〇〇年後くらいに、最初の爆ばく発はつが起こる」

「爆発って……子供が生まれなくなるってことか？」

「そう。文化や環かん境きようによって出産の平均年ねん齢れいに大きくばらつきがあるから、全世界で一いつ斉せいに、ってわけではない。でも、その後一〇〇年も経たたずに民族の人口が壊かい滅めつ状態になるんだから混乱は世界中に広まるでしょうね。

　だから世界各国は、スロウマッチが爆ばく弾だんに引火する前に、今とは別の方法で次世代のヒトを作り出さなきゃならない」

　それがヒト平衡研究所。それがハダリーズ計画。

　それが、春羽。

　あまりのスケールに付いていけない遊と違い、冬風はあくまで冷静だった。そもそも春羽の誕生を体感していない彼女は、まだハダリーズの存在に懐かい疑ぎ的てきだ。

「……それが無理なペースでハダリーズを作り出した理由だって言うなら馬ば鹿かげている。そんな離はなれ業わざより、体細胞クローンの量産を試みるべきじゃないの？」

「もちろん、クローンの安定供給で種族を延命する案も持ち上がっているわ。けど、それじゃスロウマッチの問題は依い然ぜんとして残る。偉えらい人は、従来通りの生せい殖しよく行こう為いで増える人間を残したいのよ。信しん仰こう心しんだか文化保存だか政治的なあれこれだか知らないけどね。

　この仮想世界で人造人格とマン・モッドを付ふ与よして、現実世界での受肉に成功したハダリーズは、人間に極きわめて近い形体カタチと知性を持ちながらスロウマッチが欠損していくことがない。理論上は半永久的に繁はん殖しよくが可能な新しん世せい種しゆってわけよ」

　アリシアはそこで言葉を切って、自棄やけを含ふくんで歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。

「でも……ゾンビっていうのは言い得えて妙みようかも知れないわね。今後、ハダリーズは仮想世界で大量に育成され、あるいは不ふ妊にん治ち療りようを装よそおって母ぼ胎たいに移植されて社会に溶とけ込み、混血という形で現人類に感染していく。そうやって純血のヒトはいつの間にか絶滅し、ヒトの形だけを残した別の存在が地上を闊かつ歩ぽする。

　今まさに、人類存続という名のバイオハザードが始まろうとしているのよ」




　　　　◆




「うぎゃぁぁぁぁぁ！」

　六ろつ角かく蓮れん子こが奇き声せいを発して膝ひざを折ったのは、クレーンゲームに一三回目の挑ちよう戦せんをして敗れ去った瞬しゆん間かんだった。

　野や暮ぼったい眼鏡めがねをかけ寒色の落ち着いた服を着た少女が絶ぜつ叫きようするその様は、電子の嬌きよう声せいに彩いろどられたゲームセンターでもかなり目立つ。ましてプロムナードに面した外向きの筐きよう体たいの真ん前だ。

「ちょっと六角、変な声出さないでよ。恥はずかしいでしょ」

　かたわらでたしなめてきょろきょろと周りを見回しているのは、六角の友人で同じく高校一年生の塚つか見みやと子こである。六角に比べれば派手だが、良い意味で街に埋まい没ぼつする流行に乗った私服が彼女のセンスを示していた。

「て言うか、なんでそんなむきになってんのさ？」

　と、これはちゃっかり六角から距きよ離りを取り、他人のふりをできる間合いを確保した野の木ぎ直すなお。六角と塚見の同級生でクラス委員でもある。さばさばして闊かつ達たつそうな少女だ。

　六角は地じ団だん駄だを踏ふみたいような顔をして、半ば涙なみだ声ごえで訴うつたえかけてきた。

「だってこの景品プライズキーホルダー、『究きゆう極きよく王おう技ぎ・無む双そう転てん生せい』のプレイアブルキャラの中でもグッズが全然ないことで知られてる『後漢の驍ぎよう将しよう・麴きく義ぎ』のミニフィギュアなんだよ？」

　『究極王技・無双転生』とは、古今東西の歴史に残る英えい雄ゆう豪ごう傑けつの魂たましいが召しよう喚かんされ、互たがいに軍団を率いて戦い合うという大人気アクションゲームシリーズだ。設定のロマンや個性豊かにアレンジされたキャラクターは男女問わず絶大な支持を集めている。

「しかもこれ、ノンクレジットだけど他社の有名原型師が社長のコネで作らされた知る人ぞ知る逸いつ品ぴんで、ネットじゃあっと言う間にプレミア価格だし……見み逃のがせないでしょ!?」

「いや知らないけど……」

　普ふ段だん、彼女らの仲間内では釘宮美遙に次いで控ひかえめな六角だが、シュミが絡からむとむやみに熱っぽい。遊んでいる途と中ちゆうにうっかり彼女のストライクゾーンに行き当たってしまうと、付き合いの良い塚見などは疲ひ弊へいしてしまう。

　野木が、携けい帯たい端たん末まつのホロスキンに表示されたアナログ時計に目を落として嘆たん息そくした。

「そろそろ諦あきらめれば？　もういくら遣つかったのよ」

「だ、だいぶズラせたから、あと何回かで行けるはず……」

「あー……これはむつかしいやつですよ」

「そうね……でも、この麴きつちゃん、わたしが助けてあげないと……」

「ハルハ、このまえこれやったらオカネなくなっちゃって、ほかのゲームあそべなくなっちゃったよ……」

「わたしもおサイフがピンチだけど……諦めたらそこでゲームオーバーだから……」

　懲こりもせずクレーンゲームのガラスに張り付いている六角はさておき。

　野木と塚見は、六角の隣となりで踏み台に上り、クレーンゲームをのぞき込んでいる子供に目を瞬またたいた。

　いつの間に現れたのか、亜あ麻ま色いろの長い髪かみと太い眉まゆが印象的な、小学校低学年くらいの女の子だ。野木はひょいと近付いて声をかけた。

「……どうしたのあなた？　迷子？」

　女の子──ハルハ？──は、台の上でくるりと振ふり向いて転げ落ちそうになった。野木があわてて支える。

「ハルハ、まいごじゃないよ。おかーさんのようじがおわるのをまってるんだよ」

「ぅはぁっ、何この子、可愛かわいい！　外国の人……じゃないよね？　うわー、でもお人形さんみたい！」

　突とつ然ぜん現れた奇き妙みような幼女にいきなり興奮しだしたのは塚見だ。子こ猫ねこや子犬の写真を集めるのが趣しゆ味みだというと限りなくあざといが、彼女の場合は素すで可愛いもの好きだった。

「そっかー、お母さん待ってるんだ偉いねーっ。あたしも、栗くり野のくんと結けつ婚こんしたらこんな子供が欲しいよ…」

　頰ほおずりせんばかりの勢いだがさすがに自重している。野木は顔をしかめた。

「真っ昼間から懐そ妊の妄もう想そうはアウトだろう……と言うか、夏休みだってのに女だけで遊び回ってるわたしらが子供がどーのと、ちゃんちゃらでしょ」

「そういうこと言わないでよ……あー、師し匠しように会いたいなー。師匠ならあたしの純真な夢、ピュアリィ・ドリームを理解してくれるのに。嫌いやみな野木や、変人の六角の相手はうんざりだよ……」

　師匠、というのは、塚見たちの友人の釘宮美遙のことだ。塚見だけが、ちょっとした誤解からの惰だ性せいでそう呼び続けている。ちなみに栗野くんは塚見が偏へん執しゆう的てきに片かた想おもいしているスポーツ少年である。

「師匠と言えば、風か邪ぜ、心配だなぁ……お見み舞まい行った方がよくない？」

「うーん、どうだろ？　一昨日おとといメールした時は治りかけだって返ってきたから、今日はまだ誘さそわなかったんだけど」

　友人の病気を思い出し、にわかに眉を曇くもらせる塚見と野木のスカートが、ちょいちょいと引っ張られる。台から降りてきたハルハだ。

「カゼはうつるから、ちかづいちゃいけないんだよ。でも、しなないからダイジョーブだよ。ハルハのおかーさんもカゼになったけど、しななかったよ」

　真しん剣けんな顔でアドバイスしてくれた。彼女自身、母親の風邪を相当に心配したのだろう。

　野木と塚見は思わず目を見合わせた。クレーンに囚とらわれし粘ねん体たいと化していた六角までもが我に返り、ハルハに笑いかける。

「ありがとうね。わたしたちの友達もきっと元気になってるよ」

「案外、彼氏を作って看病してもらってたりしてね」

　冗じよう談だんめかした野木に、塚見は手刀を横へ振った。

「いやー、それはないっしょ。師匠、結婚観には一家言あるけどナマの男は苦手っぽいし。あ、でも、スットコくんとは話してるみたいだけど」

　スットコくん、とは、やはり彼女らの同級生で、学校では美遙の隣の席に座っている男子だ。要するに、美遙の鋭するどく的確な分ぶん析せきによってスットコドッコイであることが明らかになった春日井遊氏である。

「スットコくんはあれ、男の域に達してないからじゃない？」

　肩かたをすくめて斬きって捨てる野木に、足あし下もとのハルハが首を傾かしげた。

「すっとこくん？　へんななまえだねー」

「ああ。うちの学校の男の子でね。良い人なんだけど、そのせいで煮にえ切らないって言うか、大事な物が二つあると選べないって言うか……

　とにかく、友達として見てる分には良いけど、もし好きになったりいっしょに暮らしたりしたら、ひたすらスットコドッコイな感じだろうなって人だよ」

　語ったのは塚見だが、ほとんどは美遙の受け売りである。美遙が断定的かつ具体的に語るものだから、クラスの女子には共通した認にん識しきになりつつある。

「あー……それは、たいそうダメなひとだね」

　子供心にも感じるものがあったらしく、ハルハは遺い憾かんそうにうなずいた。

「うん。だからわたしたちは、そういう男に引っかからないよう慎しん重ちように選んでる最中なのであって、決してモテない女同士でつるんでるわけでは──」

　野木が何か（自分に）言い訳しようとしたその時──不意にハルハが駆かけだした。

　と思った矢先、いきなりプロムナードの道へダイヴした。べたん！　と、舗ほ装そう路へうつぶせで五体投地する。

　っ!?　と混乱する野木たちだったが、そのハルハの上に別の女の子が倒たおれてきて察する。プロムナードを走っていた幼よう稚ち園えん児じくらいの女の子が転びかけていたので、咄とつ嗟さに下クツ敷きシヨンになったのだ。

「むぎゅっ」

「きゃぁっ！」

「だ、だいじょうぶかい!?」

　女の子のお母さんらしき女性と、喫きつ茶さ店てんの前に立っていた背広姿の男が駆け寄ってきてそれぞれ女の子とハルハを助け起こす。野木たちも近付いて、ハルハの服についたほこりをぱたぱた叩はたいてやった。片方だけ脱ぬげてしまった子供靴ぐつを、かぽっと履はかせる。

　女の子は無事だったが、何が起こったか自分でも解わかっていないように見えた。代わりに母親がありがとうありがとう言いながら、ハルハが怪け我がしてないかしきりに確かめている。ハルハは気楽に手を振った。

「ヘーキだよ。ハルハはけっこうジョーブですから」

「アザとかはできてないみたいだけど……ほ、ホントに平気？」

　女の子の母親はその後もしばらく取り乱して親おや御ごさんにお礼をなどと言っていたが、ハルハが固辞した──どうも、無む茶ちやをしたことをお母さんに知られたくないようだった──ため何度も振り返りながら去って行った。

　女の子本人もハルハに助けられたのだと気付いたようで、去り際ぎわには手を振ってくれた。

　ハルハも手を振り返したが、その顔は笑え顔がおと言うより、安あん堵どの息に緩ゆるんだものだった。

「……どうして、あんな危ないことをしたんだい？」

　ハルハを助け起こした男性が、不思議そうに尋たずねた。両手に手て袋ぶくろなどしていて、ドラマに出てくる会社役員の運転手みたいな身なりと、紳しん士し的てきな物もの腰ごしをしている。

　どうやらハルハの知り合いのようだ。自然に答えた。

「？　ずっこけたらイタそうだなーっておもったから」

「でも、君が代わりに痛い目を見ることはないだろう。君は……」

　男は、まだ話の聞こえる距離にいた野木たちに気付いて言葉を濁にごした。

　しかしハルハは、見たら映りそうなくらい澄すんだ目で男を見返して、訊きいた。

「『イタそう』と『イタい』は、なにがちがうの？」

「………………」

　違ちがう。他人の怪我に共感するのと自分が怪我をするのでは大きく違う。物理的に違う。それなのに男は、思わずという風に黙だまってしまった。野木も、自明にして明白な解答が頭の中にあるにもかかわらず、同じように訊かれたら答えられなかったと思う。

「サクラちゃんがおなじだって……あっ」

　周りが黙っている内に、ハルハは何かに気付いたように肩かた掛かけのポシェットの中を手て探さぐりして、中から緑色の物を取り出した。

　それは、シンプルな水みず鉄でつ砲ぽうだった。ただし銃じゆう身しんの一部が割れてしまっていて、もう撃うてないかも知れない。倒れ込んだ時にパリンといってしまったようだ。

　こんなところで持ち歩いているからには、よほどのお気に入りだったのだろう。ハルハはしょんぼりと肩を落とした。

「ぁゃ……こわれちゃったかな……？」

「あー……割れちゃったね。でも、安そうなやつだし、また買ってもらえるよ」

「……うん」

　野木の慰なぐさめにハルハは素す直なおにうなずいて、とても小さな声で呟つぶやいた。

「ハルハとおんなじだもんね」




　その日。

　ハルハと別れた野木は服屋をひやかしながら、頭の片かた隅すみで考え続けていた。

　水鉄砲。銃じゆうの形をして、銃でないもの。

　それとあの可愛らしいハルハと、いったいどこが「おんなじ」なのだろう？

　全然違うじゃないか。

『「イタそう」と「イタい」は、なにがちがうの？』

　あの問いと同じくらい、違うじゃないか……

　おもちゃみたいな子供靴を受け容いれた稚ちいさな踵かかとの丸みを思い出して、野木直一六歳は小さく溜ため息いきを吐ついた。

「あー……お母さんになりたくなってきたかも」

「「ゑっ!?」」

　六角と塚見が、ぎょっとして振り返った。




　　　　◇




「今度こそ解ったでしょ？　わたしの在り方を否定するなら、あなたたちはハルハの存在そのものも否定しなきゃいけない」

　『ＣｔＧ』の仮想世界は、沼しよう沢たく地帯の重苦しい湿しつ気けをも再現している。じっとりと重い空気が、体の内側に重りを掛かけてくる。

　遥はるか空を征ゆく怪け鳥ちようの声が、遮さえぎるものなく通り過ぎる沈ちん黙もくの後。

　アリシアは、自分の胸に手を当てて主張を繰くり返した。

「──ハダリーズが人間を継つぐものである以上、最も形の似ているわたしの下もとにあって、わたしに代わって生きるのを待つべきでしょう。それがハダあのリーズこたちの存在意義なんだから」

「日下さんの言うことが本当だとしても」

　その頃ころにはもう、クランプは平静を取り戻もどしていた。

「春羽を渡わたす理由にはならない。日下さんの事は自分で決めればいいけど、春羽は違う」

「違う？　……じゃあ、試ためしてみましょう」

　複製された少女は白衣をひるがえし、遊の母に擬ぎ態たいするハダリーズへ向き直った。

「ソラリ！　ハルハになりなさい！」

「はい。母かあ様さま」

　それはあまりにもあっさりしたやりとりで、あっさりした現象だった。

　携けい帯たい端たん末まつの光学スキンを切り替かえるような唐とう突とつさで、ソラリの姿が遊の母からハルハへと姿を変えた。

　実際に、何かの不正処理でアバターを変へん換かんしたのだろう。アバターの質量が変わったため一いつ瞬しゆん、周囲の空間が歪ゆがみ、立ちくらみに似た酩めい酊ていにクランプたちどころかアリシアまでよろめく。

　コンピュータがその矛む盾じゆんを修復した時には、装備に至るまで完全にハルハを模したソラリの姿が、そこにあった。

　八歳児ほどの体になったソラリは、小さな掌てのひらを開いたり閉じたりして具合を確かめている。アリシアは満足げにうなずいた。

「ハルハの体はわたしが綿密に観測した記き憶おくを元にしたから、特に完かん璧ぺきな再現度ね。これですぐに現実に出て来られれば苦労はないんだけど」

「至らぬ娘むすめで申し訳ありませんわ、母様」

　ソラリはおっとりと言って頭を下げた。ハルハとは似ていない仕草だった。言こと葉ば遣づかいもどこか上うわ滑すべりだが意味は取り易やすい。姿が変わる前のソラリのものだった。

「なんのつもりだ？」

　ソラリの能力が本物であることは解ったが、ハルハの姿を取ってどうしようと言うのか。

　アリシアはにやりと微笑ほほえんだ。

「──ソラリ、やりなさい」

　瞬しゆん間かん、レンの手首が飛んだ。

「っ!?」

　ソラリの小さな体が、一瞬で間合いを詰つめてレンの懐ふところに飛び込んでいた。反射的にガードしたレンの左ひだり腕うでをあっさり斬り飛ばしたのだ。

　いつの間にか、ソラリの手に大おお振ぶりのナイフが握にぎられている。血にまみれた刃はが。

　Cut Off !

　レンの手首から噴ふき出す血ち飛沫しぶきが地面にしぱぱと血文字を走らせる。クランプはその文字を踏ふみ付けながら、追つい撃げきしようとするソラリの前に立ちはだかった。

「なんだいきなり……!?」

「あなたにその子を傷付けられる？」

　アリシアが挑ちよう発はつ的てきに告げてくる。遊クランプは理解した──娘と同じ姿をした者と戦えないなら、人間の価値が形にあると認めることになる。

「……傷付ける理由がない。その子はあなたに命令されてるだけだし、なんならゲームオーバーにされても俺に害はないんだからな」

　正確にはゲーム上のデスペナルティを受けるが、所しよ詮せんはゲームだ。ヘンリーが言っていたように、どうでもいい範はん囲いの話でしかない。メメントのように現実の肉体に影えい響きようを及およぼす攻こう撃げきができるなら別だが。

　しかしアリシアは、全く別種の脅おどしをかけてきた。

「あなたが逃にげるなら、ソラリを無差別に暴れさせるわ」

「なに……？」

「どこか大きな町に放ほうり込んで、一いつ般ぱんプレイヤーを無差別に殺して回らせるって言ってるの。そうなれば、ハルハはこの世界で過ごしづらくなるでしょうね」

　──有効な脅きよう迫はくであることは認めなければならない。ただでさえ超オーぶっバー殺しキル幼女ガールなどと不ふ名めい誉よな二つ名を付けられているハルハが、局地的な事件ではなく凶きよう行こうを重ねたらおちおち町にも入れなくなる。

　ヘンリーの酒場で仲間たちに囲まれて楽しそうにしているハルハの顔を思い出せば、させるわけにはいかない。

　ここは、遊たちにとっては遊び場でも、ハルハにとっては故郷なのだから。

「あなたがここでソラリを止められれば、そんな惨さん劇げきは起こらない」

「……解った」

　逡しゆん巡じゆんなくうなずくクランプに、アリシアはびくっと肩かたを震ふるわせた。最初に遊と会った日、為なす術すべもなく持ち上げられて外に捨てられたのを思い出したように。

「レンは行けるな」

「腕は再生した……知ってたけど、不気味な仕様ね」

　会話に参加していなかったレンが、耐ヒツト久値ポイントを消費して生やし直した左腕を見ながら顔をしかめた。初めて四し肢しを失って再生させたようだ。遊も最初の内は違い和わ感かんが凄すごかったが、それが逆に現実味を失わせ、ゲームと割り切って集中できるようになった。

　サービス開始時からこの現実的すぎる仮想世界に通っていた春日井遊は、作り手の一人を母に持つが故ゆえに、作り物であることも強く意識していた。

　だからこそ、現実ではありえない無む茶ちやも平気でできる。

　クランプはそれ以上何も言わずに抜ばつ刀とうした。最近になって新調した『ヴールフボルグ』という片かた刃ばの魔ま法ほう剣けんだ。雷かみなりの属性を持ち、攻撃がヒットした瞬間、一秒だけ相手の動きを硬こう直ちよくさせる《スタン・レベル１》の追加効果がある。

　ソラリは、にっこりと柔やわらかく微笑んだ。

「遊んで下さるの？　父とう様さま」

　お前の父様じゃない、というのと、秋理も父親のことを父様と呼んでいたな、というのが同時に頭へ浮うかんだ。

　しかし言葉にはせずに、高速刺し突とつのスキルを発動させてソラリの肩を狙ねらう。セミオートで所定の動作を行うスキル攻撃は、現実世界の人体では不可能な速度と精度で攻撃を繰り出すことができる。

　しかしハダリーズ──この世界の申し子であるソラリは、発動前の狙いを付ける動作で攻撃の軌き道どうを見切り、逆に懐に飛び込んでくる。単純に動きが速いのではなく、動作に無む駄だがなさすぎてコマ落としの動画を見ているようなインチキ臭くさい挙動だ。

「えいっ」

　ソラリの掛け声は気が抜ぬけていたが、突つき出されるナイフは的確に急所を狙っている。

　反応できたのは単に、ハルハがよくやるカウンターに似ていたからだった。初見であればハルハの前に立ちふさがった敵と同じように深々と内臓をえぐられていただろう。

　スキル中にバックステップで動作をキャンセルできる回かい避ひスキルを発動し、ぎりぎりでソラリのナイフの突き込みを避よけた。

　必殺の突きを空から振ぶって隙すきのできたソラリに、腰こし撓だめに小型剣を構えたレンが突とつ撃げきする。

　ソラリは袖そでから新しく出現させたナイフを投げてレンを牽けん制せいしたが、

「あれっ？」

　やはりその動きを予測していたクランプの突きが、ソラリの腕をかすめる。ハダリーズの挙動は合理性を極きわめるが故に、同じ体格で同じ状じよう況きようになればほぼ同じ行動を取ると予想もできる。ハルハの戦い方を見てきた遊だからこその攻こう防ぼうだった。

　ヴヂッ！　と耳の奥で羽虫の跳はね回るような音とともにスタンの追加効果が発動し、ソラリの硬直が始まる──

　そしてその一秒の間に、勝敗が決した。

　手元を狙ったレンの攻撃が命中したのだ。片かた刃ば剣けんを握ったクランプの手に。

　クランプの手が弾はじかれて武器から離はなれる。手首から飛沫しぶいた血が地面に描えがいたのはDisarmed !の文字。

　命中した相手の武器を取り落とさせるスキル《武装デイス解除アーム》。便利に見えるが予備動作が大きく防ぼう御ぎよも回避もされ易い。一対一の場面ではなかなか成功しない攻撃だ。レンは、味方であるクランプにそれを使った。

　そして。

　腕からGraze Hit !の血文字を噴きながら、ソラリの体がどさりと倒たおれた。電でん撃げきによる硬直を示す小さなスパークのエフェクトが、一秒経たっても継けい続ぞくして表示されている。

　痺しびれながら笑った結果、ソラリはくすぐったがっているような声を出した。

「うふふっ……これが、父様が『スカラベのクランプ』な理由なのですわね」

　スカラベ。古代のエジプト人が神聖視し、護ご符ふとした甲こう虫ちゆうだ。プログラム上の小さな虫バグを利用して身を守るプレイスタイルから、付き合いの長いプレイヤーはクランプにスカラベの異名を付けていた。

「……武器の追加効果の終しゆう了りようとほぼ同時に《武装解除》されると、効果が終わらない内に効果終了のフラグだけが立って、効果停止の命令が実行されないバグ……だ」

　言うまでもなく有用すぎてゲームバランスを崩くずしかねない不具合だった。しかし、それを発見したクランプですら、実戦で使える機会は滅めつ多たにない。

　理由は簡単、大型モンスターや強敵ボスの大半には行動不能の特とく殊しゆ効果が効かないからだ。その上、完璧に連れん携けいできるパートナーがいなければ、実際に動き回る敵にこれを成功させることはまず不可能だった。

「なんで……」

　だから、アリシアが気味が悪そうにクランプとレンを見るのも無理はなかった。

「なんで打ち合わせも何もなく、そんなタイミングの際きわどいバグを狙えるの!?」

「なんとなくよ」

　レンはミもフタもなく答えた。基本的には理り屈くつっぽい小槌冬風ではあるが、春日井遊に関することであれば、考えるなどとまだるっこしいことをしなくとも、直感でなんとでもなる。初めて見る状況であっても、なぜか既き視し感かんを持って対応できた。

　もちろん、雑ざ魚こモンスター相手に何度か練習はしたし、そもそも冬風は『ＣｔＧ』のインターフェイスと異様に相あい性しようが良いのも理由ではあったが。

　拾い上げた片刃剣を鞘さやに納めたクランプは、アリシアに向かって一歩だけ踏み出した。

「ソラリは倒したぞ。約束は守ってもらう」

　硬直したままのソラリは倒れているだけで傷も塞ふさがっているが、状態異常を回復するアイテムや魔ま法ほうを使わなければ行動できない。

　険しい視線の先には、うつむくアリシア。低い声がくさむらを這はってくる。

「……そう。自分の子供と同じカタチをためらいなく壊こわしてしまえる……そうなのね。春日井遊」

「決していい気分ではないけどな」

　いくらゲームだと割り切っていても、大切な子供の姿をした相手を傷付けて平気なわけもない。そういう意味では、程度が浅いだけでカタチにこだわる秋理の気持ちは理解できる。

　だが、同時に怒いかりも湧わいていた。よくも傷付けさせたな、と。

「……何度でも言うぞ。あんたは好きに生きればいい。でも、春羽は巻き込むな」

　だからクランプは険悪に告げ、きっぱり秋理アリシアを拒きよ絶ぜつした。

「父様。もう遊んでくれないんですの？」

　ソラリが、あくまで笑えみをたたえながら幼い口を開く。

　毎日帰りの遅おそい父親を寂さみしがるような声こわ音ねだった。ハルハの喉のどをしているから、ハルハの声によく似ていた。

「……なんで俺を父様なんて呼ぶんだ？」

「だってソラリは、ハルハのカタチをして、ハルハの代わりになる者ですもの」

「代わりになんかならないし、なれない。母さんの代わりにもだ」

「？　ソラリと他ほかの人になんの違ちがいがあるんですの？　全く同じになれるのに互ご換かん性せいがないなんて不思議ですわ」

　クランプは顔を固めて、それから背そむけた。どう答えていいか判わからない。

　アリシアは、何も反応してこない。レンも黙だまって、何かの迷いを込めてソラリを見つめている。

　沈ちん黙もくは長くなかった。クランプはレンを促うながし、転移のアイテムを使って一いつ瞬しゆんでその場を去った。

「……あなたは父とう様さまじゃない」

　アバターが消え去る瞬しゆん間かん、秋理アリシアの声が遊クランプの耳に入ってくる。

　その言葉を聞くのは二度目だと、なぜかはっきり覚えていた。







　クランプたちの姿が消えた後。

　バキッ

　と、乾かわいた破断音が静せい寂じやくにひびを入れる。

　硬直の効果が続いたままのソラリが、体の形を変化させることで擬ぎ似じ的てきに立ち上がったのだ。関節が異様な方向へねじれ、曲がり、カラクリ人形のようなぎこちない動きでアリシアに歩み寄る。





バキッ………………



　　　バキッ…………

　バキッ……




　寄り、添そう。

　人体をモザイクにしたような姿勢のソラリを見下ろし、アリシアは力無い声を落とした。

「空そら理り……」

「困りましたわ母様。父様は、お家がいっぱいのようです」

　意味を取りかねて見返すアリシアに、ソラリは唯ゆい一いつ硬こう直ちよくしていない顔にいっぱいの笑みを浮かべた。それは、あるいは子供をあやす母親のような笑顔だった。

「ソラリのカタチの入る場所がないのなら、まずは場所を空けませんと。隙すき間まができればきっと、ソラリが欲しくてたまらなくなるはずですわ。

　だって、穴を埋うめるのが生き物の本能ですもの」




　そうだ。

　今の秋理が生まれてくるために、前の秋理の死が必要だったように──

　アリシアは、ほっそりした拳こぶしを握にぎり締しめた。




　　　　◆




　その夜、遊と美遙はお互たがいが聞かされた秋理やハダリーズの情報を話し合った。

　そして当然の成り行きとして、甚目左ひだりを追つい及きゆうした。

「……結論から言うと、はい。人類、滅ほろびる予定です……」

　高校生二人の前に正座させられた甚目は、案外あっさりと白状した。

「い、いずれにせよ、あなたたちが気にする必要はないわ。

　本格的に時代が動き始めるのは、ちょうどわたしたちが死ぬ頃ころだし。それまでに一発逆転の医い療りよう革命が起こって、ハダリーズが人類に成り代わる必要がなくなる可能性だってあるし」

　それはそうかも知れないがそういうことではない。残り時間を考えれば、春羽の成否が後代を左右することになるのではないだろうか。

「そう、しゃっちょこばることはないわよ。当然ながら、ハダリーズに全すべてを託たくす以外にも人類を存続させるための計画は進められているわけだからね。

　諸計画を仕切ってる『人口統制委員会』って連中なんて、人類の滅めつ亡ぼう後にそれぞれの所属国が有利になるよう、今から利権を闘たたかわせてるのよ。まぁ吞のん気きなもんでしょ」

　気楽そうに肩かたをすくめる甚目は、ウソを言っているようには見えなかった。遊と美遙は顔を見合わせて、お互いの目に一〇〇パーセントの困こん惑わくを見た。これ以上、自分たちに何ができるのか？

　それについてはひとまず置いて、遊は別の質問に移った。

「……それにしても、なんでスロウマッチだとかってものがあるんですか？　日下さんは、他の動物では確かく認にんされてないって言ってましたけど」

「さあ。様々な仮説があるにはあるけど、どれも野放図で信しん憑ぴよう性せいは薄うすいわね。人類を見守る上オーバ帝ーロードだとか造ライフ物主メーカーだとか言われる存在が実在して、知的生命体が増えすぎないようにあらかじめリミットを設けていたとか、そんなの。

　あるいは……遊くんがイクィ＝リブリゥムを拒絶したのと同じ理由ね」

「？　どういう意味ですか？」

「遊くんは、誰だれかと同じにならず、自分が唯一ユニークでいることを選んだでしょ。それはどんどん自我を、自分と他者の区分を強くしていく、人間種族らしい判断とも言える。

　その感覚が尖せん鋭えい化すれば、自分の細さい胞ぼうから生まれる複製……つまり子孫たちを生み出すことを嫌けん悪おするようになるかも知れない。そしてそんなストレスが遺伝子に影えい響きようして変異を起こさせ、徐じよ々じよに子供を産めなくなるよう作用した──のかも知れない」

「オカルトじゃないですか……」

　甚目は笑った。しかし、力の抜ぬけた笑みだった。

「確かにね。でも、ここはネフィリム・コンピュータのある世界なのよ。

　あれだって、人類が言語を得る以前、海かい棲せい生物の鳴き声に似た歌を唱和させることによって複数人の思考を融ゆう合ごうさせる技術を持っていたという、新納にいろ蔓まん世せい博士の奇き説せつを元に作られた機械なんだから。新納主任あのひと、ヒト平へい衡こう研究所に潜もぐり込むまでは三〇〇カ国語を話す通訳だったとか聞いたけど……何者なんだか。

　いや、えっと……何が言いたいのかと言うと、ゲームが新人類の孵ふ卵らん器きになる世の中、何が起こっても不思議じゃないってこと」




　なだめられたような、ごまかされたような甚目の説を裏付けるように。

　その直後、美遙の携けい帯たい端たん末まつに日下度海からの急報が入った。

　日下秋理が失しつ踪そうしたのだ。
















「……日下くさかさん、まだ見つからないんですね……」

　浴室で湯船にブラシをかけている遊ゆうの背中に、美み遙はるの声がかけられた。

　彼女自身は洗面所の洗せん濯たく機きから洗濯物を籠かごに移している。影かげの差したような声だった。

　日下秋あい理りが消息を絶ってから、一週間が過ぎようとしている。

　秋理は学校には通っているものの出席日数ぎりぎりで、ほとんど家に閉じ籠こもっている──あるいは閉じ込められている──ような少女だったので日下の家は大混乱に陥おちいっているらしい。

　言ってみれば家出なのだが、町中の監かん視しカメラをジャックできるような秋理が本気で身を隠かくしたのだ。追つい跡せきは困難を極きわめている。ラミエルの調整を手伝ったような請うけ負おい仕事で得た金を、架か空くうの名義で作った口座に隠していた可能性が高く資金も豊富だという。

「タイミング的に俺たちのせいだよな、たぶん……」

　遊は少し後こう悔かいしていた。

　美遙が日下度たく海みから聞かされた秋理の生おい立ちは、彼女自身が語ったものより詳しよう細さいで客観的だった。同じように生まれて幼い内に死んだ姉妹（？）の話なども秋理はしなかった。

　そのことを思うと、アリシアとソラリを置き去りにしたのは酷こくだった気もしてくる。状じよう況きよう的てきには間ま違ちがったことをしたつもりはないが、母やハルハの姿を模も倣ほうされて感情的になっていたことも否いなめない。

　洗せん剤ざいを流すシャワーに、溜ため息いきが交じった。

　謝るのは変だが、今度会ったら彼女の話を一から十まで聞きたい、とは思った。彼女の奇き妙みような生き方を知るのは、春羽のためにも必要なことのように感じる。

「わたしたちにも何かできるといいんですけど……」

　美遙も、もう一度秋理とゆっくり話をしたいと言っている。プールで何か言ったのを気にしているようだった。

　しかし、度海は彼らの協力を丁てい重ちように断った。いや、「もし君たちの家に行ったら迎むかえてやってほしい」とだけ頼たのまれた。それが何よりのことだと言われると、闇やみ雲くもに捜さがし回るわけにもいかなくなる。

「ま、お兄さんからの連れん絡らくを待とう。いくら日下さんだって、そうそう隠れてもいられないだろ」

　言いながら浴室を出ようとして「あ、待って」と止められる。

「替かえのバスマット、まだ干してますから」

　そのまま出たら洗面所がびしょびしょになる。じゃあタオル取って、と言おうとしたら、美遙が足あし下もとに座って、持ち上げた遊の足をタオルで拭ふき始めてしまった。

「じ、自分で拭くからいいよっ」

「自分で拭くと適当になるでしょう？　大だい丈じよう夫ぶです。春羽の足を拭くの慣れてますから」

　そういう問題ではない。なんだかひたすら気き恥はずかしいし、足指の間でタオル越ごしに動く美遙の指がくすぐったくて腰こしが引けそうになる。

「動かないで下さい。すぐ終わりますから」

「ごめん……」

（な、なんか最近変だよな、釘くぎ宮みやさん……）

　どうも風か邪ぜを引いて治ったあたりから、遊に対する態度がおかしい気がする。前はこんな風に触ふれてくることなんてなかったのに。

（同居人として馴なれてくれたのかも知れないけど……これはこれで、困るな）

　そんな思考を持て余している内に、足を拭き終えた美遙は頰ほおにかかった髪かみをかき上げながら立ち上がり、洗濯物の籠を提さげてリビングへ行ってしまった。遊も、他人の感かん触しよくが残ってむずむずする足を踏ふみ出した。

「春はる羽は、また寝ねちゃってるの？」

「なんか、ゲームしてたら急にバタンって寝落ちしたからびっくりしたよ」

　リビングでは、神かん奈な桜さくらが春羽を抱だき上げてソファに寝かすところだった。最も早はや当然のように遊びに来ている。

　遊は春羽の安らかな寝ね顔がおをのぞき込んで首を傾かしげた。

「……やっぱり最近、よく寝るな」

　ここ数日、特に夜よ更ふかしもしていないのに昼間からうとうとしている。昼寝は前からする日も多かったが、食後などにも気付くと寝ていることが多い。

「寝る子は育つって言うじゃん」

　桜は春羽の頰をぷにぷにと突つついて気楽に言ったが、やはり心配だった。春羽は普ふ通つうの子供ではない。できるだけ『ＣｔＧ』にログインさせるなど気を付けてはいるが、何が起こるか予断は許されない。

　秋理が自分が死んでも生き返れるように春羽の身み柄がらを求める気持ちも、少しだけ解わかる気がした。もちろん、それが正しいことだとは思わないけれど。

　今日は顔を出していない甚はじ目めが調査中だということなので、注意深く春羽を見守りつつ結果を待つしかない。

「あ、センパイ。夏休みの宿題持ってきたから、やっといてよ」

「なんでだ……自分でやりなさい。解らないところは教えてやるから」

「ちッ」

　舌打ちしてテーブルに学校の宿題を広げ始める自じ称しよう不良ワルの少女に付き合いながら、遊はソファに座って春羽の頭を膝ひざの上に載のせた。

　春羽は目を覚ましはしなかったが、小さな笑えみを口に含ふくんだ。

「おとーさ……」




　その翌朝、春羽は眠ねむったまま目を覚まさなかった。




　　　　◇




「ハルハ、おきられなくなっちゃったよ」

　パヤキノのもふっとした体に寄っかかりながら、ハルハは案外平気そうな声を出した。

　『ＣｔＧ』内でクランプたちがいつも利用しているホテルの一室。ハルハが赤ん坊ぼうの頃ころから二ヶ月をかけて今の大きさまで育った部屋でもある。

「起きられない割りには元気そうね」

　今、ここにはハルハの他ほかにもう一人プレイヤーがいた。

　現実と違ちがって長い黒くろ髪かみを二つに分けてお下げにした、小こ槌づち冬ふゆ風ふのアバター・レンだ。

「ハルハ、ホントはこっちのひとだから、むこうよりもこっちのほうがラクなんだって」

　現実世界では眠りに落ちたままの春羽だが、ベッド形のラミエルに寝かされて電源が入ると『ＣｔＧ』の世界で意識を取り戻もどした。本人の言う通り、故郷である仮想世界の方が脳の活動にかかる負ふ荷かが格段に少ないようだ。

「で、起きられない原因は不明、と」

「いまねー、おとーさんたちがヒダリちゃんとおはなししてるよ」

　その間、『ＣｔＧ』でハルハの相手をしていてほしい、と頼まれてやってきたのがレンだった。

　レンはハルハの前に足を崩くずして座った。平気？　と話しかけようとして、少し考えてやめる。

　冬風には、子供の相手をした経験があまりない。ずっと以前に遊の幼い従妹いとこの面めん倒どうを見たことがあるが、全然懐なつかれなかったどころか露ろ骨こつな敵意を向けられた。以来、子供の世話は向いてないと思い込んでいるのだが……

　今、この子を一人にしてはいけないことくらいは想像できた。

「……これで遊びましょうか」

　考え抜ぬいた末にアイテムボックスから取り出したのは、『羊皮紙』というアイテムだった。高級そうな手て触ざわりではあるが、要するに紙だ。

　レンがどう遊ぶのか説明しようとする前に、ハルハはぐっと身を乗り出してきた。

「オリガミするのっ？」

「知ってるの？」

　ゲーム生まれなのに、と驚おどろくレンに、ハルハはうれしそうにうなずいた。

「おとーさんがおしえてくれたよ。ハルハ、『やっこさん』がすきだよ」

　言うが早いかレンから受け取った羊皮紙を折り、恐おそろしく精密な動作で「やっこさん」を作り上げる。尖とがった頭をして大まかな人ひと形がたになる、組み立て式の折り紙だ。

　まるで専用の機械で折り目を付けたかのような、工業製品を思わせる出で来き映ばえだった。尖った頭など指に刺ささりそうだ。

「上手ね……どうして『やっこさん』が好きなの？」

「ハルハとおんなじだから」

　屈くつ託たくなく答えられて、戸と惑まどう。

「……まぁ人ひと形がたではあるわね。人にん形ぎようが好きなの？」

「うん。ハルハ、にんぎょういっぱいもってるよ。ラスプーちゃんとかねー、フー・ニャンチューとかねー、サクラちゃんにもらったヒツジのやつとか……あ、チョコnoエッグのオマケもたくさんあるよ」

　ハルハの笑顔は、今自分の手にある幸せに一いつ片ぺんの疑いも持たないものだった。つられて微笑ほほえみそうになるが、その無防備な幸福感は何か怖こわくもある。ちょっとしたことで簡単に失われてしまう、ような。

　ふと、自分も人形を持っていたことを思い出した。小さい頃はどこへ行くにも持ち歩いて、ままごとをする時は子供の役にしていた。可愛かわいらしい服を着た女の子の人形だ。

　名前は、ままごとで宿やど六ろくを演じた遊が付けた。フユフのコドモだからハルハにしよう、と。思えば、まだ幼よう稚ち園えん児じだった遊は冬が終わると春になるということを覚えたばかりで、それを言ってみたかったのだろう。

　そんな安直に名付けられた人形と同じ名前の子供が、思い出から浮うかび出すように、にゅっと手を伸のばしてくる。

「この『やっこさん』はレンちゃんにあげよう。ハルハ、いっぱいもってるからね。

　はい、わけわけしましょ」

　ハルハ──なぜか「ぷぷっ」と噴ふき出している──に差し出された「やっこさん」を受け取り、レンは口元を緩ゆるめた。

「遊……お父さんに教わったのよね。じゃあ、『鶴つる』は折れないでしょ」

「ツル？　おんがえしのやつ？」

「そう。折り紙で作れるのよ。遊は子供の頃いまいち不器用だったから、作れるようになる前にゲームを始めちゃったけど」

「？　レンちゃんはコドモのおとーさんをしってるの？」

「ええ。むしろなんでも知ってる──たぶん、ハルハが知ってること以外はね」

　きょとんとするハルハの顔。その父親似の眉まゆ毛げを、レンは優やさしく指でなぞった。ハルハはくすぐったそうに目を閉じたが、気持ちよさそうでもあった。

「『やっこさん』のお返しに、『鶴』の折り方、教えてあげるわ」

「ツルなのに、みてもいいの？」

「鶴が織るのは見ちゃだめだけど、鶴を折るのは見ていいの」

「あははっ、ヘンなの」

　ハルハは、床ゆかで『羊皮紙』を折り始めるレンに寄りかかって手元をのぞき込んできた。どうやら気をまぎらわすことには成功したようだ。

「これはね……遊のお母さんに習ったのよ」

　まるで母子のようにくっついて折り紙を楽しむ二人を、パヤキノが平板な顔で見守っていた。




　　　　◆




「アーキタイプ？」

　春羽が目覚めない件について問い詰つめる遊に、久しぶりに顔を見せた新納にいろ蔓まん世せいが返したのは耳慣れない言葉だった。

「原型……とかって意味でしたっけ？」

　春日かすが井い家のリビング。遊と美遙、新納が対座している。

　部屋の一角では専用の大型ラミエルで春羽が静かに眠っていて、甚目はそちらに付きっきりだ。かたわらに設しつらえられた大きな箱形の医い療りよう機がピッ……ピッ……と規則正しい音を発していた。

　今のところ、点てん滴てき等で栄養補給していれば命には別状ないということだが、いつまでその状態で踏みとどまれるかは知れない──というのが眠れる春羽の現状だ。

　新納は浅くうなずいた。相変わらず室内でもサングラスを外さないこの男の考えていることはよく判わからない。あるいはハダリーズよりも。

「そう。この場合は、人間が文化を得ていく中で、様々な概がい念ねんに象しよう徴ちようを設定してきた、その象形のような意味です」

「よく解りません」

　単刀直入、美遙が硬かたい声で突つく。礼れい儀ぎや遠えん慮りよで飾かざる余よ裕ゆうはない。新納は額を叩たたく真似まねをした。

「こりゃ失礼。……以前にも言ったように『ＣｔＧ』の仮想世界は、人間が観測している『世界のカタチ』をラミエルから収集、平均化して再現されています。膨ぼう大だいなサンプルを掛かけ合わせることで矛む盾じゆんや現実と大きく異なる要素を刈かり込む──わけですが。

　多くの人間の無意識中に刻み込まれたイメージは、それが非現実的な存在であっても仮想世界の中に出現してしまいます。たとえば、後光を負った天使だとか、空を飛ぶドラゴン、あるいは海の深みに潜ひそむ大だい海かい獣じゆう。

　そういった存在が、『ＣｔＧ』におけるアーキタイプです。『イドの怪かい物ぶつ』と言い換かえてもいい。この間の『幽ゆう霊れい』と同じ、仕様上のバグですな」

「そんな珍ちん妙みようなもの、聞いたこと……あ、いや」

　言いかけて、遊は思い出した。サービス開始のごく初期に、ドラゴンズ・グレイヴの山奥に、ステータス情報の表示されないモンスターが現れるという噂うわさを聞いたことがあった。

　そのモンスターはゆったりした貫かん頭とう衣いを着て背中からクリームホワイトの翼つばさを生やしていて、典型的な天使のような姿をしていたという。そして、その天使に触ふれたプレイヤーが消息不明になったとも。

　すぐにガセだという話が広まって忘れていたが……運営が隠いん蔽ぺいしたのなら。

　そのことを指し摘てきすると、新納はあっさり認めた。

「そう、それです。幸い、アーキタイプはゲームユーザーの意識から生まれたものなので、ゲーム上の攻こう撃げきで打だ倒とう……いえ、解消することができる。その『天使』も秘ひ密みつ裏りに運営で編制した強力なＮＰＣ部隊で討とう伐ばつしました」

「『天使』に触れたプレイヤーが消息不明になったって話は？」

「消息不明は大げさですな。『天使』に触れてしまったアバターのプレイヤーが、一時的に激しい躁そう状態になって病院に運ばれたというだけです。一週間ほどで正気に戻って退院できました。

　あの『天使』はユーザーが経験した神秘体験、いわゆるヌミノーゼの凝ぎよう集しゆうでしたからね。接せつ触しよくすれば影えい響きようも受けようというものです」

　全く笑い事ではないが新納はにこやかに答えてくる。単にそういう顔なのだ、と、遊は自分に言い聞かせた。

　そんな遊の忍にん耐たいに気付いているのかいないのか、新納は飄ひよう々ひようと話を続ける。

「それで懲こりた我々は、アーキタイプが発生しにくくなるようにラミエルのファームウェアを改良したんですが──」

　言葉を切った新納に意味ありげな視線を向けられ、遊は舌打ちした。もちろん、心当たりの内容にでなく、新納の態度に苛いらついたのだ。

「日下さんか」

　ラミエルの開発に関かかわり、特異な技術力を持つ彼女ならそういった干かん渉しようも恐らくは不可能ではない。

「ええ。五日前のラミエルのシステム更こう新しんに、アーキタイプが出現しやすくなる細工をされました。今はもう正常に戻ってますが、一度出現したアーキタイプは、『ＣｔＧ』内で直接撃げき破はしなければなりません」

「だから……それと春羽となんの関係があるんです!?」

　跳はね上がる美遙の声と肩かたを遊が押さえる。甚目が目だけで振ふり返ったのが判ったが、新納はあくまで平静だった。

「アーキタイプの存在は、ログインしているユーザー全体に影響を及およぼします。特に死や病気の概念にまつわる不安から生まれたアーキタイプは、ユーザー……つまり『ＣｔＧ』を動かすパーツに大きな負ふ荷かをかけ、演算処理能力を下げる。

　他ほかのハダリーズはさして影響を受けませんが、ログインが常人の睡すい眠みんに当たる情報整理効果を持つハルハさんは効率的な回復ができず、今は常時ログインすることでだけ意識を保てるというわけです。つまり、ハルハさんをピンポイントで狙ねらった変則攻撃ですな」

　おおむねの状じよう況きようは理解した。だが、

「だったらなんで、さっさとそのアーキタイプやらを倒たおしてしまわないんですか？　この件なら運営や研あな究所たたちが動けるんでしょう？」

　まさか春羽を見捨てるつもりかとも思ったが、秋理の言っていた七世代で人類が滅ほろびるという話が本当ならありえないだろう。

　果たして新納はうなずいた。だが、それは春羽の事態を打開する同意ではなかった。

「おっしゃる通りです。しかし、今度のアーキタイプは前のより危険な上に、厄やつ介かいな護衛が付いていましてねぇ。討伐に繰くり出した強力なＮＰＣたちが返り討うちに遭あいました。

　──そう、ソラリ・ロートヴァングです」




　それから新納は、討伐時の動画映像を見せてきた。参加したＮＰＣの主観映像だ。

　映像はどこかスーパーマーケットのような建物に突とつ入にゆうするところから始まった。黒いプロテクトスーツで全身を覆おおい、バイザーで顔を隠かくした数十人のＮＰＣが、本来は自動のガラス扉とびらをこじ開けて侵しん入にゆうする。

　中は青白い顔をした人ひと形がたのモンスターで溢あふれかえっていた。一体一体が鎧よろい姿だったりテンガロンハットをかぶっていたり、でたらめな格好をしていた。動きには思考というものが感じられず、ただドアを開ける音を立てたＮＰＣたちへと向かってくる。

　遊が眉まゆを上げた。

「ここ……ゾンビーズ・グレイヴですか」

「ええ。解禁されたばかりの世界球スフイアで、別の世界でゲームオーバーになったアバターのコピーがゾンビ化して徘はい徊かいするスフィアです。ソラリとアーキタイプは、映像のショッピングモールに籠こもりました」

　遊の確かく認にんに新納が答える間にも、画面の中では乱戦が始まっていた。ゾンビ・アバターは腕わん力りよくと耐たい久きゆう力りよくが上がっているが、防ぼう御ぎよ力りよくは下がり魔ま法ほうを使ってこない。強力なＮＰＣの部隊はいくらかの被ひ害がいを出しながらも斧おのや散さん弾だん銃じゆうで制圧していく。

　その内に、視界の端はしに奇き妙みようなものが映った。

　細く引き締しまった肉体を持つ、半はん裸らの男性。北ほく欧おう系の、端たん整せいな顔立ちの青年だ。顔色や伏ふせたままの眼まな差ざしでゾンビでないのは見れば判るが、奇き怪かいなのは全く体を揺ゆらさず、スライドするように移動していることだった。

　その彼が近付いたＮＰＣは、突とつ如じよとして視界から消えた。

　映像の視線が動き、青年の足あし下もとへ移る。そこには水面が広がっていた。水銀のように、のぞき込めば顔が映りそうな薄うすい水面が、さながら泉のように青年の足下から湧わき出している。青年自身の姿も映り込んでいた。

「今回現れたアーキタイプ、通つう称しよう『ナルキッソス』です」

　美青年は、その「泉」に乗って滑すべるように移動している。そしてその水面が広がり、水面の上にＮＰＣが乗ると──「泉」に引きずり込まれて二度と出てこない。

「あんな薄い水面に……消えた？」

「アーキタイプに理り屈くつは通用しませんよ。何せイメージの怪物ですから。

　ちなみに吞のまれたＮＰＣは、システム的にはヒットポイントなど含ふくめた全すべてのパラメータが反転して、ありえないデータとしてフリーズしてます」

　しかしＮＰＣも、対たい症しよう的てきではあったが馬ば鹿かではない。青年と距きよ離りを取って包囲し、銃じゆう器きによる飽ほう和わ攻撃を仕し掛かけようと──した先から、味方に殺されだした。

　他のＮＰＣと同じ黒いスーツを着た何者かが、手品のような唐とう突とつさで斧を振り回し、ナルキッソスを包囲する同どう胞ほうたちを瞬またたく間に斬きり伏せていく。

　噴ふん出しゆつする返り血すら浴びず一方的に敵群を圧あつ倒とうするその動きに、遊は見覚えがあった。ハダリーズ特有の全く無む駄だのない挙動。大人の体格になってはいたが、

「──ソラリだ。ＮＰＣのアバターをコピーして暴れ回ってるのか」

「ええ。この後、情報処理に混乱したＮＰＣはあっと言う間に全ぜん滅めつしました。この映像を記録している一体を残して」

　その主観映像も横よこ倒だおしになって、行動不能に陥おちいっているのは明白だった。そのＮＰＣの視界内に、日下秋理のアバター、アリシアが現れる。美遙が膝ひざに置いた両りよう拳こぶしを握にぎり締めた。

『これはハダリーズ、ソラリ・ロートヴァングの管理者としての宣言よ。春日井遊に伝えなさい。

　ソラリの完全代だい替たい能力を証明するために、ハルハとの交こう換かんに応じてもらう。そうすればアーキタイプを解消する手伝いもしてあげる』

　アリシアに寄り添そった黒ずくめのＮＰＣがハルハそっくりの姿へ瞬しゆん時じに変わり、無造作に振り下ろした斧が映像を真っ二つに叩き割った。




「ソラリの存在が確認された時点で、我々は手が出せなくなりました。

　人格を保ったまま自在にボディを変へん更こうできるソラリの能力『ジュ・アンテルディ』はスポンサーに注目されてましてね。

　……ほら、要人の寿じゆ命みようを延ばしたりって卑ひ俗ぞく──もとい解わかり易やすい利用方法が想像し易いでしょう？　こういうのはスポンサー受けが実にいいもんで。

　日下秋理の調整でようやく実働に漕こぎ着けたこともあり、様子を見たいという話になりまして」

　新納はぺらぺらと事務的に語っているが、なんとなく事態を楽しんでいるようにも見える。遊は苛いら立だちに汗あせが噴ふき出すのを覚えた。

　またか。

　遊がうんざりしたのは、厄介事そのものと言うより、断れないと解った上で新納がしてくる要求を予想してしまったからだった。

「しかし──協定によって、ハダリーズがソラリとの決けつ闘とうを望むならスポンサーや上司うえも邪じや魔ま立だてはできません。ハダリーズ同士の戦争ですからね。

　問題は、春日井くんは奇き手しゆで制したようですが、ソラリは本来、危険な戦せん闘とう力りよくを持ったハダリーズだということです。あれを倒せるほどのハダリーズはすぐには用意できません──つまり、ハルハさんの体の無事を保証できる期限内には。

　できれば、一両日中には決着けりを付けたい」

　どんっ……と。

　遊はテーブルに腕うでを載のせた。こうなれば是ぜ非ひもない。正確な情報を得て早急に攻こう略りやくへ移るまでだ。

「……どこにいるんですか？　そのアーキタイプとソラリは」

　新納も身を乗り出してきた。笑っているが、感情は読めない。薄うす笑わらいを刻んだ仮面のような男だからだ。

　その笑しよう面めん皮ぴの乾かわいた声こわ音ねが、決戦の場を告げた。

「ゾンビーズ・グレイヴの一角。幸いにもまだほとんどのユーザーが到とう達たつしていないダンジョン、ステップフォード・モールです」

　遊はなんとなく、ヘンリーの言っていた「本物の博ばく徒と」の話を思い出した。スリルのために大切な何もかもをゲームのチップにする、憐あわれむべきプレイヤー……







　テーブルの上には銃じゆうが載っている。春羽が割ってしまったから、遊がネットで調べながら分解して業務用の防水テープで修理した、水みず鉄でつ砲ぽうだ。前の晩に春羽が置きっ放しにして、そのままになっている。

　その水鉄砲から手元に視線を移して、

「センパイたちさ──」

　春日井家に持ち込んだ自分のラミエルのパネルを操作して接続セツト設定アツプしながら、神奈桜はぽつりと言った。

「いっしょに寝ねてるんだよね」

　同じくラミエルの準備をしていた遊と美遙はぎッと体を固めた。

「い、いや、それは……」

　思わず顔を赤くして桜を見るが、桜はからかう風でもなく──寂さみしげだった。

「春羽が言ってたよ。夜に眠ねむる時には二人といっしょじゃないと、怖こわくて仕方ないんだって」

　桜の目は、大型ラミエルの中で眠る春羽に向かっている。寝ね息いきは緩ゆるやかで穏おだやかで、むしろ気持ちよく眠っているように見える。腕から伸のびている一本の管を別にすれば。

「なんで怖いんだって訊きいたら『春羽の全部がおとーさんとおかーさんだから』だってさ」

　遊と美遙の頭に、春羽が秋理の求めを拒こばんだ時の言葉が思い出された。

『ハルハはあなたじゃないよ。ハルハはぜんぶ、おとーさんとおかーさんだよ』

　あっさりと、きっぱりと、春羽は言い切ったのだ。

　あの時はよく解らなかったその意味を、桜はどこか上の空で教えてくれた。

「自分は死んでも、センパイと美遙ねーさんがいれば何度だってやり直せるって、そう言ってたよ」




『おとーさんとおかーさんはねー、ハルハにしゃべりかたとか、あるきかたとか、きがえかたとか、たべかたとか、トイレとか、ぜんぶ、みんな、おしえてくれたんだよ。ぜんぶだよ。ハルハのぜんぶ、おとーさんとおかーさんなんだ。

　だからハルハ、おとーさんとおかーさんがいれば、なんどでもハルハになれるんだ。ねちゃっても、わすれちゃっても、しんじゃっても』




　遺伝子から複製された肉体をプログラムとするなら、そこから生成される個人は、入力されるパラメータに依い存ぞんする。春羽は、自分がゲームの中で生まれた普ふ通つうでない子供だということを自覚していて、自分がニンゲンでいられるのは遊と美遙が中身を入力してくれたからだと思い込んでいた。

　だから、記き憶おくを失っても、あるいは死んだとしても、また遊たちに入力してもらえば同じ春羽になれると信じている。眠って意識を失っても、起きた時に遊と美遙がいればまた春羽にしてもらえるから、いつもいっしょに寝ている。

　目が覚めて春羽が全てを忘れていて、それで二人がいなかったら、今度は違ちがう春羽になってしまうかも知れない。春羽は今の自分が幸せだから、違う春羽にはなりたくない。

　──もう何度目になるか知れないが、遊と美遙は自分自身に呆あきれ返った。春羽は、この現実世界に生まれたその日から、秋理と全く同じ悩なやみの中で生きていたのだ。

　水鉄砲は銃か？

　人形は人間か？

　眠りは死か？

　子供らしく境界の曖あい昧まいなまま、なまじ理性はあるから深く思い悩んで、それでも遊と美遙の温ぬくもりを信じて毎夜、目を瞑とじていたのだ。

　話す内に、ラミエルを操作する桜の手が止まり、顔はうつむいていった。




『あ、あとパヤキノさんもおはなししてくれたよ。カグヤヒメとか、モモタロウとか、オテサーネクとか。パヤキノさんは、わりとなんでもしっているんだよ。

　──サクラちゃんはゲームをおしえてくれたから、ハルハがしんで、うまれてきたら、またあいにきてね。そしたらもっとハルハになれるから』




「なんだよそれ……あいつ、なんにも解ってねぇんだ」

　桜はふっと顔を上げ、遊を見つめた。

「センパイ、あたしがイクィになった時に言ったよね。前に会ったあたしの方が好きだって。結局、それなんだ。

　いくら自分がいなくなったって、他人ひとの中の自分はそうそうくたばってくれない。傷付くんだ、悲しむんだ、痛むんだ。春羽はそれが解ってないよ。自分を諦あきらめてるようで、自分のことしか考えてないんだ」

　立ち上がって眠れる春羽の手に触ふれた桜の声は、怒おこっていて、でも、優やさしかった。

「センパイ、ねーさん、春羽を助けよう。

　こんな自分勝手な春や羽つに、あたしの中の脳天気で図ずう々ずうしくて変なところで卑ひ屈くつなガキを諦められてたまるか」

　美遙と顔を──小さな笑え顔がおを──見合わせて、春日井遊は不本意ながら認めざるを得なかった。

「認めるよ神奈……」

　頭かぶりを振ふって、溜ため息いき一つ。

「うちの子は、ちょっとばかりアホの子だ」

　桜は「だろっ？」と歯を見せて笑った。




　　　　◇





──汝なんじ、夜よる歩ありくなかれ。

命は失われた。君は亡うしなわれた。

面おも影かげ求めて彷徨さまよう街角。はて幻まぼろしか、君を見る。

渇かわいた脳のう味噌みそを引き絞しぼる衝しよう動どうに身を任せ、

僕の血肉を嚙かみ砕くだいてすするべくやって来る、君の骸かたち。

走れ！　抗あらがえ！　屍しかばねの傷きず穴あなに引き込まれるな！

そこは亡もう者じやたちの謝肉祭。

そこは生者たちの明けぬ夜。

その名はゾンビーズ・グレイヴ──









　方々で起こる火事で、都市の上空は煙けむりに覆おおわれている。今は昼間の時間帯なのに薄うす暗ぐらく、街並みはモノクロームに沈しずんでいた。

　──『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』を構成する一〇の世界観の一つ「ゾンビーズ・グレイヴ」は、その名の通り歩く死し霊りようの猖しよう獗けつする世界である。

　都市エリアと農村エリア、その間に広がる街かい道どうや荒こう野やで構成されたフィールドに、人間から大型動物まで、様々な歩く死体が闊かつ歩ぽする。最大の特とく徴ちようは、別の世界で死亡したプレイヤーのアバターがコピーされ、ゾンビ・モンスターとして七二時間フィールドを徘はい徊かいするというルールだった。

　ゾンビ・アバターの配置箇か所しよはランダムなため狙ねらってできることではないが、運が悪ければボロボロに朽くち果てた自身のゾンビと鉢はち合あわせすることもありうる。

　ゾンビーズ・グレイヴの大都市であり主要部であるオメガマン・シティ。死体を思わせる青黒い廃はい墟きよと化した、沈ちん黙もくのビル群だ。この不気味な世界観を成す根源となった呪じゆ術じゆつ性せい病原菌きんの発生地と設定されている研究所に近付くほど、敵が手て強ごわくなる。

　クランプたちの目的地であるダンジョン、ステップフォード・モールは、その研究所からほど近い大型ショッピングモールのなれの果てだった。




「……なるほどね」

　日下秋理アリシアは、眼下を徘徊する死体の群れを眺ながめて呟つぶやいた。リノリウムの床ゆかに落ちる前に消えてしまうような、粉雪めいた声音だったけれど。

　彼女の膝ひざを枕まくらに寝ね転ころんでいるソラリには届いた。

「何がですか？　母様」

　今もハルハの姿をしているので、傍はた目めには年の離はなれた姉妹に見える。まともな理性を持って彼女らを見る者はここにはいないが。

　そこは、地下一階地上二階の専門店街のエントランスに当たる場所で、停止した噴ふん水すいと大きな時計塔とうが建っている。アリシアとソラリは、モンスターが上がって来られない時計塔の上に座っていた。

　下を歩き回っているのは、青白い顔をした歩く死体たち。古代の魔ま術じゆつ師しが屍奴隷ゾンビを作るために使っていたゾンビパウダーを化学的に再現し損そこねた物質を摂せつ取しゆしたことで、本来は主人になるはずの生者を襲おそい続ける亡もう者じやという設定だ。

　フィールドは近代的なのに、ゾンビたちの装備は鎧よろい武者から背広姿までばらばらなのがなんとも珍ちん妙みようではある。

「わたしがゾンビというのは、言い得えて妙みようだと思ったのよ」

「母様はゾンビ・アバターではありませんわ」

「でも死人よ。そして死ぬ前のことなんて憶おぼえてないし、生者に嚙みついて回っている。まさにゾンビだわ」

　ソラリはアリシアの膝から頭を上げ、不思議そうに首を傾かしげた。

「ソラリはよく解わかりません。動物はみんな、死んでゆく親の代わりに生きているのではありませんの？　でしたら皆みなが死なない死人ですわ」

「でも、代わりになるのと、そのものなのは少しだけ違う。わたしには自分が死んだ記憶がないけれど、わたしが死んだのを周りのみんなが覚えている。その食い違いがたぶん、ゾンビになるってことなのね」

　ソラリは依い然ぜんとして意味を取れないようだったが、それ以上は訊かなかった。

「なんにせよ、ソラリは母様の望みを叶かなえて、ハルハの代わりに父様の母様か娘むすめになりますわ」

　アリシアは少し答えなかった。春羽に否定され、美遙に否定され、遊に否定され、それでも彼らを翻ほん意いさせるためにここに籠こもった。アーキタイプを作り出して誘ゆう導どうし、ハルハの肉体を追い詰つめた。

　最初はここまでするつもりはなかった。ハルハを得られなければ、ソムニウム型のハダリーズを確保できればいいくらいに考えていた。だが、最初に遊に放ほうり出され、それが悔くやしくて何度も春日井家を訪おとずれる内に、あの家の連中に自分の存在を認めさせたくなった。自分が正しく日下秋理にんげんだと、認めさせたくなった。

『いくら同じ顔しとっても、春羽は春羽や！　あんたやない！』

『そんなのは生き返るとは言わないだろ。いくら外見が似てても中身が伴ともなわなきゃ……心を失なくしたゾンビと同じだ』

　しかし美遙も遊も、日下秋理の存在を、生命を、否定した。だから。

「ええ、ソラリ・ロートヴァング。わたしはあいつらにヒトの互ご換かんを認めさせたい。

　そうでなければ、ハダリーズの時代なんて夢のまた夢だから」

　ヒトの創つくり方を変えることでヒトの滅めつ亡ぼうを回かい避ひする──その矛む盾じゆんしたような計画が認められれば、死人である秋理も改めて生者として認められるはずだ。

　秋理の中でもう、自分の認にん知ちとハダリーズ計画の認知は混こん濁だくしていた。そしてその考えは、ソラリと過ごす時間でどんどんと加速していった。

「解りましたわ母様。ソラリは何者の代わりにもなれるべく生まれたハダリーズ。今、最も人間に近いハルハにも、きっと代わります」

　秋理とソラリ。誰だれかに「代わる」という妄もう執しゆうに憑つかれた姿は鏡写しで、両者が両者の在り方を肯こう定ていしていて、だから誰にも止められない。

　ソラリは「ところで」と尋たずねた。

「ソラリはなぜソラリと名付けられたのでしょう？　何者にもなるのですから『ソムニウム型』だけで良かったですのに」

　その問いには沈黙が返ってきた。それから、瞑めい目もくがあって、深呼吸があって、答えがあった。

「わたしには、死んだわたしの他ほかにもう一人わたしがいた。わたしと同じ顔をして、同じことを学んで、同じものだと思いながら暮らしていた」

　淡たん々たんと語るアリシアの視線は、家具売り場で真っ二つに割れた鏡に向けられていた。

「二人とも秋理じゃ判わからなくなるから、一人は……わたしじゃない方の秋理を、空そら理りと呼んでいたの。……いえ、もしかしたら、空理と呼ばれてたのは、わたしかも知れない。忘れてしまった。

　つまりその程度の、どうでもいいようなことを思い出しただけ」




　その時、エントランスのガラス扉とびらが耳の裂さけるような轟ごう音おん響きようとともに砕け散った。




　猛もうスピードを帯びてゾンビだらけの正面玄げん関かんへ突つっ込んできたのは、質実スパ剛健ルタンなフォルムのアメリカ車だった。粉々になったガラスが波のように床へ拡ひろがり、外光を照り返してぎらぎらりと闇やみを切り裂く。

　割れ散り跳はね煌きらめくガラスの絶ぜつ叫きよう。それはあるいは、サーカスの開幕を告げるシンバルの音ねに似てはいなかったか。

　凄すさまじい勢いはドアの枠わく材ざいを破は壊かいしながらも止まらず、タイヤに巻き込まれたゾンビをガラスと絡からめて挽ひき潰つぶしながら噴水に激げき突とつしてようやく停止した。それが金属製品であることが信じ難がたい、紙をくしゃくしゃに丸めたような大クラ破ツシユだ。

　ひしゃげ返った運転席のドアが独りでに開き、その中から巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみがにゅおっっと姿を現す。

　──賢けん明めいな諸氏はすでにお察しのことであろう。わざとらしく「白の一九七〇年型ダッジ・チャレンジャー」など乗り潰して登場のパヤキノ氏である。

「あら母様、なんだか可愛かわいいキノコが出てきましたわ」

「あの奇きっ怪かいなキノコは、メメントたちの教室にいた……なんなの？」

　思わぬ闖ちん入にゆう者しやにアリシアは呆あつ気けにとられ、ソラリはなぜか目を輝かがやかせた。しかし。

　続いて車から出てきた小さな少女の姿に、彼女らは笑みを浮うかべた。待っていた。待ちかねた。

　──彼女らの標的、ハルハだ。メメント・コッペリアの操あやつる傀儡くぐつや、イクィ＝リブリゥム・ジェペットが統とう御ぎよする完全連れん弾だん兵士を圧あつ倒とうした、情け無用の子供無む双そうＯ．オーバーＫ．キルＧ．ガール。

　その異名に恥はじぬ、奇き態たいな格好で現れた。人形のように細い両りよう腕うでに、大型のギターケースを提さげて車から出てきたのだ。

　アンバランスなその姿を見て秋理は思い出した。現実世界の春羽は、自分の集めたおもちゃを美遙からもらったギターケースの中にしまって持ち運んでいる。家出の荷物をギターケースに入れて持ち歩いていた美遙のマネをしているらしい。

　秋理も一度、中身を見せられた。くしゃくしゃになった折り紙、プラスチックの先割れスプーン、ソフトビニールの人形、ラスプーちゃんのアニメ柄がらハンカチ、子ひつじのぬいぐるみ、プールで持っていた水みず鉄でつ砲ぽう……生まれてきてから得た物品のほとんどを詰めていたのではないだろうか。

　しかし今、この仮想世界でハルハのおもちゃ箱に入っていたのは水鉄砲ではなく、レバーアクションの散さん弾だん銃じゆうだった。片手で銃身を保持しながら引き金の下にあるレバーを操作することで次じ弾だんの装そう塡てんを行う方式の銃だ。銃身を短く切り詰められたそれが、開いたギターケースの中に六挺ちよう入っていた。

　フロアの中心である噴水に向かって数十匹ぴきのゾンビたちが群がる。研究所に近いこのダンジョンには高レベルの死亡アバターがコピーされてくる上、ゾンビ・アバターは防ぼう御ぎよ力りよくが下がる代わりに攻こう撃げき力りよくと耐たい久きゆう力りよくが大きく上じよう昇しようしている。筋の突っ張ったような不自然な動きではあるが挙動が遅おそいわけでもない。

　いくらハダリーズといえど、この数に囲まれればそうそう捌さばけるものではなかった。

　ハルハの目的がなんであるにせよ、まずはこの難敵の群れを制しなければアリシアと話もできないのだ。

　秋理はハルハの存在を知って以来情報を集めていたが、戦せん闘とう時の動画は新納たちが念入りに消去していたため、現場に居合わせた一いつ般ぱんプレイヤーからの伝聞でしか知らない。いわく「あの子が動いたのと、相手が死体になったのと、どちらが先に起こったことなのか区別が付かない」。

　ソラリは、わき上がる好こう奇き心しんを隠かくそうともせずにハルハの動向を見つめている。

　ギターケースから両手に一挺ずつ散弾銃を取り出したハルハは──パヤキノに抱かかえ上げられ、コマのような横回転を付けられながらゾンビの群れの真ん中に放り込まれた。

　両手の散弾銃が羽のように翻ひるがえり、そして。

　四四秒後、このフロアにいた四八体のゾンビは全ぜん滅めつしていた。




　──ハルハは、車が撒まき散らしたガラスの砕さい片へんの上に着地した。パヤキノに勢いを付けられた回転のままにだ。

　よく滑すべるガラスの砂利じやりに爪つま先さきが触ふれた瞬しゆん間かん、左右の両射で二体のゾンビの頭を吹ふき飛ばす。いくら耐ヒツト久値ポイントが上がっていようと頭部か首を一いち撃げきで破壊されれば動物型モンスターは死亡扱あつかいになる。散弾銃の威い力りよくは防御力の低まったゾンビの頭ず蓋がいを潰し頸けい骨こつを砕くだくのに十分だった。

　だが本来、レバーアクションの銃は片手では連射することができない。次弾を装塡する動作をするために片手で保持をしてもう一方の手で操作しなければならないからだ。

　しかしハルハは止まらなかった。

　ガラスのスリップに任せて体を回転させながらレバーに指を掛かけて銃じゆう把はを放し、銃本体を慣性で回転させることで排はい莢きよう動作に代える。すぐさま次弾を放ってゾンビを砕き、ひたすらその回転スピンを繰くり返すことで寄ってくる端はしから死し霊りようの頭を撃うち砕いていく。

　銃声が四囲を跳ね回って反はん響きようが重なり、それが空気に練り込まれて密度を増すごとに、どろりとべとついた血がガラスまみれの床にHead-Shot Killed!!の文字を描えがいた。

　回転しながら発せられる銃火の残光が金色の円となって少女を包み込み、銃声の嵐あらしに溶とけては消える。

　両の銃が弾たま切ぎれすると、パヤキノがギターケースを滑らせてハルハの足あし下もとに届けた。

　二つのケースの散弾銃を撃ち尽つくし、ハルハの回転が終わった頃ころには、わずか一体のゾンビが刀を振ふりかざして襲おそいかかってくるきりになって──それも、ハルハの袖そでから飛び出した小型デリン拳銃ジヤーの弾だん丸がんを眉み間けんと左目に受けて動かなくなった。




　──皆一様に頭部か首を吹き飛ばされ、繊せん維い質の骸むくろと化したゾンビたちがハルハの周囲にひざまずく様は、何か女王をモチーフに描いた絵画にも見えた。

　秋理アリシアはその姿を、半ば陶とう然ぜんとして眺ながめていた。

（なんなの……ハダリーズが仮想世界で本来の力を振るえるっていうのは知っていたけど、今のはただ迅はやくて強いだけじゃない。合理的思考と直感の爆ばく発はつ的てき伸しん張ちよう……これが最も人間に近いハダリーズの実力ちからだって言うの……？）

　曲芸的なプレイングでソラリと渡わたり合ったクランプも驚きよう異い的てきではあったが、ハルハはクランプのセンスを受け継ついだ上で、別次元の演算能力を見せつけた。従来の人類とは大きく性質を異にするソラリの絶群マン・進化モツドとは違ちがった、人間を延長し、継ぐための力。

　ハダリーズの研究者の間で、ハルハが重ザ・ね書パラき羊ンプ皮紙セストと呼ばれている理由を改めて理解した。前の世代からの情報が重層し共鳴し、心や知ち恵えと呼ばれる領域を充じゆう実じつさせる、子供。

　偽いつわりの生命が消え果て、動く者のいなくなった噴ふん水すいの間へハルハが踏ふみ出す。パヤキノから受け取った自動拳銃『Ｉ．Ｅ．スザク』をぶら下げて、時計塔とうの上のアリシアとソラリを見上げる。

　人ひと絶たえた虚うつろの商館、茫ぼう漠ばくな空間にこびり付いた残ざん響きようが静かな風に拭ぬぐわれて。

　次に口を開いたのはソラリだった。ハルハを見つめながら、アリシアに言う。

「母様、行って下さい」

「え？」

「ハルハが戦っている間に、地下から銃声がし始めました。きっと父様たちがここを通らず、直接地下に入ったんですわ」

　アリシアとソラリが運営から守っていたアーキタイプは、今は地下の駐ちゆう車しや場じように誘ゆう導どうして閉じ込めてあった。自由に徘はい徊かいされては腰こしを据すえて守りづらい。適度に広く適度に狭せまく、隠れ場所も多いショッピングモールでソラリが一所防衛するのが合理的だったのだ。ソラリやゾンビたちだけでは撃げき退たいできない相手が来た時だけ解き放てばいい。

　都合の良いことに地下駐車場への入り口は事故車で塞ふさがっていて人の通れる隙すき間まはなかった。だから店てん舗ぽからの連れん絡らく通路へ入らせなければよかったのだが、クランプたちはなんらかの手段で入り込んだらしい。

「ハルハは、ソラリをここに留とどめるために来たのでしょう。ソラリとアーキタイプを同時に相手にしなければ勝てるという算段だと思いますわ」

　ソラリは無造作に塔から飛び降りた。途と中ちゆうで壁かべを蹴けり、アイスクリーム店の日よけをクッションにして音もなく着地する。

　プレイヤーとしては凡ぼん庸ようなアリシアにソラリのような離はなれ業わざは無理だ。落下制せい御ぎよの魔ま法ほう《浮レヴイ揚テート》を使って降り立った。

「だから、母様は向こうでアーキタイプの援えん護ごを。地下のアーキタイプが倒たおされれば、ソラリがハルハに代わる作戦もおじゃんですもの」

「あなたはどうするの？」

「ソラリはハルハと遊んでますわ。父様にはお生憎あいにくですけれど、ハルハさえいなければ、あのアーキタイプはそうそう倒されませんもの」

　秋理は迷った。彼女が家を出て、ハルハへの「攻撃」を行うほどに思い切ったのはソラリという反響板に思いを増ぞう幅ふくされたからだ。そのソラリと別れるのには不安を覚えた──つまり、自分の正しさに。

　しかし迷っている暇ひまはない。ここで敗れれば「秋理」には何も残らない。いつまで保もつか判らないゾンビの体で、また父や兄を絶望させる不安を抱えていくことになる。

　いついなくなってもいいように、ハルハを手に入れねばならない。一度手中に収めれば研究所と交こう渉しようの余地はあるはずだ──そう思い決めて。

　アリシアは地下への連絡通路へと身をひるがえした。




　アリシアの去っていくのを黙だまって見送り、ハルハはソラリへ視線を移した。

　自分と同じ姿をしたソラリを見つめる眼まな差ざしはただ静かで、怒いかりはおろか厳しさすらない。自分の体の無事がかかっているとはとても思えない、平然けろりとした顔をしている。

　しかしソラリはそれを疑問に思わない。ハルハも本質的にはソラリと変わりない。ヒトに代わるべくヒトとは違う造り方で生まれてくるハダリーズは、たとえ失われても、また同じカタチで生まれてくることができる。

　だから死ぬのは怖こわくない。怖いのは、普ふ通つうの人間とは違ってあらかじめ存在理由を定められたハダリーズが、それを全まつとうできないことだ。

　ソラリの場合、それは「代わる」ことだった。どんなカタチにでも代わり、どんな機能も模も倣ほうし、やがて人類の代わりに大地に殖ふえる。

　それがソラリの本能で理由で、だから、今のカタチであるハルハを在るべき場所から排はい除じよし成り代わる行こう為いに抗こうし難がたい魅み力りよくを感じる。

　鈴すずを転がすようにまろやかな声で、ソラリは問いかけた。

「ハルハはドッペルゲンガーを知っていますの？　『ＣこのｔＧゲーム』では、目の前にいるアバターの姿を光学合成で再現するモンスターですけれど、人間の伝説では、自分と同じ姿の霊れい体たいドッペルゲンガーを見ると、その人は死んでしまうそうですわ」

　腰裏のホルスターに挿さしていた、ハルハと同型の銃を引き抜ぬく。ハルハがメメント・コッペリアと戦った時に使った武器。アリシアが用意しておいてくれた物だ。

　ソラリとハルハ。ハルハとソラリ。

　わずかな服の乱れを除けば全く同じ姿をした二人の少女が、合わせ鏡のように対たい峙じする。

　違うのは微笑ほほえんでいるソラリと、むっつりと押し黙っているハルハの……いや、ハルハが笑ったことで、それも差がなくなった。

「ハルハはしなないよ。さっき、おとーさんにおこられたからね」

　怒おこられたと言いながら、頰ほおといい眉まゆといい、えへへとしまりなくほころんでいる。その緩ゆるんだ顔には、かつてメメントや《水すい晶しよう世界》の者たちに向けた冷たい激しさはなかった。

　それから悠ゆう揚ようとした動きで、何を思ったか涸かれ噴水の中心、ちょうど円形の舞ぶ台たいのようになった場所に上がった。真ん中に噴水口が開いているがその他ほかはほぼ平へい坦たんな、直径三メートルほどの足場だ。

「おとーさんとか、おかーさんとか、サクラちゃんとかヒダリちゃんとか、みんなハルハをもっててくれるんだって」

　ソラリには意味の取れないことを言いながら、猫ねこのような手で招いてくる。

　その真円の舞台は、春羽の大好きな遊びの場に似ていた。

「──おいでソラリっ。おスモウをおしえてあげるよ」




　　　　◇




　その少し前、クランプたちは地下駐車場へ潜せん入にゆうすることに成功していた。

　ほとんどの車は脱だつ出しゆつに使われた（設定な）のか、残っている車はまばらだ。地上の店舗よりも広大な空間に、少年たちの足音が木霊こだまする。

　意外なことに、と言うべきか、照明が機能していた。古びた駐車場の明かりなのでそれでも薄うす暗ぐらいし柱の陰かげなど暗黒に近いが、暗視対策をしながら行動しなくていいのは助かる。

　このだだっ広い空間のどこかに、討うち取るべきアーキタイプ『ナルキッソス』が潜ひそんでいる。




　『ナルキッソス』の能力を見た遊は、まずはソラリとアーキタイプを引き離す策を練り、ハルハを正面から突とつ入にゆうさせて陽動をさせることにした。なぜハルハを囮おとりにするような真似まねをしたかと言えば、今回に関して言えば囮の方が安全な役回りだったからだ。

　アーキタイプはその性質上、触れた者の精神状態に大きな影えい響きようを与あたえる。いかにも陽性なイメージの『天使』ですら接せつ触しよくしたプレイヤーを錯さく乱らんさせたのだから、あの不気味な『ナルキッソス』がどんな影響をもたらすか知れたものではない。

　だから通常は大量のＮＰＣを投入して、運営の人間プレイヤーを関かん与よさせずに鎮ちん圧あつすることになっていた。ソラリさえいなければ、今回も物量で押しきれたかも知れない。

　しかし、今はクランプたちだけで倒さねばならなかった。だからハルハがソラリを押さえている間に、別ルートで地下へ侵しん入にゆうして『ナルキッソス』を倒すことを選んだ。

　事前の調査でアーキタイプが普ふ段だんは地下に閉じ込められていることは判わかっていたが、入り口はショッピングモール側にしかないので、例によって搦からめ手を突つくことにした。

　クランプたちはこのゾンビーズ・グレイヴとは別の世界、ドラゴンズ・グレイヴから、この地下駐車場へ直接転移してきた。本来なら、『ＣｔＧ』の世界を渡るには中心点であるターミナス・クレイドルを中ちゆう継けいしなければならない。その不可能を可能にしたのが、世界球スフイアのＩＤが隣となり合っている世界に限り、同じ空間座標に転移することができてしまうバグだ。

　中世風の世界で使用できる転移アイテム『旅の道どう標ひよう』を転移座標を登録した状態にしておき、ターミナス・クレイドルの一番小さな道具屋──最初期に配置された店舗だ──で売ばい却きやく、直後に同じ効果だが使用可能な世界球の違う『ジョウント・マシン』を買い、それをすぐ捨てる。最後に『旅の道標』を買い直せば準備完かん了りよう。

　後は新たに座標を登録せずにドラゴンズ・グレイヴで『旅の道標』を使用すれば、このゾンビーズ・グレイヴに転移できる。

『ジョウント・マシン』を捨てずに売却したり、捨ても売りもせずに『旅の道標』を買ってもこの現象は起こらないため、見つけたプレイヤーはほとんどいない。見つけたとしても、転移してみたら壁の中でアバターのデータを破は棄きせねばならなくなるなどの事態が予見されるとなれば、そうそう試ためしてみる気にもなれないだろう。

　今回は、この地下駐車場の座標を甚目に調べてもらえたから躊ちゆう躇ちよなく使うことができたのだ。




　周期的に点てん滅めつする電灯の影かげにまぎれ、慎しん重ちように駐車場を進みながら。

「……相変わらず、便利な技知ってるよね」

　呆あきれたような小声を出したのはミーファ。釘宮美遙のアバターであり、クランプの仮想世界における《結けつ婚こん》相手だ。近代的な外観のこの世界には不ふ釣つり合いな、特定の魔法の発動を早める魔法杖ウオンドを携たずさえている。

　相変わらず美遙とは懸かけ離れた性格キヤラだが、クランプはすでに慣れきっていた。ゲームの中から現実世界へ、三ヶ月以上も顔を合わせ続ければ当然ではあるが。

「あれはそうでもないよ。結局、一度行って座標をメモした場所じゃないと恐こわくて使えないし、メメントと戦った時のと違ちがって緊きん急きゆう離り脱だつに使えるってわけでもないしな」

　ミーファと並んで歩いているクランプは、例の片かた刃ば剣けんの他、両りよう脇わきのホルスターに拳けん銃じゆうを挿している。今回の相手には防具が無意味なため、鎧よろいの類たぐいは身につけていなかった。

　あっさりした答えに、ミーファは胡う散さん臭くさそうな顔をした。

「……どんだけ隠かくし球だま持ってんだか、スカラベのクランプくんは」

「その呼び方やめてくれ……なんか格好悪いし」

　遊は、ほぼ初対面のミーファに「君、フンコロガシなの？」と声をかけられた時のことをたぶん一生忘れない。

「格好悪いと思ってるのに、なんで二つ名タグ外してないの？」

　ミーファと出会った頃ころから変わらず、クランプを拡張ＡＲモードで視みれば《スカラベのクランプ》の情報標札タグが付いたままだった。基き礎そ情報以外のタグは任意で取り外せるはずなのに。ましてこれは他人に付けられた物だ。

　クランプは溜ため息いきを落とした。

「自分が格好悪い奴やつだって、忘れたくないんだよ。

　母さんから逃にげて、このゲームに甘えて、バグまで使って攻こう略りやくを急いで、そんな奴だから春羽のことを解わかってやれなくって……」

　言葉は自じ嘲ちよう的てきだが、その顔にはハルハと出会う前のような陰はない。

　ミーファは初めて彼と出会った頃のことを思い出した。変わったところと、変わらないところと。

　悪い気は、しなかった。

「ふぅん……」

　その会話を終わらせるミーファの柔やわらかな鼻息が抜けきる前に。

　クランプは突とつ然ぜんにミーファを突き飛ばした。

「ぅひゃあっ!?」

　いささかはしたない悲鳴とともにアスファルトの上を転がり、身を起こすミーファ。罵ば声せいを上げなかったのは、ここが危険な場所だと忘れていなかったからだ。

　彼女がさっきまで足を置いていた地面が、異様に平板な水面に覆おおわれていた。儚はかない電灯を反射するアルミ箔はくのような光こう沢たくは安っぽいが、それが生き物のようにうねうねと伸しん縮しゆくしている様は異様と言う外ない。

「いつの間にっ──!?」

　クランプたちの背後に迫せまっていたアーキタイプ『ナルキッソス』。鏡のような「泉」に乗って移動する美青年。ただし、その表情は彫ちよう刻こくのように動かず、呼吸も筋肉の脈動も見て取れなかった。多くの人間が公約数的にイメージできる神話存在のディティールとしては、これが限界なのかも知れない。

　音を立てずに移動するのは映像で見て知っていたが、それにしても気配が全くなかった。普通なら空気の流れや三半規管の違い和わ感かんで感じ取れる、人一人分の空間の歪ゆがみを感じられない。

　自分の予想の甘さに舌打ちしつつ、クランプは《スタン》の特とく殊しゆ効果の付いた刃やいばを水面に突き立てた。

　奴の体の一部ならあるいは──という目もく論ろ見みだったが、刃は刺ささらずそのまま水面に吞のみ込まれていく。反射的に引き抜こうとするがびくともしない──この「泉」は、「落ちる」んじゃなく「吸い込まれる」のか!?

　ためらわず、剣けんを捨ててバックステップ、さらに広がってくる「泉」をかわす。広がっても狭せばまっても水の厚みが変わらないことに悪お寒かんを覚える。

　どうやら、アバターを見つけると静かに近付いて脱出不能の「泉」へ沈しずめるのが基本動作のようだ。このフロアにゾンビの姿がないのは、片かた端はしから「泉」に喰くわれたからか。わざわざ本体ごと近付いてくることを考えると、「泉」の有効範はん囲いはそう広くはあるまい。精々半径二～三メートル……と見当を付けて。

「だったら──」

　クランプはホルスターから大おお振ぶりな銃じゆうを抜いた。かつてメメント・コッペリアとの決けつ闘とうで奪うばった強力な回転拳銃『Ｉ．Ｅ．ゲンブ』だ。

　距きよ離りを取りながら発はつ砲ぽうする。地下の空くう洞どうに鳴り響ひびく轟ごう音おん、伸のばした前ぜん腕わんから肩かたに一本通る衝しよう撃げき。

　敵の胴どう体たいを狙ねらって放たれた弾だん丸がんは、がろっ！　と固くも脆もろいような音を立てて『ナルキッソス』の腕うでを削けずるに止とどまった。石せつ膏こうの塊かたまりのような手て応ごたえで、普ふ通つうのモンスターやアバターとは違い傷を負っても血を噴ふかなかった。

　クランプが狙いを誤ったわけではない。銃を向けた瞬しゆん間かんにかなりの高速で回かい避ひに移られたのだ。そして、本体は避よけつつも「泉」はクランプの足あし下もとに迫っている。

　だが、見た目より素す早ばやいのは事前に判っていた。

「今だ！」

「これで捕つかまえる！」

　合図とともに『ナルキッソス』の背後から冷気が噴き出す。効果範囲内の熱を急激に奪い、凍とう結けつさせる魔ま法ほう《氷結スノー刺侵ピアサー》だ。打ち合わせ通り、クランプが注意を引いている間にミーファが杖つえの補助で詠唱チヤージを縮めて発動させた。

　純白の霜しもがカチカチと甲かん高だかい音をともに疾はしり、『ナルキッソス』の全身を吞み込──まずに、「泉」に触ふれた瞬間に沈んでしまう。氷結の広がる速度より沈む方が速く、『ナルキッソス』の本体には届かない。

「なんでも吸い込むのか!?」

　さすがに面めん食くらって叫さけぶクランプ。魔法に構わず追ってくる『ナルキッソス』に背を向けて逃げ出す。バックステップでは着地後の硬こう直ちよく時間で追いつかれてしまう。

　『ナルキッソス』は無感動に追つい撃げきを始めた。そして。

　そこで伏ふく兵へいが動いた。

　さっきとは違う重い着ちやく弾だん音が二発。一発目は『ナルキッソス』の背から胸を貫つらぬき、わずかな間で連射された二発目で頭の半分を吹ふき飛ばした。そして続いた三発目。二発目と全く同じ射線に撃うち込まれた一いち撃げきが開放感のある破は壊かい音とともに頭を完全に砕くだいた。

　それだけの破壊を受けながらも青年の体はぴくりとも揺ゆるがない。ただ、砕かれたアーキタイプの破は片へんは白い花びらのように飛び散り「泉」の水面にたゆたった。

　本体は倒たおれなかったものの、「泉」は動きを止めている。効いた……ように見える。

「よっし！　どんぴしゃッてやつだろ!?」

　駐ちゆう車しや場じようの彼方かなた、大型トラックの屋根の上から快かい哉さいを叫んだのは神奈桜のアバター、ユスラだ。バイポッド付きのライフル銃を構えてうつぶせになっていた上半身を起こしている。

　今回協力を頼たのんだ──というか協力を強制された──冬風レンと桜ユスラには、クランプたちと別の位置に転移してすぐに隠れるよう指示しておいた。二人にはアーキタイプと接せつ触しよくしてほしくなかったし、二人ともクランプより狙そ撃げきの腕が良かった故ゆえの配置だ。

　レンもどこかに潜ひそんでいるはずだが、位置はクランプにも判らない。まだ油断せず、状じよう況きように応じて援えん護ごすべく待機しているのだろう。

　それにしても、今のユスラは駐車場の端はしから端へ通すような精密射しや撃げきだった。『ナルキッソス』が全く上下に揺れない移動をするのが有利に働いたとしても、驚きよう異い的てきな腕前だ。
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（すごいなあいつ……やっぱ天才だ）

　こんな時だのに、ゲームの好敵手の異常なまでの才能にうれしくなってしまう。母のことは度外視しても、遊は筋金入りの遊ゆう戯ぎ者しやだった。

　しかし。

　思わず笑え顔がおで見やったユスラが──横よこ殴なぐりの爆ばく炎えんに吞み込まれてトラックの屋根から落下した。火だるまになって、虫のようにもぞもぞとアスファルトを転げ回る。

「くっそ……ごめんセンパイっ、しくじった！」

　大声で言い残し、間もなく消し炭になって動かなくなった。ゲームオーバーによるログアウトだ。普通のゲームオーバーだから心配は要いらないが、転移アイテムの座標が最後に立ち寄った教会に書き換かえられてしまうのでこの戦せん闘とうへの復帰は絶望的だろう。

　次いで、燃料の残っていたらしいトラックが誘ゆう爆ばくした。

　モール全体を揺るがす大だい震しん撼かんに立ち並ぶ柱が大きく揺るぎ、塵ちりの雨が落ちる。

　陽炎かげろうが揺らめく中から現れたのは、日下秋理のアバター、アリシアだった。

　ミーファがクランプと合流して寄り添そう。アリシアは二人を順番に見やって、存外に落ち着いた声こわ音ねで警告してきた。

「消えなさい春日井遊……ＮＰＣ以外がアーキタイプと戦えば、どんな後こう遺い症しようが残のこるか知れないと聞いているんでしょう？」

　クランプは頰ほおをひくつかせた。

　改めて拡張ＡＲモードで視たアリシアのレベル──『ＣｔＧ』では大おお雑ざつ把ぱに総合的力量の目安を示す──が最大値になっている。明らかに改造されたデータだ。先ほどのユスラを一撃で焼き尽つくした魔法も尋じん常じような威い力りよくではなかった。

『ＣｔＧ』での改造チートは、独特すぎるシステムのせいで──何せ人間コンピュータと来たものだ、外部の誰だれも制せい御ぎよ言語を知るわけがない──いまだ成功した者がいないと言われていたが、秋理は第一号になるだろう。全く褒ほめる気にならないが。

　だが、顔の固まった理由は、不利な状況が加速したことによる絶望ではなく、怒いかりだ。

「俺を心配してくれるくらいなら、春羽を傷付けるようなことはやめろ！」

「ソラリと交こう換かんすれば助か──」

　アリシアが言葉を切ったのは、こめかみを狙った弾丸が《魔力バリア障壁ウオール》に弾はじき飛ばされたからだった。

　レンの狙撃だろう。良い──つまりえげつない──不意打ちだったがアリシアもあらかじめ強力な防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをかけていた。アリシアは狙撃手を捜さがしたがすでに姿がない。さすが冬風レンと言うべきか、必殺のタイミングでも抜ぬけ目なく一撃離り脱だつに徹てつしている。その点は桜より上うわ手てだった。

　アリシアは気を取り直すように髪かみをかき上げた。

「……この陰いん湿しつなやり口はあなたの不ふ倫りん相手ね」

　人はここまで苦々しく他人ひとを語れるか、といったアリシアである。美遙とも仲が悪いし、冬風は女子受けが良くないのだろうか？　……いや、今はそんな場合ではない。

「春羽はあんたには渡わたさないし、もちろん体も守ってみせる」

「いい加減にして日下さん！　お兄さんも心配してたよ！」

　ミーファに度海のことを持ち出されても、今の秋理アリシアは揺るがない。地上でハルハと戦っているソラリの存在が、彼女の意志をピンで留めていた。

「無む駄だよ。あなたたちではそのアーキタイプには勝てない」

「っ!?」

　言われて振ふり向けば──アーキタイプ『ナルキッソス』はユスラやクランプに付けられた傷もなく、初めに見たのと同じ状態でこちらに向かってくる。

「頭がなくなっても再生するの!?」

　悲鳴を上げるミーファを引っ張って走り出す。アリシアの勝ち誇ほこった視線が追ってくるのを感じつつ、それでもクランプは宣言した。

「無駄かどうかやってみるさ……このゲームの全すべてのバグを使ってでも、こいつを獲とってあんたを止める！」




　　　　◇




　電源が途と絶だえ、乾かわいて久しい噴ふん水すいの。

　大人なら二人が立てばいっぱいになるような台の上。

　小さな女の子が二人して、赤い拳けん銃じゆうを携たずさえて立っている。

　一人はハルハ。ゲームの世界で生まれ、史上初めて現実世界に受肉した人造少女。

　もう一人はソラリ・ロートヴァング。一つの人格を保ったまま、どんな形質の肉体にも宿ることができるハダリーズ。

「いーいソラリ。おスモウはね、どひょうのそとにでるか、たおれちゃったらまけなんだよ」

　現実の世界に出た者としてお姉さん風を吹かせるハルハだったが、ソラリはつんと鼻を反らせて手の中の銃を撫なでた。

「知ってますわ。ニッポンの誇るトラディッショナル・ゲームですもの。相撲すもう部屋で鉄テツ砲ポウの練習をするというのも常識ですわ」

　ツッコむ者はいない。

　しかしてこの足場は、少女たちの土Do-俵Hyoだ。

　台のすぐ近くで、わざとらしく烏帽子えぼしを冠かぶったパヤキノが軍配団扇うちわをかざした。

「時間ですヨ」

　ハルハとソラリが、差し上げた銃と銃を交差して触れ合わせる。

　カチンッ……と、まだどこもかしこも餅もちのような肌はだをした子供たちが立てるには硬こう質しつすぎる金属音が死し霊りようの館やかたを慰なぐさめて──

　二発の銃声が一つに重なって闘たたかいの始まりを告げた。

　閃ひらめく猫ねこの肉球型の発マズルフ火炎ラツシユがソラリの眼底に炎の華はなを咲さかせ、ハルハの世界が震ふるえる。

　至近距きよ離りで互たがいの頭を狙い合い、外した。銃口が固定されたのを知覚したのと同時に首を捻ひねったのだ。閃せん光こうと耳を圧する轟ごう音おんで一いつ瞬しゆん意識が真っ白になる。ソラリも同様だろう。

　だが二人とも動きは止まらない。銃じゆう撃げきと同時、次の命令を脳から神経に発してあった。それが時間差で発効し、銃撃で硬直していない左手で掌しよう底てい打うちを放つ。

　がッ！　とお互いの掌てのひらが打ち合わされ、その衝撃で意識がはっきりする。ハルハは、そしてソラリは、反射的にお互いの手首を摑つかんだ。

　狭せまい足場の上で、幼い少女二人が片手に銃、片手にお互いの腕うでを把とって繫つながれる。

「むむ……これが、がっぷり四よつに組むということですの？」

「そのとおりだよ」

　違ちがう。「妙みよう味みに触れた」という風に感じ入るソラリも、なぜか微び妙みように得意ドヤ顔がおで認めるハルハも全然違う。しかし誰も間違いを正さず、熾し烈れつな銃撃戦が始まった。

　お互いを捕とらえたまま体幹を狙って撃ち続ける。普通ならあっと言う間に決着が付くはずの距離だが、巧たくみな重心移動で互いの射撃姿勢をずらし、アクロバチックな体技で弾丸をぎりぎり肌へ滑すべらせる。

　間断なく鳴り響ひびく銃声さえなければ、女の子が手を繫いでぐるぐる回るお遊戯をしているように見えたかも知れない。あるいは、狂くるおしいまでに華か麗れいな円えん舞ぶに。

　だが二人の体は少しずつ傷付き、肉が削そげ飛び血文字を撒まき散らす。トレヴィの泉なら底にコインが溜たまるところだが、ハルハたちは空から薬やつ莢きようを噴水へ打ち転がした。

　行司パヤキノは二人の血と流れ弾だまの雨を浴びて、なんかもう穴だらけになっていた。でも我が慢まんして「はっきょい、のこったのこった」と囃はやした。

　ほぼ互ご角かくの撃ち合いは、二人の能力の違いから均きん衡こうを崩くずした。

　ハルハに引っ張られ、反射的に伸のばされたソラリの膝ひざをハルハの蹴けりが打ち据すえる。痛覚のカットされた『ＣｔＧ』の世界だが、膝の皿を砕かれれば再生するまで立てなくなる。

　脚あしの利きかなくなったソラリにハルハ必殺の銃口が据えられ、引き金にかかった人差し指がきゅっと絞しぼられる。

　バキッ

　だが、次に攻こう撃げきを受けたのはハルハの方だった。蹴られたソラリの片足が曲がるままにバッタのような逆関節に変わり、発条ばねのような勢いで突とつ進しんしてきたのだ。

「にゃっ!?」

　強きよう烈れつな頭ず突つきを額に喰くらったハルハは大きく仰のけ反った。同時にソラリに腕を放され、噴水の縁ふちまで後退してしまう。

　ソラリのかざした銃口が、ハルハの心臓へ向けられる。

「これで父様もソラリとハルハを交換してくれますわ。ねぇ？」

「……グモンをきいたよ」

　ハルハも体勢を立て直しているが、それよりソラリが構えた銃の引き金を引く方が速い。

　勝った──ハルハより優すぐれているならハルハになれる。そんな安心が、ソラリの注意を鈍にぶらせた。

　だから、ハルハが頭突きを受けた瞬しゆん間かんに銃を捨てて無手になっていたことに気付かなかった。

　そしてソラリには、自分を守るために命がけで強敵に挑いどんだ父の背中を見た記き憶おくがなかったのだ。




『Snatch!』




　素す手ででいる時に相手の所持しているアイテムを奪うばうスキル《強奪スナツチ》成功の合成音がコールされる。

「あれ？」

　最後の一いち撃げきを放ちかけていた銃が、ソラリの手から消えていた。ハルハの手の中に現れていた。

　それでもソラリならば、次の瞬間に防ぼう御ぎよなり反はん撃げきなりの対処を講じることは可能だったろう。しかし、「次の瞬間」は与あたえられなかった。

　スカラベのクランプがメメントを倒たおした時に使ったバグの内、唯ゆい一いつ修正されていない一手がある。

『無手の状態で敵の武器を盗ぬすんで、タイミングよくセミオートの攻撃を発動させると、予備動作を大きく省略して攻撃できるんだ。「ＣｔＧ」独特な仕様だな』

『はぁ……でも春日井くん、相手が飛び道具でも強ごう引いんに近付いて盗もうとするし、単に趣しゆ味みなんじゃないですか？』

『おとーさんはカッコつけだなぁ』

　おとーさんが、おかーさんが、春羽の中にいつもいる。生まれたばかりの春羽は、彼らが自分にくれた何もかもを覚えている。忘れない。

　だから。

「とったよ」

　瞬しゆん時じに発動した銃撃スキルの最初級《早フアス撃ちトドロウ》が、ソラリの胴どう体たいの急所を瞬またたく間に撃うち貫ぬき尽くした。




　様々なアバターへ姿を変えられるソラリだが、耐ヒツト久値ポイントは保存される。だから、ゲームオーバー寸前の体をいくら取り替かえても意味がない。

　体中を穴だらけにされ、噴水の水なき泉に身を横たえながら、ソラリは従しよう容ようとして認めていた。

「なんで……同じカタチで、能パラ力値メータもそろえて、ソラリにしかない能力もあるのに勝てないんですの……？」

　敗者の問いに、同じ顔をした勝者はゆっくり土俵を降りながら答えた。

「ハルハのおとーさんはサイキョーだからね。かくゲーはサクラちゃんのほうがちょっとつよいけど」

　ちょこっとだけどね、とあくまで注を入れたのは無視された。

「ここに父様はいませんわ」

「でもハルハは、おとーさんだったらどうする？　ってかんがえたら、こうするってわかるからね。だからいっしょにいるのとおなじだよ」

　ハルハは、怪け我がの再生にヒットポイントが間に合わなくなって繊せん維い化していくソラリのかたわらにちょこんと立ち、へへへと笑った。

「おとーさんもね、いつもハルハといっしょなんだって」

「………………おのろけですわ」

　ソラリは小さく毒どく突づいて目を閉じた。

　薄うすれ行く意識の中で、母様はどうしたかしら、と、それだけが気になった。

　ソラリの体が完全にマネキンに変わったのを見届けて、ハルハの体がふらりとよろめく。

　木の葉のような体をぼふっと支えたのは、パヤキノだった。

「頑がん張ばりましたネ」

「うん……ちょっと、ねむくなってきた」

　現実の体に負ふ荷かのかかっている状態で全力の戦せん闘とうを行った報むくいは、眠ねむ気けの形になって表れた。ハルハが肉体とともに得た、休息のメカニズム。

「ハルハさんのクエストは達成しました。少し休むといいのですヨ」

「おとーさん、だいじょうぶかな？」

　パヤキノを枕まくらに寄りかかるハルハに、乳母ナニーＮＰＣは優やさしく諭さとした。

「大だい丈じよう夫ぶ。なんの心配も要いりませんヨ。

　なぜならこのゲームは、あの子のためのゲームなのですから」

　ハルハは、レンと遊んでいた自分を迎むかえに来てくれた両親のことを思い出しながら、微笑ほほえみを含ふくんでゆっくりと目を閉じた。







『なぁ春羽、神奈から聞いたけど、自分の全部が、俺や釘宮さんでできてると思ってるのか？』

『そうだよ。だって、ハルハのしってること、できること、ぜんぶおとーさんとおかーさんにおしえてもらったし』

『……ちょっと違うな。だって、俺たちだって春羽に教えてもらってることがたくさんあるから』

『？　え？　ハルハはなんにもしらないよ？』

『なんて言うかな……俺が春羽に何か教えようとしたら、春羽に解わかってもらうにはどうすればいいかって考えるんだ。そうしたら俺はちょっとだけ春羽になる。それで、一人で歩いてる時でも、「あ、虹にじが架かかってる。春羽は虹って知ってたっけな。知らなかったら『うわーっ』て驚おどろくな」とか「お、ラスプーちゃんカード付きポテチだ。春羽が欲しがりそうだな」とか思うんだ。

　持ち運びできる、小さな春羽といっしょにいるようなもんだな。人間は、そういう小さな他人を集めて賢かしこくなっていくんだ』

『ハルハも、おとーさんとおかーさんがガッコーいってるとき、テレビみて、あとでおとーさんとおかーさんにおしえてあげよーっておもってるよ。おとーさん、よろこんでくれるかなっておもって』

『うん……だから、もし春羽がいなくなったら、俺の中の春羽がすごく苦しくなって、俺も悲しくって怖こわくって、泣いちゃうかも知れない』

『おとーさんはあまえんぼーだからなー……』

『そうだよ。俺がいて春羽がいるのかも知れないけど、春羽がいて俺がいるってことでもあるんだ。だから春羽は、たとえ眠ねむったまま起きなくなっても、いなくはならない。なれないんだ。

　次に春羽そっくりの子供に会っても、それは春羽だとは思えないし、春羽にはしない。春羽は俺たちといるんだから。

　俺も釘宮さんも、神奈や甚目さんだって、いつも春羽といっしょだよ』




　現実世界に出て眠りと夢を知ったハルハは、その日初めて、ゲームの中で夢を見た。夢の中のハルハは一人ではなかった。ソラリも出てきた。

　だから、一昨日おとといよりも昨日よりも、少しだけ多く笑った。




　　　　◇




　中折れ式のシリンダーにアイテムボックスからじゃらりと弾たまを込め、銃じゆう身しんを起こす。

　壁かべ際ぎわに追い詰つめられたクランプは勢いのままに壁を駆かけ上がりながら、ろくに狙ねらいも付けずに二発、発はつ砲ぽうした。運良く一発が命中し、衝しよう撃げきで『ナルキッソス』の動きが止まる。その隙すきに壁を蹴って方向転てん換かん。窮きゆう地ちを逃のがれる。

　大型拳けん銃じゆうの直撃を眉み間けんに受けたアーキタイプだったが、額を大きくえぐられながらも意に介かいさず追つい跡せきを続行してきた。

　クランプとミーファはあの後も『ナルキッソス』にアタックをかけ続けた。「泉」のせいで格かく闘とう戦は挑めないものの、飛び道具や魔ま法ほうなら対たい抗こうできる……のだが、ある程度大きく破は壊かいすると一いつ瞬しゆんで「復元」されてしまった。

　ミーファが「再生」と言ったのは誤りだ。正確には、一定以上破損するまでは普ふ通つうに銃撃や魔法でも破壊できるが、ある一線を境にして瞬時に無傷の状態に戻もどってしまう。

　レンはアリシアを引き付けていた。改造チートアバターのアリシアの火力は驚きよう異い的てきで、魔法の詠唱チヤージも不自然に短縮されている。それを相手にレンが無事でいられるのは、アリシアのプレイングスキルが未熟だからという一点に尽つきる。

「このっ……不ふ倫りん女がちょこまかと！」

「……誰だれの、誰に対する不倫なのよ」

　逆に、取り回しの難しい狙そ撃げき銃じゆうを抱かかえてこまめに反撃している冬風レンは『ＣｔＧ』歴数週間にして完全に勘かん所どころを握にぎっている。

　あちらは、しばらくは保もちそうだが……

「このままじゃジリ貧だな」

「ねぇ、気付いたんだけど……」

　二手に分かれていたミーファが合流して言ってくる。

「あの『泉』に映ってる方のナル公こう、おでこの傷が付いてない」

　同じ高さに立っていると角度的に見づらいが、言われて見やれば確かに、水面に映っている──水中にいる？──方の『ナルキッソス』にはさっきクランプに撃たれた傷がない。全くの無傷だ。

「……あっちが本体、か……？」

　我ながら短たん絡らく的てきだとは思うが、他ほかに手て掛がかりもない。しかしあれの急所に弾だん丸がんを撃ち込むには、射しや角かくを確保するためにかなり接近しなければならない。「泉」の射程範はん囲い内まで切り込む必要があった。あからさまな自殺行こう為いだ。なのに。

「……あたしが注意を引くから、その間にやって」

　止める暇ひまもなく、ミーファは飛び出した。




　美遙ミーフアはもう、嫌いやだった。

　戦いが始まってからほとんど役に立っていない。せっかくクランプや【迷めい宮きゆう劇げき団だん】のアドバイスに従って応用の利きく魔法を習得してきたというのに、『ＣｔＧ』歴の浅いレンの方がよほど上手うまくやれている気がする。

　でも、風か邪ぜで寝ね込こんでいる間に決めたのだ。春羽と遊は、自分が守ると。

　守られてばかりいては春羽を抱だき締しめる資格がないし、自分の我がままを言えない。守り抜ぬいて、そうして胸を張って言うのだ。好きだとか嫌きらいだとか、そういうことを。

　自分の周囲を飛び回る小さな氷ひよう塊かいを敵へ自動的に撃ち出す魔法《氷アイス丸槌ハンマー》をまとわせながら、真っ直すぐ『ナルキッソス』に挑いどみかかる。

　アーキタイプは近付いてくるミーファへ機械的に反応し、「泉」を広げてきた。わずかながら「泉」より射程の長い氷ひよう弾だんが撃ち出され、青年の前進を牽けん制せいする。

　視界の端はしで、大回りしたクランプが『ナルキッソス』の背後、積まれたタイヤの上で銃を構える。あの位置なら、「泉」の中の『ナルキッソス』を狙撃できる！

（やった……陽動できた！）

　心中で会心の叫さけびを発した瞬しゆん間かん──ミーファは「泉」に吞のまれた。
















「──であります」

　はッ──と意識を取り戻した時、ミーファはレンと長身の少女に抱えられていた。

　残念ながら『ナルキッソス』は健在だ。今はクランプに気を取られていて距きよ離りは取れている。意識を失う寸前、クランプの銃じゆう弾だんが「泉」の中の青年の頭を打ち抜いたのを見た気がしたが、「泉」の内外ともに青年の傷が消えていることからして、映っている方の青年が本体という予想は間ま違ちがっていたのだろうか。

　それはさておき、自分はどうなってるのか？

「泉」に沈しずみかけたところを引き上げてもらったようだ。それは直前の記き憶おくからすぐに推察できた。しかし、問題は自分を抱えている相手だ。レンはまぁいいとして……

「……イクィ＝リブリゥム!?　どうして！」

　瘦やせ形がたの長身、強風が吹ふけばそのまま倒たおれそうな意志の薄うすい顔。青い長ちよう髪はつが火災で生まれた空気の流れにたなびいている。

　なぜ美遙たちと同じ学校の制服を着ているのか激しく気になったが、そんなことよりも。

　《水すい晶しよう世界》の騒そう動どうを起こした、人の思考を読み、自分の触ふれた者の情じよう緒ちよを平均化する能力を持ったハダリーズ、イクィ＝リブリゥム・ジェペットがそこにいた。

　ウィザーズ・グレイヴの戦いでクランプとレンに敗れ、『ＣｔＧ』の隔かく離り領域に封ふう印いんされたと聞いていたのだが。

　それがなぜ、こんなところを

「うろついているのかと申さば、『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』にまつわるとある権能が働いたからでありますというのは応答の域に達せざるは知るところなれどイクに口外しうるはそこに留とどまるのであります」

　疑問は、言葉を先読みしたイクィの回りくどい説明に報むくいられた。なんだかよく解わからないが、新納あたりが手を回してくれたということでいいのだろうか。しかし、今度はレンに問いを取られた。

「あなたは味方……なの？」

「教えを受けた恩義は返すのであります。なればこそ、アーキタイプの精神侵しん蝕しよくを受けたミーファを助けたと理解すれば信用の資源を得ていることが明らかになるのであります」

　確かに、一度はおかしくなった桜を元の状態に戻したイクィの能力なら、アーキタイプに乱された美遙ミーフアの精神を安定させることもできるかも知れない。が、イクィの声こわ音ねは眠ねむたげかつ早口で、何か騙だまされているような気にもなってくる。ミーファは混乱から立ち直れないでいた。

　なんとか状じよう況きようを把は握あくしようと駐ちゆう車しや場じようを見回して──気付く。レンまでこちらに来ているなら、アリシアは誰が相手をしているのだろう？




「いやぁ、これがいわゆる、娑しや婆ばの空気ってやつですか。炎ほのおの匂においが染しみ付いてむせそうですが」

　頭の数センチ横を炎の渦うずに貫つらぬかれ、毛先の焼け焦こげた銀ぎん髪ぱつが渦のフラクタルのように、あるいは死神の鎌かまのように、ねじくれる。

　しかしねじくれていると言うなら、彼女の精神の方がねじれているのかも知れない。耳や頰ほおを焦がしながらも美しい彼女の面おも輪わにあって、へらへらとした笑えみだけは「場ば違ちがい」が印象の全すべてを占しめる。

　──イクィと同じく女子制服に身を包んだメメント・コッペリア。目を合わせた者の共感能力を暴走させ、直後に与あたえる刺し激げきの結果を操あやつるハダリーズ。

　一度は遊クランプを殺した、遊ゆう戯ぎに潜ひそむ殺人者。

　そのメメントの前で、アリシアが腕うでを押さえてうずくまっている。

「い、痛い……痛いの？　これが擬シム・験ステイミ毒ユラントの威い力りよく──？」

　生身であれば全身に脂あぶら汗あせを浮うかべていただろう。飛礫つぶてを受けた右腕から広がる、「痛み」に類する信号を最強度まで強めたような感覚がアリシアを縛いましめていた。
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「なるほど強力な障しよう壁へきですが」

　メメントが手の中の拳けん銃じゆう──クランプが持っているのと同型の『Ｉ．Ｅ．ゲンブ』だ──を無造作に撃うつ。

　弾丸はアリシアが展開している防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの展開範囲ぎりぎりの地面に当たり、飛び散ったアスファルト片へんの一つが魔法障壁の内側で跳はね上がってアリシアの脚あしを強打する。

　悲鳴が、上がった。

「ぐぅっ!?」

「突とつ破ぱする方法はないでもないですねぇ。もっとも、この攻こう撃げきではヒットポイントは減りませんから、あなたは倒せないんですけどね。無力なメメにできるのは、ほどほどに痛みを与え続けることだけです。

　解りましたか？　親愛なる肉ミート脳輩ヘツド」

　ガンッ・ガンッ！　と続けて引き金を引く。特に狙ねらいを付けているとも見えないのに的確に地面を弾はじき、アリシアを打ちのめす。ゲームシステム上は受けていない幻まぼろしの痛みに苛さいなまれて動けない。

　容よう赦しやどころか嗜し虐ぎやく心しんすら感じさせない機械的な攻撃に、アリシアは戦せん慄りつしていた。それはゲームでも、狩かりでもない。もう一人の日下秋理、彼女が空理と呼んでいたあの子を死なせた、時に運命などと詩うたわれる、ただの死だ──それが、怖こわい。

　ログアウトして逃にげる道を選ばなかったのは、メニューを開く余よ裕ゆうがなかったのと、地上でソラリが戦っていると思えばこそだった。

「おい!?　殺すなよ！」

　クランプの声が遠くから聞こえてくる。それはゲームオーバーさせるなという意味ではない。文字通り秋理が殺されるのを恐おそれているのだ。

　メメントは電でん撃げきでも受けたように撃つ手を止め、ぶるりと身を震ふるわせた。

「うはぁっ……メメ、もうすぐ滅ほろんじゃう動物に命令されました。しかも従っちゃいました。これどう思います？　最低ですよね？　あるまじきですよね？　メメって一応、初めて高度な知性を成立させた新しん世せい種しゆのマイルストーンって呼ばれてたんですよ？　それが、より猿さるに近い生き物にいいように使われてる……ああ、心が安らぎます。メメはダメでいいんですね！　壊こわれてて使い物にならなくていいんですね！

　やっぱり、メメを廃はい物ぶつであると思い知らせてくれるおにーさんはメメの王子様ですよ」

　くねくねと身をよじって感動に浸ひたっているメメントだが、アリシアが動こうとすれば唐とう突とつに銃口を定めて牽制してくる。

　痛みも抜けず、凶きよう悪あくなハダリーズに肉にく薄はくされては、いくらデータを改造していようと歯が立たない。

　違ちがうのか。ハルハも、ソラリも、やっぱり秋理とは違うのか。

　アリシアは歯は嚙がみした。




「……いろいろ訊ききたいことはあるが」

　ようやく「泉」に吞のまれた衝しよう撃げきから回復したミーファたちと合流して、クランプは手短に確かく認にんした。

「今の質問は一つだけだ。あれを倒す方法は判わかるか？」

　アーキタイプは健在なので逃げながらの会話だった。生身だったら確実に息を切らしていただろう。スタミナの概がい念ねんがないアバターだからできる無む茶ちやである。

　答えたのはイクィ＝リブリゥム。アーキタイプに吞まれたミーファの精神を安定させたハダリーズ。

「あのアーキタイプは従来人類の普ふ遍へん的てきな不安から生まれた怪かい物ぶつでありますが、その中ちゆう核かくは日下秋理の不安であり、そこに他ユーザーの思念が誘ゆう引いんされて形を成しているのであります」

「……日下さんの……」

　美遙ミーフアは思い出した。あの「泉」に吞み込まれた時に感じた、自分が二つに引き裂さかれて消えていくような感覚。自分の中にある背反する、しかしどちらも本当の気持ちを指し摘てきされて、その矛む盾じゆんに理性を否定されて焼き切られそうになる。

　あれが、秋理の抱かかえる不安なのか。

　クランプが「だからどうすれば──」と言いかけるのを先取って、イクィが続ける。

「日下秋理が真に自分と混同しているのは、最初に喪うしなわれた、オリジナルの日下秋理ではないのであります。

　自分と同じ日に解かい凍とうされ、同じように育てられ、しかし突とつ然ぜんに死んだ空理というクローン。その少女が死んだ時、なぜ『同じ物であるはずの』自分が死ななかったのか理解できず、死んでいる自分と生きている自分が重なり合っているのであります」

　美遙ミーフアは、度海が話していた、ある日突然眠ねむったまま死んだという「秋理」のことを思い出していた。そして、空ソラ理リ、その名をあのハダリーズに付けた秋理の心境を思いやった。

「重なり合う……？」

「換かん言げんするならば、それまで常に目の前にいた、自分と全く同じ姿の空理を失った秋理は、自分が秋理なのか空理なのか判らなくなってしまったのであります。ある日突然、自分が鏡に映らなくなったようなものであります」

　生ける秋理と、死せる空理と。全く同じ姿形を持ち、同じように育てられ、それなのに一人が死んで一人が生きた。しかも、彼女らはそもそもが一度死んだ子供の生まれ変わりと教えられていた。

　曖あい昧まいな生死の境の中で、あの秋理は春羽を求めた。生きている春羽を見ている間は、自分も生きているのだと実感できると、無意識に感じていたのかも知れない。

「そんな生と死の重なり合った状態の不安が、あのアーキタイプを生み出したのなら──」

　うつむいてぶつぶつと思考を口走るレンに、イクィはこくんとうなずいた。

「アーキタイプの臨りん床しよう例れいの少数を理由に確定的でないリスクは消しよう滅めつしないまでも現在できる最もシンプルなつまり統計上最も適切な可能性の高い対処法は、個体名『ナルキッソス』の外に出ている男と水みず鏡かがみの中の男、二人を同時に破は壊かいすることであります」




　クランプが即そつ興きようで考えた作戦の打ち合わせは手早く済んだ。数ヶ月をパートナーとして過ごしたミーファと、気心の知れた冬風レン、それに話して聞かせる必要すらないイクィだ。パーティとしては望外に過ぎる。

　まず、正面から突とつ撃げきする役はクランプとイクィだった。

　ハダリーズのイクィの戦せん闘とう力りよくはクランプを大きく上回るが、彼女の場合、攻撃力自体は初心者同然だった。銃の扱あつかいも心こころ許もとないという。そもそもイクィの能力があれば、そんな物は必要ないからだ。

　だが、アーキタイプ相手のアタッカーには使えない。「泉」の中の『ナルキッソス』はクランプが沈しずみながらでも撃ちまくるしかなかった。幸い、イクィといっしょにいればアーキタイプの精神侵しん蝕しよくを受けることはないらしい。

　接敵までの短い合間に、イクィが訊いてくる。

「イクとメメントを信用するのでありますか？」

「他に選せん択たく肢しもないし……何より、さっき日下さんに言ったからな。

　このゲームの全ての不具合バグを使ってでも、あいつを獲とって彼女を止めるって」

「イクたちもスカラベでありますか」

「母さんのゲームの中にいるなら、そうだ」

「なるほど、絵に描かいたようなというレトリックの使用に一いつ切さいの不適切を感じぬマザーコンプレックスの標本であります」

　言ってろ。というのは口に出さなかった。

　すでに『ナルキッソス』の「泉」の射程に入りつつある。

　そうして、歌が聞こえてきた。笑えみが浮かんだ。




　レンは荷台車のないトレーラーキャブの屋根に上がり、狙そ撃げき銃じゆうを構えた。クランプが「泉」の中の『ナルキッソス』を倒たおすのと同時に、外に出ている方の頭を吹ふき飛ばす役目だ。先ほど、頭を砕くだかれた直後あっと言う間に復元したことからして、少なくとも頭を砕けば「死んだ」と判定されると見ていいだろう。

　遊クランプと完かん璧ぺきにタイミングを合わせられると判断され、冬風レンが射手に選ばれた。イクィが「均化」を使えば誰だれとであろうと完全連れん携けいできるはずだが、イクィは特に提案しなかった。必要がないから、だろうか。

　イクィを倒したのは、クランプとレンなのだから。

　それでも万ばん全ぜんを期すならイクィの処置を受けるべきだったろう。だが、冬風は矜きよう恃じと言うよりも確信によって射手を引き受けた。やれる。

　ぎゅっと顎あごを引くレンの耳にも歌が聞こえてくる。舌打ちしたくなったが、我が慢まんした。




　ミーファはクランプの背中を見送りながら、ゆっくりと喉のどを震わせた。

　彼女が『クレイドル・トゥー・ザ・グレイヴ』を始めた直後、広いフィールドで誰にも気き兼がねせず、力いっぱい歌を歌えたら気持ちいいだろうなと思いついた。そしてドラゴンズ・グレイヴの草原で初めて歌った時、自分がどこまでも解放される感覚を味わった。

　そうして歌を使って様々な特とく殊しゆ効果を表す《呪じゆ歌か》というスキル体系を修めることになる。思えば、クランプと初めて会った時も《呪歌》の使い手として誘さそわれたクエストでのことだった。

　思い出せば、それでいいと、思えた。

　冬風レンのように肩かたを並べて戦うことができないなら、背中を見ながら必要な力を貸す。同じになろうとする必要はない。

　春羽を守るのに他の人の手を借りたくないなんていうのはエゴだ。現に、美遙はそんな母が嫌いやで逃げてきたのではないか。

　だから精せい一いつ杯ぱいに、思いを込めて、効果範はん囲い内の味方の能力を全体的に上じよう昇しようさせる《呪歌》を歌い上げる。

　がんばれ春日井くん、守ってみせるからね春羽。

　──曲その名なは『The Big Game』。未み踏とう未知、洞どう窟くつと怪物、闇やみと幻げん想そう、誰も知らない世界で出会う、遊ゆう戯ぎ者しやたちの賛歌だ。




　かくして、澄すんだ歌声に背中を吹かれた決戦攻撃が始まる。

　最初に仕し掛かけたのはクランプだった。『ナルキッソス』の体に二発。倒せはしなくとも足は止められる。

　同時にイクィが足あし下もとに突とつ風ぷうの魔ま法ほうを使い、クランプごと飛び上がった。

　レンの一射目が外れる。外側の『ナルキッソス』の鼻筋を削けずったに止とどまる。次は当てる──という確信とともに、クランプが空中から三発目を撃うつ。「泉」の中の『ナルキッソス』、その顎が吹き飛ぶ。

　クランプが「泉」へ着水し、レンの二射目が『ナルキッソス』の側頭部を弾はじく。血も出さずにパズルピースのような頭ず蓋がいの破は片へんが飛び散った。次の一いち撃げきで完全に頭を破壊できる。

　そこで遊の意識が暗転した。
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　──「泉」に接せつ触しよくしたことで現実と乖かい離りしかけた心が、イクィに背後から抱だきつかれて急速に目が覚める。再び歌が聴こえてくる。

　視界が像を結ぶのが先か、反射的に引き金を引く。外れた。

　その頃ころには、クランプとイクィの体は腰こしまで沈んでいた。完全に沈めば意識を失い、イクィでも助かる公算はないらしい。

　まずい──沈みながらでは狙ねらいが付けづらいし、「泉」の『ナルキッソス』を倒す前に沈みきってしまう。

　逆境のその時、遊の頭に浮うかんだのは──いろんなハルハの顔だった。




　ミノムシみたいに産うぶ着ぎにくるまって、短い手をふわふわ動かしていたハルハ。

　ホテルの床ゆかを四つ足で這はい回り、クランプの足をよじ登ってくるハルハ。

　約束の時間に遅おくれて頰ほおを膨ふくらますハルハ。

　列車強ごう盗とうをずたぼろにこらしめるハルハ。

　初めて現実世界に出てきて、迷わず遊に抱きついてきた春羽。

　遊を傷付けたメメントに怒いかり、操あやつられたＮＰＣたちを薙なぎ払はらうハルハ。

　ゲームセンターで桜に助けてもらったとうれしそうに語る春羽。

　魔ま女じよの帽ぼう子しをかぶって、楽しそうにミーファと歌うハルハ。

　奇き想そう天てん外がいな戦法で敵対者を蹂じゆう躙りんするＯ．Ｋ．Ｇ．──




「──巻き付けろイクィッ！」

　説明していたら間に合わないタイミングだったが、思考を読めるイクィには必要ない。情じよう趣しゆもへったくれもない以心伝心だ。そして彼女は仮想世界における精密動作に長たけたハダリーズだった。

　指示の言葉が終わらぬ前にイクィは制服の背中側からナイフを引き抜ぬき、クランプの腹へ突つき刺さした。そのまま腹の中でナイフを捻ひねり、刃はの腹に目的の物を引っかける。

　そうしてイクィは、引きずり出したクランプの内臓をロープのように操って手近な柱に投げつけた。投げる勢いの足りない分は魔法で補い、がっちりと巻き付ける。

　ヒットポイントを消費して自己再生が始まり、腸はらわたを腹に引き戻もどす力と「泉」の吸引力が拮きつ抗こうした。沈ちん降こうが大きく遅れる。

「っぅゑっ…………！」

　体の内側から自重を支える異様な感かん触しよくに血ち反吐へどをえずきながらも、ともかくも数秒の安定を得る。

（春羽は……春羽はなぁっ──

　ここに……ここに！　ここにいるんだよ!!）

　出せない声で罵ののしりながら、クランプが狙い定めて『ゲンブ』を撃つ。

　出なかった声を聞き取りながら、レンが狙撃銃の引き金を引く。そして。




　最後の銃声が重なった。







「──あ」

　メメント・コッペリアから雪せつ隠ちん詰づめにされ、傍ぼう観かん者しやに堕だしていた秋理アリシアはただ一音節、うなった。

　クランプに「泉」の中の顔面を、アリシアの視界外からの狙撃で外側の頭部を撃ち抜かれ──

　秋理の作り出したアーキタイプが、一いつ瞬しゆん結けつ晶しよう状に膨ぼう張ちようした後、木っ端ぱ微み塵じんに砕け散って空気に溶とけた。「泉」は沈み込んでいた部分が反転隆りゆう起きし、二人を吐はき出した後で中心点に収束。そのまま何もなくなる。

　まるで最初から何もなかったように、それは消えてなくなった。

　秋理の心がカタチになったような怪かい物ぶつ。死者と生者、偽にせ物ものと本物の狭はざ間まにある自分の象しよう徴ちよう。水鏡に映る生命なき自分を観測し続け、終ついにはいっしょになって死んでいった『ナルキッソス』。

「あらら、木もく阿あ弥みですねぇ」

　メメントの声には特段の感かん慨がいもない。現実世界に生まれるべくして作られ、それを果たさず隔かく離りされた彼女もまた生と死の境界にいる少女ではあったが、自分をゴミと定義したメメントは今のゴミ箱の生活を愛してしまっている。

「春羽は明日にでも目覚めるでしょうねぇ。あなたはどうします？　なんなら、メメが引導を渡わたしてあげますが」

　アリシアの見上げたメメントの眼めが、虎とらの皮を溶かしたようにぐにゃりと歪ゆがむ。自然界には存在しない信号でラミエル越ごしのプレイヤーに致ち命めい的てき反応を引き起こす「スヴェンガリの眼」。

　《魔力バリア障壁ウオール》の効果は切れていたが、今のアリシアには張り直す気力もない。

「ま、待ってメメント！　撃っちゃダメよ！」

　あわててミーファが駆かけ寄ってくる。クランプは「泉」からは脱だつ出しゆつできたものの腹を割さいたダメージの再生にヒットポイントが追いつかず、ゲームオーバーして死体マネキンになっていた。イクィはそのマネキンのかたわらで吞のん気きに制服のしわを伸のばしている。

　レンは見当たらなかった。遊を心配してログアウトしたのかも知れない。

「おやミーファさん。こちらは、あなたたちの大切な娘むすめさんを苦しめた相手ですよ？」

「それでも、この人だって…………いろいろあったみたいだし」

　ミーファはアリシアのそばに座って、顔をのぞき込む。ほとんど条件反射で不ふ機き嫌げんな顔になって目をそらすアリシア。

　一いつ瞬しゆんならず言葉をさまよわせてから、美遙ミーフアはとにかく頭を下げた。

「──ごめんなさいっ！　プールでは、ええと……正論言っちゃって」

　アリシアはうつむいたまま眉まゆをひくつかせた。

「謝ってない……」

「……だって、あたしの知ってる日下さんは日下さんだし、他ほかの誰だれでもないし。でも、あたしは日下さんがいてはいけないなんて言う気はなかったし──」

　ミーファは思い付くままに口走っているのですぐ口ごもる。言葉が途と切ぎれる。それを必死に埋うめる。遊の分まで、自分が伝えないと。

「だかん……ぁぅ嚙ンだ……だ、だから！　日下さんのお父さんがどう思ってようと、あたしの日下秋理さんは一人で、何度も家へ春羽に会いにきて、相手にされなくてもへこたれなくて、自信満々で傲ごう慢まんで、奇き麗れいだけど強ごう引いんで、世間知らずでずれてて変な人でっ」

「け、喧けん嘩か売って──」

　たまらず顔を上げたアリシアを、カウンター気味にミーファが抱き締しめた。

「ちょっと可愛かわいいところもあって！　構い付けたいねん！　ほたえさせたいねん！

　勝手に一人にならんでよっ！　誰かの代わりに生まれたくらい何よ!?　あたし、伊だ達てに春羽のお母さんしてへんよ！」

「ッ………………」

　アリシアは喉のどに込めた言葉を吐き出せなかった。吞のみ込むこともできず、しばらく頰に溜ためて、その内うつむいて、唇くちびるの間から逃にがした。

「？　日下さん……？」

「アリシアよ……」

　不安になって訊きいたミーファに、それだけ答えて。

　アリシアは強制ログアウトして、ミーファの腕うでの中から消えていた。




　緊きん張ちように麻ま痺ひしていた感覚が戻ってきて、空間に満ちた熱気に肌はだがひりついてきた頃。

「解わかってくれたかな……？」

　ミーファはゆっくり立ち上がって服のほこりを払った。放ほうっておいても肌や服は定期的に奇麗になるが、感覚的な問題だ。

「さて……メメはどうしましょうかね。このまま帰るのもつまらないし」

　半ば忘れていた声にぎくりとして振ふり向く。

　メメント・コッペリア。そう言えば結局、なぜここにいるのか知れていない。さっきはクランプに言われた通りアリシアの足止めに徹てつしてくれたが、一度は遊を殺した危険な相手だ。

　何はともあれ事情を聞こうと、恐おそる恐る口を開く。

「あ、あの、メメント……」

「はい？　なんです──」

　ガンッ！

　と。

　無む闇やみににこやかに振り返ってきたメメントの頭が、あっさり撃うち抜かれた。後頭部から眉み間けんに、奇麗な穴が開いている。

　貫かん通つうした弾たまこそ当たらなかったものの、スプレーのように飛び散った血がミーファの半身を真っ赤に染める。

　メメントが笑え顔がおのまま──気のせいか、撃たれる前より楽しそうに──ばたりと倒たおれると、射線の先に狙そ撃げき銃じゆうを構えた少女がいた。

　──レンは無表情に、硝しよう煙えんをまとわせた狙撃銃を担かつぎ上げた。

「……遊が世話になったそうね」

　急所を一いち撃げきで破は壊かいされてマネキンに変わっていくメメントに淡たん白ぱくな一いち瞥べつを残して、冬風レンはそのままログアウトした。




　……………………




　やや呆ぼう然ぜんとして。

　改めて駐ちゆう車しや場じようを見回すと、もう誰もいない。イクィ＝リブリゥムはいつの間にか姿を消していた。

　なんだか疲つかれがどっと出て、ミーファも溜ため息いきとともにログアウトした。
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「二人ともお疲れ様。仮想世界の処理機能も復旧したし、春はる羽はちゃんも明日の朝には目を覚ますと思うわ」




　という甚はじ目めの太たい鼓こ判ばんに胸を撫なで下ろし、迎むかえた夜。

　春日かすが井い遊ゆうは、リビングに布ふ団とんを敷しいて寝ねることにした。春羽がまだラミエルを離はなれられないからだ。毎日いっしょに寝るという約束は果たさねばならない。

　美み遙はるは掛かけ布ぶ団とんだけ運んできてソファで寝ることになった。背を倒せばベッドになる。

　桜さくらも泊とまっていきたそうな勢いだったが、説得して家に帰らせた。桜にも家族はいるし、聞いている限り（桜は認めないが）結構な子こ煩ぼん悩のうの親おや御ごさんに思える。

　甚目は万が一に備えて春日井家に泊まっているが、今夜は美遙の部屋で寝ることになった。だから、今のリビングは春羽と遊と美遙の三人きりだ。

　ついさっきまで、二人して三〇分ほども春羽の寝ね顔がおを眺ながめ続けていた。問題は当面解決したはずだが、本当に目覚めるのかどうかは明日まで判わからない。不安と、もしかしたら早めに目覚めるかも知れないという期待が未練になってなかなか離れられなかった。

　何せ、これまでは眠ねむることがなかった仮想世界の中ですら意識を失っているのだ。ハルハが生まれて以来、経験したことのない寂さびしさだった。

　向こうではパヤキノが見ていてくれるので、遊と美遙にできるのは春羽のそばで待つことだけだ。

　自身も眠そうな甚目に叱しかられて──「二人とも疲れてるんだから、ちゃんと寝とかないと体を壊こわすわよ！」──ようやく春羽の寝顔から身を引きはがし、それぞれの寝ね床どこで目を閉じる。

　弱冷房とラミエルの隠いん微びな作動音が夜に満ちる。耳みみ障ざわりというほどではない。けれど。

　そうそう眠れるわけもなく。

「……日下くさかさん、今いま頃ごろどうしてるんでしょう？」

　美遙の声も、寝ているかも知れないという可能性は全く考えないものだった。当然、遊の声はすぐに返ってきた。

「どうかな？　……釘くぎ宮みやさんの言いたいことは言えたんだろ？」

「わたしが一方的に話しただけですから……日下さんの悩なやみは、そう簡単に解決するものじゃないでしょうし」

「それでも、あの人には戻もどってきてもらわないとな」

「……日下さんが、春羽の母親だからですか？」

　美遙の問いかけに、遊はちょっと答えられなかった。答えに詰つまったからではなく、まさかそんなことを訊かれるとは思わなかったから。

　薄うす手での布団から抜ぬけ出して、美遙の横たわるソファに腰こしかける。暗い中で突とつ然ぜんに来られて、美遙は反応できていない。ソファのたわみでやっと気付いたようだった。

「えっ？」

　目を白黒させて、起き上がることも忘れて布団を抱き寄せている。

　遊は静かに、でもはっきりと否定した。

「違ちがうよ。日下さんは春羽の母親じゃない……いや、考え方によってはそうなのかも知れないけど、俺にとっては違う」

　遊は美遙を見ないようにしていたが、美遙の視線を感じてはいた。揺ゆれていた視線がにわかに定まるのを感じながら、続けた。

「その……多分、言わないから伝わらないんだろうな。自分は言ってくれないと解らないって言ってるのに」

　意を決して美遙を見る。暗がりにも、大きく見開かれた目と目が合うのが判った。

「ぁ……」

　言いかけて喉に引っかかる。いざ面と向かって言おうとすると、なぜかとんでもなく恥はずかしい、言葉。

「──ありがとう。釘宮さんが、ミーファがいっしょだったからやってこられたと思う。

　春羽は釘宮さんと育てたから今の春羽がいるわけで、俺はそんな春羽が好きでしょうがない。自分がまだ高校生でも、あの子がちょっと人間と違うハダリーズでも、そんなことどうでもいいくらい好きだ。

　だから、春羽の母親が他の人だなんて言うなよ。……その、春羽が好きだってことは、釘宮さんも同じくらい好きだってことなんだからさ」

　ここまで言い切っても情けないのは、後半はまた美遙から目をそらしてしまったからだったが。

　美遙は美遙で、布団に顔を埋うずめて約束してくれた。

「うん……もう、二度と言いません……」

「そっか……」

　しばし、そのまま天てん井じようを見上げる。見慣れているはずなのに、見慣れないような天井だった。針や数字が蛍けい光こう色しよくでぬらりと光る壁かべ時計の音が、心音にこそばゆいようなノイズを混ぜ込む。

　ぐっ……と、胸の熱から逃げ出すように腰を上げて、遊は遠回りに自分の布団へ戻った。

　再び目を閉じてもまだ眠れそうになかったが、これ以上の会話はできそうもない。何を言っても顔を熱くするだけだ。

　ややあって美遙の発した言葉が、その夜の最後の声になった。

「わたしも……わたしも、春羽が好きです……」

　そんな当たり前のことを言うのに、そんなに震ふるえなくても。

「本当に、好きですから」

　そういう、むしろ彼女の中に染しみ込んでいくような声だった。







　──いつ眠ったのか覚えていないが。

　遊は、窓から差し込む朝日で目を覚ました。

「んっ……」
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　いつもと違う環かん境きようで寝たので体が固まっている。背だけで伸びをして──気付く。

　いつの間にこんなことになったのか。

　遊の胸に潜もぐり込むように顔を押し付けて寝息を立てている、小さな重み。シャツの襟えり元もとをきゅっと握にぎって引っ張られて、ちょっと息苦しい。

　それだけなら笑顔を込み上げさせればいいのだが、春羽を挟はさんでもう一人、布団に上がり込んでいた。

　遊にくっついている春羽を抱だき締しめる形で眠っている美遙の顔が、ちょっと横を向けば目の前にある。

　遊が熟じゆく睡すいしている間に春羽が目を覚まして布団へ潜り込み、それに気付いた美遙が春羽を起こさないように寄り添そい、そのまま寝入ってしまったのだろう。状じよう況きようの推測はできる。できるが、

（ええと……）

　幸せそうに眠っている二人を起こすのも忍しのびなく、かと言って自分が二度寝するには落ち着かない。

　結局、昼前に起きてきた甚目ににやにやとひやかされるまで、遊は天井を眺め続けていた。不思議と幸せな気分だったけれど。




　　　　◆




　日下秋あい理りの潜せん伏ぷく場所が発見されたという連れん絡らくが来たのは、それから三日後のことだった。

　某ぼう議員が愛人を囲うために用意したマンションの一室。しかし三ヶ月前から関係が冷え切り、議員も愛人も町に寄り付かないまま放置されていた一室に転がり込んでいたという。使用されているはずなのに全く光熱費の動かない部屋を探し、それから使用者が当分戻らない事情のある場所を調べ上げていたらしい。

　仮想世界では様々な奇き異いに遭そう遇ぐうした遊たちだったが、現実でそんないわく付きの部屋を訪ねたのは初めてだった。

　──そう、度たく海みに懇こん願がんされて、遊、美遙、春羽の三人もマンションに付いてきていた。

　見つけたはいいが、どうしても部屋から出てきてくれないのだという。

「ホントにすまないね、迷めい惑わくのかけ通しで……

　でも、君たちの呼びかけになら応こたえてくれるかも知れないと思って」

　ただでさえ初見からほっそりした印象のあった度海のやつれた姿を見せられては、断るのも忍びない。秋理が家を出て以来、相当の心労があったのだろう。例の運転手さんにも頭を下げられた。

　どうも日下家の人たちは、秋理に遠えん慮りよと言うか、強い負い目があるようだ。経けい緯いを考えれば当然とも言え、秋理の我がままを微び妙みように責められない。

　第三者ではあるが一ひと肌はだ脱ぬぐくらいの縁えんはあるし力にもなりたい──遊と美遙の意志が一いつ致ちして、こうして出しゃばることになったのである。

　部屋の中は殺風景でホテルの一室めいて見えたが、玄げん関かん先さきの饐すえた臭においでいろいろと台無しになっている。今は度海たちが片付けたが、デリバリーの空から容器が山になっていたらしい。

　肝かん心じんの秋理は、薄うす暗ぐらい部屋の中、投写型ディスプレイのパソコンの前に座り込んでいた。旧式ゲーム機のエミュレータを使って、ゾンビの群れと戦うゲームに没ぼつ頭とうしている。ゲーマーという人種のネガティブキャンペーンに使えそうな、虚うつろな眼めをしていた。

　着き替がえがなくてコンビニで買ったのか、安っぽいランニングシャツとショートパンツ姿で、初めて春日井家に現れた時の優ゆう雅がさは欠片かけらも残っていない。髪かみもぼさぼさだ。

「……日下さん」

　遊が呼びかけるが返事がない。ただの屍しかばねのようにゲームの中の屍を狩かっている。

　美遙が声をかけても無視された。わずかに肩かたが揺れたようにも見えたけれど。

　ちょこちょこと歩み出た春羽が、秋理の隣となりに座った。

「カカオやさん」

「……カカオ屋じゃない」

　苛いら立だちが臨界に達したという風だったが、秋理はようやく答えてくれた。

「ゲームですか？　ハルハのうちにもこういうのあるよ。ギザギザしたやつ」

「……人類技術の先せん端たんが、低てい解かい像ぞう度どの旧世代ゲームで喜ぶなんて」

「ハルハ、かくとうゲームうまいよ。ギャラクシアンエクスはりてだせるようになったし。

　ソラリがこっちにでてきたらおしえてあげるんだ」

「…………ぇ？」

　思わず手を止めて、秋理が振ふり向く。手を止めたためにディスプレイの中ではプレイヤーが喰くわれてしまった。

　春羽は、秋理の視線に笑え顔がおで答えた。

「ハルハね、さいきんはソラリとあそんであげてるんだよ。いもうとなんだって」

　秋理があれ以来『ＣｔＧ』に入っていないのは解わかっている。だから意味が解らないだろう。遊が苦く笑しようしながら説明を加えた。

「ソラリは新納にいろさんたちの管理下で『ＣｔＧ』に戻もどったんだけどさ、なんかハルハに懐なついちゃって『姉ねえ様さま』とか呼んでいっしょに遊んでるんだ」

「ソラリが……」

　安あん堵どと、寂さびしさが入り混じった声が返ってきた。遊には解る気がした。ソラリが無事で良かったという想おもいと、あの子も自分を必要としないのかという想いと。

　でも違ちがう。春羽が、秋理の愁うれいを否定した。

「あのね、ソラリね、カカオやさんにあいたがってるよ。あいたいとはいわないけど、ハルハ、いつも『かあさまはどうなさってますの？』ってきかれるもん」

　春羽のソラリの声真似まねはあまり上手うまくなかった。

　それなのに秋理はうなだれて、うずくまった。床ゆかからかすれた声が漏もれてくる。

「…………わたし、ソラリに、自分がされたのと同じことをしたのに…………」

「でも日下さんは、お父さんが好きなんですよね？」

　それまで黙だまっていた美遙が秋理の隣に膝ひざを突ついた。

「それならお父さんにもソラリにも会いに行って、言いたいこと、言わないと」

　家の外に女性を作っていなくなった美遙の父。美遙は、自分には優やさしくて、誰だれよりも慕したっていた父がいなくなった時、好きだという気持ちをなかったことにした。だから今に至るまで会いに行くことも、捜さがすことも、居場所を訊きくことすらしなかった。

　それは多分、しない方がいいことだったと今でも思っているけれど、いつかはした方が良いことだとも思っている。全部吐はき出して、父の話を聞いて、美遙の中でまだ自分や母と仲なか睦むつまじいままの父親を改めないといけない。

　そうでないと、遊のことで、春羽のことで、何か間ま違ちがいをしてしまいそうな気がする。

　だから、秋理にも決めてほしい。変わりたいにしろ、変わりたくないにしろ、原点に戻って。

「それでもし、また逃にげたくなるようなことがあったら、家うちに来て下さい……あ、いえ、と言っても春日井くんの家ですけど……」

　秋理は顔を赤くして言葉を途と切ぎれさす美遙をチラリと見て、しかしまだ顔を上げない。フローリングの床にしがみついている。

「でも……わたしは、秋理になれな──きゃ!?」

　悲鳴は、強ごう引いんに抱かかえ上げられたからだった。少しだけ慣れてきてしまった浮ふ遊ゆう感かんに涙なみだが込み上げるのをこらえて、ぎろりと遊を睨にらみ付ける。

「なに？　またなの、この男は!?」

「あのさ……いつまでも説マニ明書ユアル読んでたらゲームは始まらないだろ」

「これは現実の話よ！」

「ゲームみたいなもんだろ。日下さんはみんなに大切にされてて、働いて稼かせぐ才能もあって、生きていくには困らないんだから。その上のことはゲームくらいに思えばいいさ」

　遊は、自分でも無む茶ちやを言ってるなと思いながら、しかし続けた。

「そこは、自分が楽しいように頑がん張ばればいい場所だよ。そりゃ、嫌いやなことや旨うまくいかないこともあるだろうけど、仕方ない。楽しませるために作られたゲームにも、どうしたって不具合は出る。

　バグのないプログラムなんて、あるわけないんだから。

　だったらもう、それを利用して遊ぶくらいのことを考えないと」

「…………あなたが言わないで」

　遊の腕うでの中の秋理が苦々しく呟つぶやいた頃ころには。

　先回りした春羽が開けてくれた玄関扉とびらを、二人は通り抜ぬけていた。




　すぐ外で待っていた運転手さんに秋理を引き渡わたし、度海に大げさな感謝をされて、一行は度海の車で春日井家に戻った。

　道中、秋理は一言も口をきかず、シートの上で体育座りして膝に顔を埋うめていた。春羽がカカオをチョコに加工する方法を尋たずねていたがやっぱり答えず、ただ車を降りる間ま際ぎわに「知らないから」とこぼした。

　迎むかえに出てきた甚目に春羽が空ジヤ中ンピ抱ングっこ・ハグして尻しり餅もちをつかせ、遊と美遙があいさつしようと振り返ると、運転手さんが深く頭を下げていた。

「娘むすめがお世話をおかけしました……」

「「……え？」」

　呆あつ気けにとられた二人が訊き返す言葉を取り戻す前に、日下親子の車は道の彼方かなたに去って行った。




　　　　◇




「──ま、考えてみれば、聞いてた通り常識外れに子供を溺でき愛あいしてる人なら、外に出るたび付いてくるっていうのも当然かも知れないけど」

　剣けんと魔ま法ほうの世界ドラゴンズ・グレイヴの平原。ほとんどモンスターの出ないピクニック向けの場所で、クランプは地面に寝ねっ転がりながら言った。

　少し離はなれたところでは、ハルハとソラリが模も擬ぎ戦をして遊んでいる。ダメージの入らない専用の武器を使って戦っているのだが、攻こう防ぼうが速すぎて目で追うこともできない。

　ソラリは特とく殊しゆ能力である変身を制限されて、今もハルハとそっくりの容姿をしている。色いろ違ちがいの服を着るようになったのですぐに見分けは付くが。

　イクィと違って隔かく離りされなかった理由は、即そく物ぶつ的てきな応用が期待される能力の持ち主であったことと、秋理の起こした事件その物がもみ消されて「なかったこと」にされたのが理由だという。今回は関係者以外の被ひ害がいが出なかったことが大きかった。

　ミーファは二人のそばでメニュー画面とにらめっこしている。溜たまった経験値を使って取得するスキルを悩なやんでいるようだった。ユスラが相談に乗っているが、ことゲームに関してはこの二人の趣しゆ味み嗜し好こうが違いすぎてあまり助けになっていない。

　だから今の話し相手は、隣に座ったレンとパヤキノだ。

「実際どうなんだろう？　『子供の予備』なんて、発想からして普ふ通つうはしないと思うんだけどな」

「あんたの『普通』が世間の普通とは限らないし、子供を労働資源と考えなきゃ生活の成り立たない人たちだって世界にはいっぱいいるのよ」

　にべもない冬風レンに、遊クランプはいつものように口を尖とがらせた。

「それくらいは解ってるけど、この場合は話が違うだろ。日下さんのお父さんは日下さんのことを大切にしてて、人格も尊重してるのに……ああいうことをしたんだぜ。必要に迫せまられて働き手に勘かん定じようするとかじゃなくて……上手く言えないけど」

「そんなのは……家庭の事情ってもんでしょ。他人の家は外国同然。あんたの家だってゲーム生まれの子供がいるでしょ。あの子だって……」

　皆みなまでは言わなかったレンに、遊は口に出さずに感謝した。代わりに溜ため息いきが出る。

　なんとなく黙ってしまったクランプとレン。沈ちん黙もくが気まずくなりかかった頃、パヤキノの声が二人の頭に落ちてきた。

「親は一度子供を見失うと、とにかく近付こうと走って、すれ違ったまま気付かずにどこまでも走っていってしまう……途と中ちゆうで道を間違ったかも知れないと思っても、でも、もう少しで届くかも知れないと期待して止まれない。そんなこともあるのですヨ。

　だから死んでほしくないという思いが、偽いつわりの不死を与あたえることにすり替かわることもありえるのですヨ」

　自じ称しようＮＰＣの割りには妙みように語るキノコだった。だが、遊には思い当たる節もある。遊の母は遊に的外れな愛情を注ぎ続けて、だから遊はろくに気付けなかった。

「そんなもの、子供を苦しめる言い訳にはなりませんけどネ」

　パヤキノの声は淡たん々たんとしている。いつも通りに。

　それでも何かを受け取った気はして、クランプはンしょっと上半身を起こした。

「……俺の場合は、ようやく母さんの思ってたことに届いたのかもな。遅おそすぎるには違いないけど」

「自分にも子供ができたから？」

　レンが意味を訊いた。少しだけ意地悪な調子だったかも知れない。いずれにせよクランプは首を振った。

「いや……日下さんの件で、人の代わりは作れないって感じて、思ったんだ。

　なぁ、ふゆ……いやレン。春羽が他ほかのハダリーズに比べて特別なのって、他の人に感かん染せんしていくからじゃないかな？」

「感染って……」

「複製を作るって言ってもいい。俺も釘宮さんもハルハが赤ん坊ぼうで言葉を使えない時から育てたから、とにかくよく見て、何を望んでるのか想像して、できるだけのことをしてきた。もちろん、的外れなこともしただろうけど……

　でも、そのお陰かげで俺の中にはいつも小さな春羽がいて、俺のもう一つの気持ちになって、うるさいくらいに意見を聞かせてくれるんだ。春羽は春羽で、言葉を覚えない内から、どうすれば俺たちが自分の望みを叶かなえてくれるのか考えて、俺たちの思考の複製を心の中に作ったんじゃないかな」

「それで複製ね……子供は両親の肉体の精せい巧こうな複製かも知れないけど、一人の子供は無数の心理の複製を粗そ製せい濫らん造ぞうして周りの親しい人にばらまく」

　冬風なりのまとめにうなずき、続ける。

「他のハダリーズは多分、それができないんだ。最初から言葉を使える状態で生まれてくるから、問題を言葉で解決してしまえる。だから良くも悪くもロジカルで、ロジカルでさえあれば妙な暴走もしてしまう」

　失敗作と定義された途と端たんに、究極の失敗作を目指しだしたメメント・コッペリア。

　生まれた時から相手の思考を読めたために他人という存在を認めず、ただ効率を求めて万ばん人にんの意思を統一しようとしたイクィ＝リブリゥム・ジェペット。

　誰にでもなれるから誰にもなれないという事実を知らなかった、ソラリ・ロートヴァング。

　そして春羽。順番に顔を思い出して、自然と笑え顔がおが出た。

「春羽はさ、俺にもよく解わからない子だよ。普通の子供とは全然違うと思う。周りとは異質な子供だと思う。言葉だって、今はわちゃわちゃよくしゃべるけど、意味の解ってない言葉を背せ伸のびして使っておかしくなったり、無む理り矢や理りに俺や釘宮さんのマネをしてトンチンカンになったりする。驚おどろかされる。

　違ちがうから近付こうとして、解らないから解ろうとして。

　でも、そんな子だから興味を持った人へ物もの怖おじせずにくっついて、知ろうとしていろいろ訊いて、話して、相手の中に自分の分身を作ってしまう」

「精神の『繁はん殖しよく』を行う人造人間……それが春羽あのこってわけ？」

「そこまで大げさな事を考えたわけじゃないけど……でも、そうだな。そういうのが本当の新ハダ世種リーズだっていうなら、人類滅めつ亡ぼうがどうのとか、少なくとも俺は悲観しないでいいと思うよ」

　そこで遊クランプは、ようやく話を自分に戻もどした。

「俺の中の春羽は、だいたいが笑顔なんだ。元の春羽がほとんどの時間、笑顔を見せてくれるから。だから俺は救われる……今のまま歩いていけばいいって思える。

　でも、母さんの中の俺はきっと、いつも泣いたり怒おこったりしてた。俺が邪じや険けんにして、小こ突づき回して、泣かせてたんだ。お前いつも一人だな、って。かわいそうな奴やつだ、って。お前なんか、って」

　レンは、口を挟はさまなかった。クランプの顔も見なかった。

　だからクランプは、ちょっとしたことで喉のどに詰つまって二度と吐き出せなかったかも知れない言葉を、吐はけた。

「心の中に描えがいた自分の子供がいつも泣いてて、母さんは、どんな思いをしてたのかな」

「辛つらかったに決まってるでしょ。なんとか泣き止やんでもらいたくて必死だったに決まってるでしょ。馬ば鹿かでも解る」

　レンは容よう赦しやなく斬きって落とした。ただ、それ以上は何も言わず、クランプの隣となりに座っていた。

　当然、パヤキノにもクランプの話は聞こえていた。だが、乳母ナニーＮＰＣは微び動どうだにせず、のっぺりした顔で彼方を眺ながめるだけだった。

　仮想世界の地平から、緑の匂においの風が吹ふいてくる。そよ風は優やさしく頰ほおを撫なでてくれたが声はなく、その感かん触しよくは遠い記憶おもいでに似ていた。

　沈黙の中、口に出さずに語りかける。

（母さん……俺、母さんのゲームで生まれた子供と家族になったよ）

　その時である。




「おっとぉぉぉ～～～～ッさんッッッ!!」




　と、砲ほう弾だんのような無む慈じ悲ひさで突つっ込んできた子供に横よこ掛がけの浴びせ倒たおしを喰くらい、クランプは平原の地面に頰を打った。

「おはなしおわった!?」

　子供は、少女だった。幼女と言ってもいいかも知れない。八歳くらいの、どこもかしこも可愛かわいらしい女の子だ。

　平原を燦さん々さんと照らす太陽をも圧するように、笑顔がまぶしい。

「ハルハ……」

　父親の顔が砂だらけになるのも構わずじゃれついてくるハルハを抱だき上げ、座らせる。

　アバターには特に意味はないが咳せき払ばらいして、厳しい顔を作って注意する。

「いきなり突とつ撃げきしちゃダメだぞ。この前もお風呂ふろ上あがりにやって、俺をびしょ濡ぬれにしただろ」

「だいじょうぶだよ。おフロもセンタクも、きれいになるやつはみんな、《ぬれじょうたい》になるからヘーキだよ」

「現実で《濡れ状態》でいると風か邪ぜを引くんだ。知ってるだろ、風邪」

「……カゼしってるよ……おかーさん、しなないけど、くるしそうだった」

　意図したより沈しずんだ声を出させてしまって、あわてて言い足す。

「だから、突撃する時はそう言ってから来るんだ。先に言ってくれたら楽勝だから」

　何が楽勝なのか我ながら意味不明だったが、ハルハは素す直なおにうなずいて、

「オッケー。いってからおそいかかるね」

　いつもの安やす請うけ合いをした。ちょっとニュアンスが不安だったが。

「ソラリと遊んでたんじゃないのか？」

「バトルごっこはあきたから、ソラリにオリガミをおしえてあげるんだよ」

　ふふんと胸を反らしてお姉さん風をびゅうびゅう吹かせるハルハのかたわらに、ソラリがすすす……と寄ってくる。こうしていると、なるほど双ふた子ごの姉妹に見える。

「うふふ、やっぱりハルハ姉様には敵かないませんわ。『姉より優すぐれた妹などいない』とは、けだし金言ですわ」

　ハルハとソラリは、姿が似ているというだけで姉妹でもなんでもないのだが、ハダリーズの系けい譜ふ上はまぁ同どう胞ほうではある。ともかく、ソラリは本当にハルハへ懐なついているらしかった。

「おとーさん、かみちょうだい。ハルハの、なくなっちゃった」

　ソラリと手をつないで、空いた方の手をにゅっと突き出してくるハルハ。クランプがアイテムボックスから『羊皮紙』を渡わたすと、地面に座り込んで折り始める。

「いーいソラリ。オリガミというのは、かみをおってあそぶんだよ」

「なるほど。目から鱗うろこが落ちますわ」

　ソラリはハルハが何か教えるごとに大げさに感激し、ハルハはそれに気を良くしていく。

「うふふ……ソラリの姉様は、カンタン操作でらくらくセットアップですわ」

　小声で何か、初心者向けパソコン周辺機器の売り文句みたいなことを言ってるのが気になったが。

　まぁ、悪いことを企たくらんでいる風でもない。ハルハに年長者（？）の立場を経験してもらうためにも、しばらくは様子を見よう──などと考えながら、クランプもしゃがみ込んだ。

「よし、今日はおとーさんが新しい折り紙を教えてやろう」

　勢い込んだ提案は、

「いや、レンちゃんにおしえてもらうからいいよ。おとーさんはすわってて」

　娘むすめにあっさり却きやつ下かされた。ぶっ！　とレンが思わず噴ふき出したのが聞こえる──いつもの当てこすりではなく、本当に爆ばく笑しようをこらえたようだった──

「レンちゃんのほうが、おとーさんよりオリガミうまいし。ハルハねー、つるもおれるようになったんだよ。おんがえしのやつだよ」

「……………………」

　春日井遊はなんか、死にたくなった。ハルハに冷たく（？）された、たったそれだけのことで消えてしまいたくなった。

「レンちゃん、おしえてください」

「まぁ、教えてあげないこともないけど」

　珍めずらしく他人の頼たのみ事にまんざらでもないような声を出して、レンはばたんと横よこ倒だおしになっていたクランプの体を蹴けり除のけた。

「じゃあ今日は──」

　そしてハルハの手を取って教え始めようとして。

　異様な重圧が場に落ちた。

「……うちの子に、何か？」

　ミーファだった。いつの間に来ていたのか、レンの背後から殺気としか言い様のない気配を発している。レンは目だけで振ふり向き、冷たく答えた。

「別に。ただ、折り紙を教えてるだけよ。ハルハに頼まれて、ね」

「ぐっ…………！」

「ミーファさんに難なん癖くせを付けられるようなことは何もないはずだけど。

　──それとも、わたしがこの子と仲良くなると困ることでも？」




　カッ！




　と、二人の会話を見ていたユスラは、晴天の平原に遠えん雷らいの音を聞いた気がしたという。

「……せ、センパイさ、なんか修しゆ羅ら場ばッてんだけど。止めなよ」

　こういう険悪な雰ふん囲い気きの苦手な桜ユスラが、さり気なく二人から距きよ離りを取ろうとしていた遊クランプの腕うでをがっちりと確保した。さすが怪け我がする前は柔じゆう道どう全国一、全く逃にげられる気がしない関かん節せつ技わざだ。

　反対側の腕も、小さな手にぎゅるりと拘こう束そくされた。

「そうですわ父様。いい機会ですから、ソラリに『男の甲斐かい性しよう』というものを見せて下さいませ。小こ狡ずるいバグ技とかに頼たよらずに」

「こいつ、根に持ってる!?」

　ユスラとソラリに拘こう引いんされ、ミーファとレンが睨にらみ合いハルハがきょとんとしている負の領域へと押し出されていく。

　助けを求めて見回すが、この場の残りは巨きよ大だいなキノコのぬいぐるみだけだ。ワラにもすがる気持ちで叫さけぶ。

「た、助けてくれパヤキノさん！　俺はもう、どうしていいか……！」

　パヤキノは、相変わらずののっぺりした顔で振り向いた。しかしなぜか、その視線はクランプではなくてレンの方を向いているような気がした。そして。

「……………………それについては正直、スマンと思ってるのですヨ」

　よく解わからないことを言って、いずこかへと転移してしまった。

「スマンって……え？」

　目をしばたたかせるが、消えたパヤキノは戻ってこない。こうしてスカラベのクランプは孤こ立りつ無む援えんとなった。

　そして、パヤキノへの救きゆう援えん要よう請せいが聞こえていたミーファとレンもこちらに気付いていた。

「クランプ……何かあたしに言いたいことでも？」

　娘の母親で、いっしょにハルハを育て守ってきたことでいつの間にか離はなれ難がたい存在になっていた。同じ家で過ごすには魅み力りよく的てきすぎる少女、美遙ミーフア。

「ちょうどよかった。あんたの奥さんが何かパラノイアをこじらせた感じで鬱うつ陶とうしく絡からんでくるから、なんとかしてくれない？　おとーさん」

　小さな頃ころからいっしょに過ごし、いつも手をつないでお互たがいを支え合っていた気がする幼おさな馴な染じみで親友で、今は手に触ふれると胸の高鳴る相手になってしまった、冬風レン。

「？　おとーさん、かおがあおいよ。ハルハでよかったらそうだんにのるよ？」

　そして、冬フユ風フから名を取り、秋理の遺伝子を継つぎ、でも間ま違ちがいなく美遙と遊の娘の、春ハル羽ハ。

　左右に続きハルハに抱きつかれたことで、完全に離り脱だつの道を絶たれる。

　ありえないはずの《結けつ婚こん》、ありえないはずの子供、それでいて変わらず側そばにいてくれる幼友達、そしてありえないはずの人間関係──

　立ち往生するクランプに焦じれたか、レンとミーファが詰つめ寄ってくる。背からプロポーションから正反対の二人で、だからこそ隙すき間まなく追い詰められる──

「「で、どうするの？」」




　絶望に天を仰あおいで、春日井遊クランプは天国の母へ愚ぐ痴ちった。

「俺の人生……バグってる！」




　　　　◇




　パヤキノの離脱した先は、メメントたちが隔かく離りされている漆しつ黒こくの空間だった。

　いつもの教室、いつもの生徒。だが、メメントとイクィ＝リブリゥムは教室の後ろで両手にバケツを持って立っていた。

「あ、パヤキノ先生」

「現在、反システム的行動を行った自主反省行動中であります」

　二人は別に罰ばつを受けているわけでなく、暇ひまだったのでカリカチュア的な「反省」のポーズを取っているだけらしい。この空間に疲ひ労ろうの概がい念ねんはないので、その気になればいつまでも立っていられる。

　そして、もう一人。

「おや、お久しぶりです」

　へらへらと口元に貼はり付けた笑えみで迎むかえたのは、新納蔓まん世せいだ。パヤキノは何も答えなかったが、構わず続けてくる。

「いやぁ、参りましたよ。一時的とはいえメメントとイクィを解放した件、わたしの一存ということで処理しちゃいましたからね。怒おこられたのなんの」

「代わりに、Ｓ型ソラリが日下秋理に流出した件は有う耶や無む耶やになったのでしょう。差し引きゼロですヨ」

　新納はあっさり認めて肩かたをすくめた。

「それもそうか。しかし気を付けて下さいよ、消しよう滅めつしたはずの管理マスタ者権限ーキーをあなたが持っていることが露ろ見けんすれば、いろいろと面めん倒どうなことになる。

　──遊くんも無事では済まないかも知れませんよ」

　新納が軽く手を振ると、黒板に映像ウインドウが現れてパヤキノが去った後のクランプたちの様子が映し出された。

　それぞれどうしようもなく結びついた二人の少女に追い詰められて、クランプはすでに無事では済んでいないようだったが。

　ちなみに上空からのアングルなので、出て行くタイミングを見計らってか、木こ陰かげから一同の様子をうかがっている秋理アリシアの姿が丸見えだったりした。

「そう脅おどさずとも、約束が守られている内は上手うまくやるのですヨ」

「残される子供に家ハダ族リーズを、ですか。無論、全力で守らせていただきますとも。

　我々にとっても、彼とハルハは得難いトラブルシューターですからね」

「ならば結構。今日の授業を始めるので退出願うのですヨ」

「おっと失礼」

　新納はおどけたようにサングラスを据すえ直すと、黒い空間の中に去って行った。本当に闇やみに溶とけ込んだように、消えた。

　新納が消えるなり、珍しくイクィが発言した。

「先生」

「おや？　どうしましたジェペットさん」

「本日は授業の前に、クランプ氏があの死地をいかにして脱だつするかの観察をしたく懇こん請せいするものであります」

「メメも、経けい緯いで見るとまぁ同情できなくもないような気もしないではないけれど、ただ現状を見ればひたすら最低極きわまりないおにーさんの所行を見届けたいです」

　新納の出した映像ウインドウはまだ消えていなかった。

　パヤキノは教きよう卓たくの中から出しかけていたテキストを戻もどし、

「許可するのですヨ」

　のんびりと天国たかみの見物を始めたという。




　だって今、パヤキノの中の遊は幸せそうに笑っていたから。




　　　　◇




　その頃、窮きゆう地ちのクランプは。

　メニュー画面を素す早ばやく操作して、「アバターの表示だけが地面にめり込むバグ」を起こした。

　それに驚おどろいたユスラとソラリの力が緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、セミオートのバックステップで強ごう引いんに脱だつ出しゆつする。

「え、ええと……期限間近のクエスト思い出したから行ってくるな！」

　あまりと言えばあまりの言い訳を残し、ダッシュでその場を逃げ出す。

　残された少女たちは、一いつ瞬しゆんぽかんとしたが。

「ああ、なるほど──次の遊びは人間マン狩りハントですのね」

　ソラリの言葉で一いつ斉せいに追つい撃げきを開始した。

　なんで追うのかは、実はみんな解っていない。でもまぁ、追いかけるのだ。あの二人を。




「あはははっ！　おとーさん、もっとはやくはしらないとつかまっちゃうよ」

　そう。ハルハだけはクランプに抱だきついたまま離れていなかったのだ。今は背中に負ぶわれて、楽しそうに笑っている。

「笑い事じゃない！　俺は今、大ピンチなんだぞ！　なんだかよく解らないけど！」

「でも、おとーさんわらってるよ！」

　言われて気付く。確かにこの頰ほおの突つっ張り、クランプは笑っていた。

　ハルハと二人して笑いながら、現実離ばなれした莫ばく大だいな空の下、果てのない平原を駆かけていく。

　ちらと後ろを向くと、いつの間にか秋理アリシアが増えてソラリと並んでいる──なんでだ!?──

　状じよう況きようは混こん迷めいを極めている。それでもクランプの笑顔は消えなかった。

　ともかく──もう少し走ると、ミーファと出会うきっかけになった怪かい鳥ちようメガロエイヴィスの棲せい息そくするエリアに移る。

　そこまでは走ろう。

　ここ数ヶ月の奇き怪かいな冒ぼう険けんの始点。この背中の温ぬくもりの原点。

　そこに戻って、それから考えよう。




　耳元に、世界の悦よろこびの全すべてを溶け込ませたような笑い声を聞きながら。

　春日井遊クランプは、ただ夢中になって走った。


（ＣｔＧ　─ゼロから育てる電脳少女─　　完）



[image: ]

※数十分後、追っ手の少女たちに捕ほ獲かくされたクランプは、主に「なんで逃にげたのか」という件について約三時間に渡わたって尋じん問もんを受け、結局ミーファ、レンの双そう方ほうに「……なんかもうとにかく、ちゅんませんでした……」と土下座してようやく解放された。

　現実世界に戻った春日井遊は、春羽に今日のラスプーちゃんのどこが面おも白しろかったかということを小一時間ほど熱弁され、それが終わると寝ね酒ざけで酔よっ払ぱらった甚目に絡からまれて二時間ほど仕事の愚ぐ痴ちを聞かされた。

　風呂ふろと、当番だった洗い物が終わって自分の部屋に戻った頃ころには真夜中で、遊のベッドで美遙と春羽が仲良く寝入っていた。二人の寝相の関係で酷ひどく狭せまいスペースに潜もぐり込み、春日井遊の一日は終わりを告げた。




　これが、後に「新人類の父」という匿とく名めいの記号で歴史に名を残すことになる少年の、ほどほど幸せな日常である。







　あとがき




○あいさつ

　モラルの廃すたれたこの時代にあって、やっぱり不ふ倫りんはよろしくないと主張する『ＣｔＧ　─ゼロから育てる電脳少女─』。第三巻をお届けします。

　二巻刊行から間が空いてしまい、お待ちいただいていた方には申し訳ありませんでした。アイディア一発勝負なところのあった本作が三冊目まで来られたのは、お見捨てなくフォローして下さっている読者諸氏の応おう援えんの賜たま物ものです。

　今回も曲芸的ホーム・コメディを楽しんでいただければ幸いです。




○本作について

　今回は春日かすが井い家の特とく殊しゆな家族形態が揺ゆさぶられる話です。親子とは何か、夫ふう婦ふとは何かという思考実験のような話でもあります。回答は出したような出さないような感じですが、いずれにしても春日井遊ゆうの悩なやましい日々は続きます。物理的にも精神的にもうらやましいが、生理的にも心理的にもややこしい。そんな主人公。

　章タイトルがゾンビ映画っぽいですが、どういう意味での「ゾンビ」なのかは本編で書いた通りです。

「英えい雄ゆうテセウスの船があった。船は保存されたが、長い時を経て傷いたんだ部品が少しずつ交こう換かんされて、ついには初期の部品が全く残らない船になった。その船は『テセウスの船』と呼べるだろうか？」という「テセウスの船」なる逆説がありますが、親の細さい胞ぼうから分ぶん裂れつした子供は果たして「テセウスの船」なのでしょうか。

　構成上、今回も冬ふゆ風ふの出番が少なくなってしまい、ファンの方には申し訳ないです……




○完結

『ＣｔＧ』は今回で最終巻となります。

　読んでいただければ解わかる通り、劇中世界が抱かかえる大きな問題というのは全く解決していません。それでも完結するのは、今作が世界救済の神話でなく、少しばかりおかしな父おや子こが生まれるまでの人じん話わだからなのかも知れません。

　早すぎて不ぶ格かつ好こうな親殺しをしてしまった少年が、「娘むすめ」との係わりの中で越こえるべき対象の姿をきちんと捉とらえたところで、春日井遊の人生の断章はひとまず幕を下ろします。

　この後の歴史は、主にイクィさんが頑がん張ばって軟なん着ちやく陸りくさせてくれる感じです。

　書き残しがあるとすれば春はる羽はが美遙おばーの母ちやんを攻こう略りやくする話くらいですが、春羽の事なので怒ど濤とうのがぶり寄りでオーバーキルでしょう。そんな感じで遊や美み遙はる、冬風、そして春羽の日常と冒ぼう険けんは続いていきます。

　願わくは、皆みな様さまの心の中で春羽の複製が笑い続けてくれますように……




○振ふり返り

　完結記念（？）。一巻・二巻の解説と言うか思い出話と言うかをしてみます。

　ほぼ全文どうでもいいような情報なので適当に斜ななめ読みして下さい。




第一巻．

「いろいろ不明点は残るけどここで終わってもいい」というつもりで書きました。前述の通り皆様の応援のお陰かげで三巻まで続いて、春羽を遊ばせてあげたり春日井氏を修しゆ羅ら場ばに叩たたき落としたりができたわけで、返す返す感謝の念が尽つきません。

　とにかくハルハを書きたかったのを覚えています。メチャクチャ強い子供の話。後は、「好きな女の子」と「子供の母親」の相そう克こくを、あまりどろどろしすぎないように表現するというのが題目です。

　一章の最後、ハルハが列車内でナイフを投げるシーンはファミコンの『チャレンジャー』（１面）のイメージです。あのステージを実写映画にしたらカッコよさそうだと常々思っていたんですがセガールの『暴走特急』が割りとそのまんまだったことに気付いたという。

　また、美遙が家出にギターケースを使い、ハルハがそれを真似まねしてギターケースに銃じゆうをしこたま突つっ込んで戦うというシチュエーションがありますが、前者は玩がん具ぐ堂どうの好きな名作児童文学『クローディアの秘密』、後者は玩具堂の愛する超ちようクソ馬ば鹿かガンアクション映画『デスペラード』のオマージュです。

　メメントの特殊能力名「スヴェンガリの眼め」は、古い怪かい奇き映画『悪あく魔まスヴェンガリ』から。なぜか毎巻、大写しのイラストが入る女メメ。

　余談ですが、本編には一切「ＶＲＭＭＯ」という表記が出て来ないのに、一巻・二巻とも帯やキャラ紹介のページには「ＶＲＭＭＯ」の文字が。一いつ般ぱん用語なのか……




第二巻．

　自分の中での副題は「友達のスキャナー」でした。登場人物の「家の外」での顔（ウソとも言うのかも知れない）を描えがくエピソード。

　遊の認識ではまだ冬風は「内側」で美遙は「外側」の人なのに、物理的には逆で、そのせいでどんどんおかしなことになっていってます。

　最後まで記述を入れるタイミングを取り損そこないましたが、レンは美遙／ミーファとは逆に冬風より（心持ち）グラマーになってます（それぞれ理由は想像にお任せします）。イラストにはしっかり反映されてますので注目してみましょう。

　一巻の主戦場がファンタジー世界でなかったせいもあって魔ま法ほう使つかいの世界を舞ぶ台たいにしたのですが、ハルハがいわゆる「物理で殴なぐっとけば勝てる」を地で行くキャラなせいかあまり魔法設定を活いかせず反省です。

　二巻の敵役であるイクィ＝リブリゥムは、画一的な「良い子」に鋳ちゆう造ぞうされていくピノキオをモデルにしています。この人はなんか、便利すぎて予想外の大だい活かつ躍やくになりました。

　二六二ページから二六五ページのヴィジュアル演出は、玩具堂の原げん稿こう時点では見開きページをびっしり大小の活字で埋うめる感じでした。イラスト発注時にｂｕｎ先生から提案をいただき、あの形になりました。当初のままだったら面おも白しろみのない絵え面づらになっていたのでｂｕｎ先生には本当に感謝しております。ちなみに前面の白い字が遊クランプの思考で、奥の灰色の字が冬風レンの思考になります。

　イクィの特殊能力名「ファーレンハイト四ヨン五ゴー一ヒト」は、レイ・ブラッドベリのディストピア小説『華か氏し４５１度』から。

　章タイトルはそれぞれ、『悪を呼ぶ少年』『サンタ・サングレ／聖なる血』『スキャナー・ダークリー』という映画から。




　最終巻ということで徒然つれづれ長なが々ながと書いてしまいました。思い出話というより小ネタの解説みたいになってますね。こういうのを自分で説明するのはカッコ悪いと思いつつ、ちょっと悪あく食じき気味に引用しているので目立つところだけでもフォローしました。




『ＣｔＧ　─ゼロから育てる電脳少女─』はジャンルのよく解らない作品です。

　ラブコメであったり、ホームコメディであったり、ネットゲーム物のアクションであったり、ぐでっと力弱いソフトＳＦであったり、読む人によって様々な読み方、受け取り方ができると思います。

　全すべて正しいです。読書は読者のものなので正しくない読書なんてありません。

　ただ、「ゲームから子供が生まれて人物関係が変なことになる」だとか、「大量の人脳を利用したコンピュータを動かすために運営されるネットゲーム」だとか、この作品独自の要素から、いわゆるセンス・オブ・ワンダーを受け取っていただければ作者としては無上の喜びです。




○次回作

　全くの未定ですが、何か進展あればツイッター（ユーザー名「久青玩具堂」で検けん索さくすれば出てきます）等で報告させていただこうと思っております。今後ともよろしくお願い申し上げます。







○謝辞

　本書を列ならべ置き下さっている全国店てん舗ぽの皆様へ。担当さん始めスニーカー文庫編集部の皆様へ。寝ねながら使えるノートパソコン用スタンドに。本書でも視覚演出を提案してくださったｂｕｎ１５０先生へ。
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